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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　賢竜王インボルクから分かたれし、大いなる血統がふたつ。

　アヴァロン聖竜皇家と、ネハレンニア冥竜王家。

　両家による果てしない戦いは、世代を超えて繰り返される──。





『旧約星書』より








プロローグ









「俺が大陸会議に!?」

　突然の申し出に、アッシュは呆ぼう然ぜんとした。

「はい、なのです！」

　目の前には、あどけない少女。

　今日も元気一杯、にぱっと無邪気に微笑ほほえんでいる。

　思わず指先で突っついてしまいたくなるほど、その頰ほおは柔らかそうだ。

　とはいえ……実際に突っついたりしたら、無礼千万に当たるだろう。

　なぜなら、この少女こそ〈至純の女教皇イノセント・ハイ・プリーステス〉──ラクエルⅣ世なのだから。

　蒼輝色シヤイニング・アズールを帯びた髪は、うららかな陽ひ射ざしを浴びて燦さん然ぜんと輝いている。歴代の教皇たちの肖像画を眺めれば、誰もが同じ髪の色をしていることに気づくだろう。

　つい先ほどまで、のどかだった昼休み。

　新緑の瑞みず々みずしさに誘われて、多くの生徒が外で昼食をとっていた。

　そこになんの前触れもなく、エスパーダ聖庁が誇る神殿艦エスペランザが、轟ごう然ぜんと音をたてて着陸したのだ。

　その一報を受け、アッシュたちが校庭に駆けつけたのが、つい先刻のことだった。

　そして校庭を舞台に、この奇妙な会談が始まり──ラクエルはアッシュたちに、第八回大陸会議〈エリュシオン〉に参加するよう、正式に要請したのだった。

「……本気なのか、ラクエル？」

「もちろんですよ。アヴァロン聖竜皇騎士団は、エスパーダ聖庁が承認した独立国家ですし、その団長であるお兄ちゃんにはもちろん、参加資格があるのです」

　──大陸会議〈エリュシオン〉。

　エスパーダ聖庁が主催する、五年に一度の国際首脳会議。

　開催地については、教皇が占星術によって決定する。

　俎そ上じように載せられる問題は多岐にわたるが、いちばんの目的は、やはり国際平和だろう。

　大陸会議のおかげで、回避できた戦争は少なくない。半世紀にわたり、あのゼノグラヴィア戦争に匹敵する大戦争が勃発していないのも、ひとえに大陸会議の功績なのだ。

　また、大陸会議を通じて革新的な貿易協定が結ばれた例も、枚挙に暇がない。

　こうした貿易協定は、どうしても大国に有利となりがちだが、大陸会議を通じて締結された協定の数々は、どれも高く評価されている。

　小国側が一方的に搾取されるような協定は、もはや〝経済戦争〟と同義だ。そうした一方的な取り決めを、エスパーダ聖庁は絶対に許可しない。

　他にも、民族間の紛争、途上国における貧困や飢き餓が、天然資源を巡る諸問題、古代遺跡の管理……などなど、議題には事欠かないのだった。

　なお、本来ならば、第八回会議の開催は聖誕暦一三七〇年を予定していた。

　ところが、昨年の初夏のこと。第七回会議がロートレアモン騎士国の首都で開催されるはずだったのだが、前夜祭の最中、あの巨竜事件が勃発したのだ。もちろん、会議は中止となった。今年の第八回会議とは、実質的には第七回に相当するのだ。

「まるで夢みたいだよ、ラクエル……」

　とても信じられない気分で、アッシュは立ち尽くした。

　去年まではただの学生──しかも問題児とさえ呼ばれていた自分が、まさか大陸会議に呼ばれるとは……まるで、雲の上に招待された気分だった。

「ふふっ。夢じゃないですよ、アッシュお兄ちゃん」

「ありがとう、ラクエル。俺にできることを、精一杯やり遂げようと思う」

「その意気です、お兄ちゃん！」

　天使の笑みを浮かべたのも束つかの間ま、ラクエルはきりりと表情を引きしめた。

「というわけで──わたくしラクエルⅣ世は、アッシュ・ブレイク様をはじめ、アヴァロン聖竜皇騎士団の皆様に対し、第八回大陸会議への参加を要請いたします」

　いつしか校庭はしんと静まり返り、ラクエルの声だけが響いている。

「開催日は二週間後となります。わたくしからの招待状、受け取っていただけますか？」

「謹んで、お受けします」

　アッシュはその場で片膝を地につけると、ラクエルから封書を受け取った。

　純白の封筒は、赤い蠟ろうで厳重に封が為なされている。円形に固まった蠟には、エスパーダ聖庁の紋章がくっきりと浮かび上がっていて、厳おごそかな雰囲気を感じさせた。

　その途端、校庭は盛大な歓声と拍手に包まれた。事態を傍観していた生徒たちが、いっせいに拍手喝采を浴びせてきたのである。

「おい、あのアッシュが大陸会議に参加するんだってよ！」

「マジかよ!?　各国の首脳じゃないと出席できないんだろ？」

「なんて素敵なの、アッシュ先輩……！」




　突然の大歓声を受け、戸惑うアッシュの後方では、エーコたちがぼそぼそとささやき合っていた。

「こっ、これは歴史的な瞬間ですわ……！」

　真っ先に叫んだのはジェシカだ。今にも卒倒せんばかりだった。

「お祝いの薬草茶、つくらなきゃ」

　普段は表情に乏しいルッカも、興奮気味に頰ほおを染めている。

「ひえぇ～。アッシュの奴やつ、どんだけだよ……」

　レイモンは見るからに圧倒されている様子。

「そもそも、教皇猊げい下か自らが招待状を持参されるなど、前代未聞ではないか？」

　マックスは啞あ然ぜんとした面持ちで、ずり落ちた眼鏡を指先で直している。

「ねっ、ねぇ、シルヴィア？　大陸会議って、確か去年……フォンティーン城あんたの実家で、あたしが初めて竜化ドラグナイズしたときの……」

　少々気まずそうに、シルヴィアを横目で見やるエーコ。

「ああ、そうだな……」

　あいにくシルヴィアの口調からは、普段のような覇気が感じられなかった。行方不明となったコゼットを案じるあまり、ここ数日、ろくに眠ることもできていないのだ。

　コゼットの安否については、エーコはもちろんのこと、アヴァロン聖竜皇騎士団の全員が心配している。

　エーコ自身、コゼットの無事を心底から祈っている。いや、あのコゼットならば、絶対に無事だと確信している。だからこそ、あえて平静を装い、暗くならないように心がけているのだが──さすがに、シルヴィアにそれを望むのは酷だろうとも思う。

　一方、エーコの背後では、レベッカとミラベルが言葉を交わしていた。

「よもや大陸会議とは……これから、ますます忙しくなりそうですね」

「ええ、本当に。ラブロックから戻ってきたばかりだというのに──」

　事実、アヴァロン聖竜皇騎士団がアンサリヴァンに帰還したのは、一昨日のことだった。





　　　　◇






　時計を巻き戻して──金牛宮タウルスの月の第一週目。

　アッシュたちを乗せた魔導艦エスカヴァロンは、ラブロック商工都市連合を目指して飛び立った。商工都市連合の元首ドージエ、フランチェスカ・マキャベリの親書を受け、話し合いをするためである。

　ところが、元首ドージエマキャベリこそは魔導結社〈デミウルゴス〉の〈七翼将〉であり、数々の策を弄ろうしてアッシュたちを嵌はめたのだった。

　そして、アッシュたちは、撤退を余儀なくされた。

　元首ドージエマキャベリと敵対した以上、あのままオルゾラ海に留とどまっていては、軍警察カラビニエリから侵略者と見なされるからだ。

　事実、夜明けとともに、軍警察カラビニエリの軍艦が続々と現れた。

　ただし、相手のほうから撃ってはこなかった。ずらりと舳へ先さきを並べて、こちらを威嚇するだけだったのだ。

「……この状況は、好ましくないわね」

　冷静な意見を述べたのは、ミラベルだった。

「あちらは、わたくしたちが領海に踏みこまない限り、砲火を交える気はないみたいよ」

「ですが、コゼットさんを捜さなくては──」

「この状態で領海に踏みこんだ場合、国際的な見地に立てば、わたくしたちのほうに非があると見なされるわ。今はコゼットの無事を信じて、撤退すべきよ」

「くっ……！」

　ミラベルの意見に従い、アッシュは団長として苦渋の決断を下した。

　──この場は撤退する、という決断を。





　　　　◇






　予鈴が鳴ったので、生徒たちは校舎のほうへ退散しつつあった。

　午後の授業が始まるまで、あと十分しかない。アッシュも学生の身分なので、授業をサボるのは気が引けたが、まだラクエルに訊たずねたいことがあった。

「それにしても、ラクエル？　開催まであと二週間だなんて、随分と急な気がするんだけど……毎回、こんな感じなのか？」

「実はですね。第八回目の開催自体……急に決まったのです。今回の主な議題は、世界各地で活動を始めている秘密結社──〈デミウルゴス〉について、なのです」

　アッシュは意表を衝つかれた。

　まさか、その名がラクエルの口から出るとは、予想してもいなかったのだ。

「立ち話ゆえ、詳細は省くが──」

　と、ずっと黙って控えていたペネロペ・デル・モンテ枢すう機き卿きようが進み出た。今日も教皇猊げい下かの影のごとく、ぴたりと付き添っていた。

「元々、エスパーダ聖庁と〈デミウルゴス〉の間には因縁があってな。あの秘密結社の実態とは、異端者たちによる新興宗教団──いわば狂信者たちの寄せ集めなのだ」

　そういって、ペネロペは嘆息する。

「あのような邪教集団、このまま見過ごすわけにはいかぬ……というのが、エスパーダ聖庁の総意でな。教会の長老どもがビクビクと怯おびえている様子は、滑稽でもあるが」

　その口ぶりから察するに、ペネロペ自身は〈デミウルゴス〉を軽視しているようだ。

「待ってください、枢機卿。俺たちが関わった〈デミウルゴス〉は、決して狂信者というイメージとは違いました。とても冷徹で、経済力もあって、強力な兵器を開発しています。しかも、帝国の第六皇女やラブロックの元首ドージエといった要人が──」

「控えよ！　貴様も一国の元首なら、滅めつ多たなことを口にするものではない。そもそも証拠はあるのか？　マキャベリといえば、若くして名宰相の器だと評されている人物だぞ？」

「くっ……」

　アッシュは言葉に窮した。これまでの経緯を説明すれば、きっと解わかってくれると思っていたのだが、そう甘くはないようだ。事実、ただの証言に証拠としての機能はないのは、国際社会では常識なのだろう。ペネロペを納得させるには、物的証拠が必要ということだ。

「以後、妄言は慎むがよい」

　もはや聞く耳は持たぬとばかりに、ペネロペはきびすを返した。

「さ、猊げい下か。参りましょう。そもそも、大陸会議への参加を要請したいのであれば、アンサリヴァンに特使を派遣すれば良かったのです」

「そ、それは……」

「大体、猊下はこの男と親しくなりすぎです。わざわざラブロックにまで艦を飛ばし、どういうわけか軍警察カラビニエリと睨み合っていたエスカヴァロンに救いの手を差しのべ、あまつさえ学院都市まで連れて帰るなど……明らかに、教皇の分を超えているのでは？」

　ペネロペは再び、アッシュを睥へい睨げいする。

「だって……お兄ちゃんに会いたかったんです～！」

　ラクエルは駄だ々だっ子このように叫ぶと、アッシュの懐に飛びこんできた。

「ラクエル!?」












　小動物のように敏びん捷しようで、ちっちゃくて、そして温かい……そんな感慨を覚えたのも束つかの間ま、アッシュは周囲の視線を全身に浴びていることに気がついた。

　案の定、ペネロペと聖翼騎士団は殺気立っている。

　もっとも、当のラクエルは、周囲の感情など気にも留めていない。

「元気は出ましたか、お兄ちゃん？」

　ようやくアッシュは悟った。ラブロックから帰還して以来、すっかり気落ちしていたアッシュは、どうやら沈鬱な気分を隠し切れていなかったのだろう。

「ありがとな、ラクエル。俺、大陸会議のために全力を尽くすよ」

「この世界の未来のために、是非ともお兄ちゃんの力を貸してくださいね！」

「ああ、もちろんだ！」




　その後、学院生一同に見送られ、神殿艦エスペランザは蒼そう穹きゆうの彼方かなたへと飛び立った。

　第八回大陸会議〈エリュシオン〉の開催日まで、あと二週間。

　開催地に選ばれたのは──教皇猊げい下かのお膝元、聖都エスパーダ。





"Invitation from Espada ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第一話　作戦会議









「う～、リンダはとっても残念なのです！」

　その日の放課後。ジュリアス館にやって来たリンダは、本気で悔しがっていた。細めのツインテールが、ぴょこぴょこと跳ねている。

「少しは落ち着きなって。そんなんじゃ偉大な兄貴の妹として、ふさわしくないよ？」

「ロザリーちゃんのいう通りだよ～」

　リンダをなだめているのは、ロザリー・ソーンダイクとセルマ・ハミルトン。女子寮メイヴ舎のルームメイトだった。

　今日の昼休み、ラクエルがアンサリヴァンを訪れていた頃、リンダたちは家庭科の授業で山菜を摘みに出かけていたため、お目通りは叶かなわなかった。

　熱狂の冷めやらぬ学院に戻るなり、リンダは一連の出来事を耳にした。そして放課後になるやいなや、友達同伴でジュリアス館に駆けつけたのだった。

　案の定、リンダは大陸会議への同行を申し出たのだが。

「いくら残念がっても、駄目だからな？」

　今回ばかりはアッシュも心を鬼にして、許可を出さなかったのだ。

　その理由はいくつか挙げられるが、決定的な一打となったのは、新入生向けの研修旅行である。その日程が、大陸会議の開催日と重なっているのだった。

　研修旅行の行き先は、首都フォンティーン。

「いいか、リンダ？　新入生の研修旅行は、とても大切な行事なんだ。実際にロートレアモン聖竜騎士団の訓練を見学したり、竜飼い人ブリーダーが都会でどのような仕事に就いているのかを教わったり……教室で学んでいるだけでは得られないことが、たくさんあるんだぞ？」

「ですが、兄さんと一緒にいるほうが、たくさんのことを学べそうな気がします！」

　リンダはまだ諦めきれないようで、目には涙を浮かべている。

　アッシュは溜ため息いきを漏らすと、ルッカのほうに視線を向けた。

「ルッカに、ひとつお願いがあるんだ」

　きょとん、と小首をかしげるルッカ。

「メイヴ舎の寮長として、リンダのことを気にかけてほしい。リンダのことだからさ……出航直前になって、こっそりエスカヴァロンに忍びこむくらいは、やりかねない」

　ところが、ルッカはふるふると首を横に振ったのだ。

「たぶん、無理。リンダのほうが、わたしより……しっかり者」

「いやいや、そんなことないって。リンダのほうが、よっぽど子どもだぞ？」

　アッシュは真面目にルッカをフォローする。

「む～っ！　リンダを子ども扱いして！」

　アッシュとルッカのやり取りを眺めつつ、リンダは不満を募らせている。

　と、なにかを急に思い出したように、ロザリーがぽんと手を叩たたいた。

「そういえば！　ルッカ先輩って、どうしてメイヴ舎に住み続けているんです？」

　その涼やかな声を受け、誰もがロザリーに注目した。

　新入生とは思えないほど、その手足はすらりと伸びている。人目を惹ひく美少女だ。

「あ、わたしも気になっていました～」

　ロザリーに同調したのは、セルマである。見るからにほんわかとした性格で、大人しそうな女の子。ただし、その胸だけは驚くほど発達していて、三人娘の中ではいちばん大きい。レイモンなどは、先ほどから釘くぎづけになっている。

「ああ、それにはちゃんとした事情があるんだ──」

　アッシュはルッカの件について、説明することにした。




　本来ならば、ルッカは進級に伴い、メイヴ舎を出なければならないはずだった。

　ルッカは今年から上級課程シニオスの一年生なのだから、上級生専用のエポナ舎に引っ越すのが自然な流れである。

　ところが、ルッカの私室には各種薬草、そして薬剤調合のための道具一式が所狭しと鎮座していた。引っ越しするとなれば、とんでもない手間がかかることが判明したのだ。

　そのため、ルッカは進級したにもかかわらず、メイヴ舎に居残ることになった。その代わり、寮長を任されたのである。

「へえ、そんな事情があったのですね」

　リンダは感心した風につぶやくと、なにを思ったか、急にルッカの手を取った。

「あのう、ルッカ先輩？　いっそのこと、兄さんの女癖が治る薬を調合してもらえませんか？　正直、リンダは兄さんの将来が心配でたまらないんです」

「こらこら、なにをいってるんだ!?」

　アッシュは赤面すると、リンダをたしなめる。

　そんなアッシュをしばらく眺めたあと、ルッカは真顔でつぶやいた。

「……そんなの、無理。それに……アッシュは今のままで、いいと思う」

　そんなルッカの反応を見て、リンダは長い溜ため息いきを漏らすと、

「はあ～。仕方ありませんね。さすがに研修旅行をサボるわけにはいきませんし、今回は大人しく身を引いてあげます」

「こらこら！　なんで上から目線なんだよ？」

　こういう気質は、幼少時と変わらないなあ……と、苦笑するアッシュだった。















「──実は、みんなに報しらせておきたいことがあるんだ」

　リンダ、ロザリー、セルマが退室したあと、アッシュは表情を改めた。

　魔都レスピーギではチーム別で行動していたので、まずはアッシュのチームが知り得た情報を、他チームのメンバーたちにも知ってもらわねばならないと思ったのだ。

　闇オークションで、魔導人形『眠れる森の美女』を落札したこと。

　その後、ベアトリーチェ・スカルラッティと名のる少女と出会い、『眠れる森の美女』にまつわる真実を聞かされたこと。

　魔導人形の正体は、行方不明中のカサンドラ第二王女だった。

　カサンドラは自らの意志で魔薬〈ガラテア〉を服用し、自分の身柄をアッシュに託すつもりだったという。そして、カサンドラに魔薬〈ガラテア〉を提供した人物とは──。

　──かたんっ！

　アッシュがそこまで説明したとき、硬い音が響いた。生徒会書記として、手もとのノートに会議の内容を記述していたルッカが、ペンを落としたのである。

「キーラ……なの？」

　ルッカの言葉に、アッシュはうなずいた。

「ベアトリーチェの情報から察するに、キーラで間違いないと思う。彼女も〈デミウルゴス〉に加入しているらしい」

　アッシュはルッカが心配になった。

　正直なところ、この話をルッカに伝えるべきか否か、少し迷っていた。再びキーラの名を耳にしたルッカが、平静を保っていられるのか心配だったのだ。

「……わたしなら、大丈夫」

　と、ルッカは真摯な表情で応えた。

「キーラが現れたら……わたしが、相手をするから」

　去年、会議中にアッシュの口からキーラの名前が出た途端、ルッカはすべてを振り捨てて飛びだそうとしたのだが──。

「キーラと、ちゃんと向き合いたいの」

　今やルッカの瞳は澄みきって、一点の曇りも感じられない。

「解わかった。キーラのことは、ルッカに任せよう」

　アッシュも力強くうなずいて、ルッカの決意に応じるのだった。




　カサンドラ王女と魔薬〈ガラテア〉、そして薬師キーラに関する報告を終えたアッシュは、休むことなく新たな議題に進んだ。

「これは確定事項じゃなくて、俺とナヴィーの憶測でしかないんだけど……装甲機竜ブリユンヒルデの内部に閉じこめられていた、不思議な女の子についてだ。これまでの経緯から判断すると、おそらく彼女の正体は──」

　アッシュはいったん言葉を切ると、唾を吞のみこんだ。

「冥竜王モルドレッドだ」

　アッシュがその名を口にした途端、会議室は凍りついた。

　動揺を示さなかったのは、事前にアッシュと話し合っていたナヴィーだけだ。

「あの女の子が……モルドレッド!?」

　いちばん衝撃を受けているのは、やはりエーコだった。

　対アンネゲルト戦のあと、エーコはアッシュの前で宣言した。

　──あたし、あの子を助けたい！

　自分と同じ竜族だと思われる女の子が、あんな風に囚とらわれて、ブリュンヒルデの部品のように扱われていたのだ。

　エーコが義憤を覚えたのは当然だし、アッシュも同じ気持ちだった。

　ところが、その女の子の正体が、よりによって冥竜王モルドレッドである可能性が浮上したのだ。

　その冥竜王が、今では魔導結社〈デミウルゴス〉に囚われて、いいように利用されている。そして、モルドレッドの新たな主人──カサンドラ王女に至っては、魔薬〈ガラテア〉を服用してまで、アッシュに助けを求めた……。

　と、エーコが荒々しく立ち上がった。

「あの子が本当に冥竜王なら、ショックだわ。散々、ひどい目に遭わされたんだもの」

　アッシュをはじめ、誰もが黙ってエーコの言葉に耳を傾けている。

「だけど、あたしの気持ちは変わらない。同じ竜族として、〈デミウルゴス〉の非道は許せないもの。あたしは、あの子を解放したいと思う」

「だけど、助けたあとはどうするつもり？　相手は冥竜王なのよ？」

　ミラベルが冷静に指摘すると、エーコは「むぅ」と喉の奥で唸うなったが、

「そのあとのことは……助けてから考えるわ！」

　実に堂々と、宣言したのである。いっそ清すが々すがしいほどの開き直りっぷりに、室内はしんと静まり返ったあと、笑い声に満たされた。

「ちょっ、どうして笑うのよ!?」

　憤然として、真っ赤になるエーコ。

「だって、とってもエーコさんらしいと思ったんですもの」

　くすくすと笑いつつ、ジェシカが答える。

　皆も同じ気持ちのようで、笑顔でジェシカの言葉に同意を示した。

「今のエーコの決意だが、アッシュはどう思う？」

　と、レベッカが訊たずねてきた。

「賛成です。確かにモルドレッドは宿敵ですが、見過ごすわけにはいきませんよね」

　そういって、アッシュはエーコの頭に手を置いた。柔らかな髪を撫なでてやると、エーコは照れ臭そうな顔をした。

「それに、アヴァロン聖竜皇のエーコが、窮地に陥っている冥竜王モルドレッドに手を差しのべる──これって、もしかしたら歴史的な瞬間になるかもしれませんよ？」

　アッシュがそう告げた途端、誰もが意表を衝つかれたような顔をした。

「あの、ミラベルさん？　俺、なにか変なこと……いいましたか？」

「その逆よ、アッシュ。あなたの発想に、誰もが感心しているのよ」

　ミラベルが微笑を浮かべて答えると、エーコたちもうなずいてくれたのだった。




　ジュリアス館の窓に夕ゆう陽ひが射さしこみ始め、そろそろ会議もお開きかと思われた頃──。

「そうだ。せっかくエスパーダまで足を運ぶのだから、エーコの腕輪をアスクレピオス博士に見てもらう、というのはどうだろうか？」

　レベッカの提案に、アッシュはハッとした。

　エーコがマザー・ドラゴンから託された〈アヴァロンの腕輪〉は、魔導蛇ウロボロスの浸しん蝕しよくを受けたまま、今も闇の色に染まりきっているのだ。

　アスクレピオス博士──その名前なら、アッシュも覚えていた。

　ブリュンヒルデが落とした装甲片を解析してくれた博士であり、なんとミラベルの師匠に当たるそうだ。もしかしたら、知恵を貸してくれるかもしれない。

　そのアスクレピオス博士の拠点は、エスパーダ聖法大学院だという。

　現状、エーコは竜化ドラグナイズを阻害されているだけだ。それ以外に深刻な症状は出ていない。が、マザー・ドラゴンの形見を浸蝕されたままというのは、やはり気分が悪い。

　それに、このままでは戦力不足という、現実的な問題もあった。

　あの装甲機竜マシーネン・ドラツヘと再戦するのに、やはり聖竜皇エーコの力は欠かせないだろう。

　アッシュが聖竜皇エーコに騎乗してこそ、アヴァロン聖竜皇騎士団は真価を発揮できるのだから──。

「俺も、レベッカさんの意見に賛成です。エーコはどう思う？」

「わ、解わかったわよ……」

　ついに観念し、エーコは不承不承ながらも同意してくれた。

「ううっ。アンジェラみたいな変態博士じゃありませんように……！」

　涙目で祈るエーコの姿が可お笑かしくて、アッシュたちは苦笑したのだった。





"Meeting Room ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第二話　竜の翼を目指して









　金牛宮タウルスの月も半ば──大陸会議の開催日まで、あと一週間と迫っていた。

　その日の朝、アヴァロン聖竜皇騎士団は出発の刻ときを迎えた。

　騎士団は生徒会の中ちゆう枢すう部も兼ねているため、しばらく学院を空けるのは忍びない。

　だが、大陸会議に出席するともなれば、いろいろと前準備が必要だ。アスクレピオス博士に会うという目的もある。

　そうした状況を踏まえて、アッシュたちは早めに旅立つことを決めたのだった。

「土産みやげ話ばなしに期待してるぞ、アッシュ！」

「お前らは俺たち騎竜学院生の誇りだ！」

「愛してます、アッシュ様ぁああああっ！」

「きゃあああっ！　アッシュ君っ、こっちを向いて～っ！」

　男子生徒の誇らしげな声援を、次第に女子生徒の黄色い声が駆逐していく。

　盛大な歓声を浴びながら、魔導艦エスカヴァロンはゆっくりと浮上した。操縦士のアーニャはすっかり慣れたようで、離陸時の挙動は実に滑らかだった。

　アッシュたちは甲板に出ると、手を振って在校生たちに応える。

「兄さぁん！　早く帰ってきてくださいねー！」

　と、リンダの声が周囲に埋もれることなく、しっかりと届いてきたので、アッシュは笑みをこぼした。

　校庭の片隅、集団からはやや距離を置いて、リンダ、ロザリー、セルマの三人娘が手を振っているのが見えた。

「──にしても、お前って奴やつは！　ほんっと、出世したよなあ！」

　と、レイモンがアッシュと肩を並べつつ、呆あきれたような声をあげた。

「見ろ、アッシュ。学生たちの他にも、学院の教職員たち、学院理事会のお歴々、さらには市長をはじめ、アンサリヴァンの市議会議員。それに、市街地にはアンサリヴァンの一般市民……みんなが、僕たちを見送っているんだ」

　マックスも眼鏡のフレームをきらりと輝かせると、誇らしげな顔で告げた。マックスがこんな表情を覗のぞかせるのは、珍しいことだ。

「ほ、ほんとだ……なんだか、とんでもないことになっているな」

　アッシュもようやく、自分がどれほど多くの人々に見送られているのかを、改めて実感するのだった。

「みんなの期待に応えるためにも、頑張らないとな」





　　　　◇






　空は蒼あおく澄みわたり、魔導艦エスカヴァロンは快適な航行を続けている。

　午後に差しかかった頃には、予定通り首都フォンティーンにほど近い空域に差しかかっていた。

「──それでは、ここでいったんお別れだ。聖都エスパーダで会おう」

　甲板にて、シルヴィアはアッシュに別れを告げた。

　既に騎竜服ドラグスーツに着替えていて、髪は結い上げている。

　ただし、コゼットが不在のせいだろうか。髪型にせよ、衣服の着こなしにせよ、普段の凜りんとした様子が感じられない。

　なによりも、シルヴィアの表情は暗く沈んでいる。先日の会議のときも、ほとんど発言がなかったことを、アッシュは思いだした。

「うおおおおぉ……」

　そんなシルヴィアの脇では、ランスロットが魔力を横おう溢いつさせて、いつでも飛べる体勢に入っている。

　ここでシルヴィアと別れることは、アッシュも覚悟していた。

　シルヴィアは、正式にはアヴァロン聖竜皇騎士団の団員ではない。あくまでも、その立場はロートレアモン騎士国の第四王女である。エスカヴァロンには、駐在大使として乗艦しているのだ。

　つまり、シルヴィアはアヴァロン聖竜皇騎士団からではなく、騎士国の王女として、大陸会議に出席する予定なのだ。

　そのため、ひとまずシルヴィアはフォンティーン城に帰還して、今後は騎士国の首脳陣として行動することになる。

　もちろん、数日後には聖都で再会できるのだが……アッシュはシルヴィアのことが心配だった。

「本当に大丈夫か、姫様？　顔色……あまりよくないぞ？」

　実際のところ、「あまりよくない」どころか、かなり悪いのだが、アッシュはあえて表現を和やわらげた。

　見送りに出たのがアッシュだけなのも、そんなシルヴィアを女子一同が気遣ったからに他ならない。

　逆にいえば、エーコたちにそこまで気遣わせてしまうほど、今のシルヴィアは精神的に参っているように見えるのだ。

「心配するな。私なら……大丈夫だ。それに、こいつを姉上に届ける必要もある」

　シルヴィアはランスロットを振り返った。そして、竜具に吊つった革袋に手を触れる。

　そこには、魔獣ムルシエラゴから託された──厳密には一時的に貸与された──宝冠が収められている。

　その名は──星冠サーン・アヴァス。

「すっかり〈デミウルゴス〉に目をつけられたエスカヴァロンよりも、フォンティーン城のほうが、おそらく安全だろうしな」

「姫様にお遣いみたいな真ま似ねをさせて、本当にすまないと思うけど……」

「気にするな、アッシュ。この宝冠……ミラベル姉様によれば、かなり由緒正しき聖遺物らしいな」

「確かに、単なる〝お宝〟って感じではなさそうだよな」

「もしかしたら、まだ私たちの気づいていない、なにかしら重要な意味が隠されている可能性だってある。元首ドージエマキャベリも、この宝冠には妙にこだわっていた気がするし」

「ああ。もし、魔獣ムルシエラゴを地上におびき出すってだけなら、宝冠をわざわざマキャベリの許に持ち帰る必要なんてなかったはずだ。だけど、元首ドージエは『東西和睦の象徴としたい』とかなんとかいって、俺たちに宝冠を持ち帰らせるよう目もく論ろんだ」

「東西和睦というのが真っ赤な噓うそだと判明した以上、あの女には……この宝冠を必要とする、なんらかの理由があるのかもしれない」

「そう考えると、連中がこいつを奪いに来ることは、充分に考えられるってわけだ」

「うむ。ならばこそ、こちらも策を練って、この宝冠を護まもらねばな」

　ほんの少しだが、シルヴィアの蒼あおい双そう眸ぼうに覇気が戻ったように見えたので、アッシュは安あん堵どした。

「では、行ってくる」

　シルヴィアは気丈に振る舞うと、ランスロットの背に飛び乗った。

「うぉおおおおおおおおおっ……！」

　シルヴィアを励ますように、ランスロットは勇壮な雄お叫たけびを響かせると、甲板から飛び立った。フォンティーン城の方角へ向けて、ぐんぐんと加速する。

「姫様……」

　シルヴィアの騎影が完全に見えなくなってもなお、アッシュはしばらくの間、甲板に立ち続けていた。





　　　　◇






　エスカヴァロンは、順調に夜間飛行を続けている。現在は、シェブロン王国の領空上を航行していた。

　エスカヴァロンの航行については、オスケイア女王から許可をもらっているので、領空侵犯と見なされることはなかった。

「う～ん……」

　夕食後、アッシュは腹を押さえつつ、医務室を目指していた。

　情けない話、胃のあたりがチクチクと痛むせいで、落ち着かないのだ。

　一週間後に大陸会議を控え、緊張感が高まったせいかもしれない。

「確か、胃薬があったはず……」

　エーコが誕生して以来、様々な修羅場をくぐり抜けてきたつもりだったが、今回の緊張感は格別のようだ。

　とはいえ、この程度の緊張で胃が痛いなどと、周囲に気づかれるのは避けたい。今のアッシュは、アヴァロン聖竜皇騎士団の団長なのだから。

　ちょうど今、女性陣は入浴中と聞いている。エーコに気づかれないよう胃薬を手に入れるには、今が絶好のチャンスというわけだ。

　幸い廊下で誰かとすれ違うことはなく、アッシュは医務室の扉の前にたどり着いた。

「……あれ？」

　扉のわずかな隙間から、竜華灯の灯あかりが漏れている。

「誰かいるのか？」

　アッシュはドアノブを握ると、ゆっくりと押し開けた。

「うわっ！」

　その直後、凝然と立ちすくんでしまう。

　医療装置〈ユノネス〉の内部に、誰かが入っているのだ。

「レベッカさん!?」

　アッシュは驚きのあまり後退しようとして、閉ざしたばかりのドアに背中をぶつけてしまう。

　レベッカは水槽内の溶液に浸つかりつつ、うとうとと微睡まどろんでいる。当然のごとく、全裸だった。

「まだ完治していなかったのか……」

　アッシュは思いだした。先日の対ムルシエラゴ戦で、レベッカは重傷を負ったのだ。レベッカの態度から察するに、とっくに完治したのかと思っていたのだが、そうではなかったらしい。怪け我がのことを表面に出さないあたり、レベッカらしいと思えた。

「レベッカさん……」

　悪いとは思いつつ、アッシュは見とれてしまう。

　──なんて……綺き麗れいなんだ……。

　騎竜学院を卒業したレベッカは、いよいよ大人の女性らしい美を開花させていた。

　燃えているような赤毛も、端麗なる顔立ちも、たわわに実った乳房も、極限までくびれた腰も、しなやかに伸びた四肢も──もはや神の絵筆で描かれたとしか思われない。

「……って、駄目だろ！」

　アッシュは慌ててレベッカから目を逸そらすと、ルームカーテンを素早く引いた。自分の視界から、医療装置の筐きよう体たいを完全に遮断する。

「ふう……」

　アッシュは深呼吸をして気分を落ち着かせると、薬棚に向かった。

　まだ胸がドキドキと高鳴っていて、なんだか落ち着かない。

「とっ、とにかく！　胃薬を探さないとな！」

　アッシュはわざとらしく声に出すと、煩悩を追い払った。

　木製の薬棚には、ルッカが調合した薬剤が収納されている。解熱剤や胃腸薬など、各々の薬瓶にはメモ書きが貼られていた。ルッカの直筆である。

「胃薬は……これかな？」

　目に留まった瓶に手を伸ばそうとした、そのときだった。

　ピッという電子音とともに、機械の作動音を思わせるノイズが響いたのである。

　どうやら〈ユノネス〉の治癒施術が終了したようだ。

　──ま、まずい！　俺がここにいることがバレたりしたら……！

　悪気はなかったとはいえ、こんな状況で顔を合わせたりしたら、やはり気まずい。アッシュは呼吸すら止めて、その場で待機することにした。

　このまま息を潜めていれば、レベッカは衣服を身に着け、退室してくれるだろうと期待したのだ。

　その刹那──アッシュの目前で、ルームカーテンがサッと開け放たれた。

「ふふっ。こんなところに隠れて、なにをしているんだ？」

「──!?」

　アッシュは思わず、背中を薬棚にぶつける。衝撃を受けた薬瓶が、ゆらゆらと揺れた。

　目と鼻の先、全裸のレベッカが悠然とたたずんでいる。濡ぬれて素肌に張りついた赤毛の先端からは、ぽたぽたと水滴。妙に艶なまめかしい。

「すっ、すみません！　俺はただ、薬を取りに来ただけなんです！」

　なんとか理性的な言葉を紡ぎながらも、胸の鼓動は最高潮に達している。とにかくレベッカの裸身を見ないよう、目を逸らす。

　うろたえるアッシュを愉たのしむように眺めると、レベッカは微笑した。

「つれないな、アッシュ。君が望むなら……見ても構わないのだぞ？」

「ええっ!?」

　あのレベッカらしくもなく、どこか熱に浮かされたような口調だった。

「どうしたアッシュ？　わたしの裸には、興味がないか？」

　妖艶な笑みをこぼしつつ、レベッカはさらに接近する。豊かな乳房をムギュッと押しつぶすようにして、互いの胸を密着させた。

「レベッカさん!?　こっ、この状況はまずいですってば！」

「別に構わないだろう？　わたしは既に学院を卒業した身だ。ひとりの大人として、自分の行動には責任を取ることができる」

「ま、待ってください……！」

「ふふっ……不思議だな。今のわたしは、妙に昂たかぶっている。ど、どうしてだろう……かっ、身体の奧おくが……ジンジンと疼うずいてしまって……仕方がないんだ……うくっ……！」

　レベッカはアッシュの耳もとでささやくと、悩ましげに喘あえいだ。

　ふと、アッシュは〈ユノネス〉の筐きよう体たいに視線を留めた。

「もしかして……！」

　──医療装置〈ユノネス〉。

　アッシュも何度か利用したことのある、古代機械。

　カプセル内部の溶液に浸つかっていると治癒魔法が発動し、大抵の怪け我がなら完治させてくれる優れもの。

　とはいえ、決して万能なわけではない。この装置を管理しているミラベルからは、「あまり長時間は利用しないように」とか、「あまり出力を上げすぎないように」……等々、何点か注意を受けたことがあった。

　なんでも、気分を必要以上に昂こう揚ようさせる副作用があるらしい。

　──そうか、解わかったぞ。きっとレベッカさんは、副作用のせいで気分がハイになっているんだ！

　アッシュがそんな推測をしていると、いつしかレベッカはアッシュをリードして、寝台のほうに導いていた。

「わわっ！　レベッカさん!?」

　アッシュは呆あつ気けなく、寝台に押し倒された。真っ白なシーツが掛けられた寝台は、もちろん患者用なのだが……今だけは、この寝床が妙に艶なまめかしく感じられた。

「ふふっ」

　レベッカは妖しく微笑ほほえむと、アッシュの上で四よつん這ばいになった。天井から降り注ぐ灯あかりが、レベッカの裸身に遮られる。

　髪も肌も艶々として、今夜のレベッカは普段に増して美しく輝いていた。

「だっ、駄目ですよ、レベッカさん！　こ、こんなことは……！」

　目のやり場に困り、とにかく豊満な乳房から目を逸そらしたものの、今度は真っ白な太ももが視界に飛びこんでくる。

「……！」

　アッシュはごくんと、生唾を吞のみこんだ。

　あの〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉に、ここまで迫られているのだ。

　健全な男子なら、もはや暴発したところでバチは当たらないだろう。

「こら、アッシュ？」

　と、レベッカが手を伸ばすと、アッシュの鼻を軽くつまんだ。

　あの「女帝」らしくもなく、それは可愛かわいらしい仕草だった。

「君はもう、立派な騎士団長なのだろう？　あんまり、うろたえるんじゃない。わたしだって……ほっ、本当は、恥ずかしいんだ」

　いつしか、レベッカは頰ほおを薔ば薇ら色いろに染めている。

「だ、だったら、その……お願いですから、早く服を……」

「ふっ。まるで、君のほうが乙女のように震えているじゃないか」

　そういって、レベッカは挑発的な笑みを漏らす。

「だ、だって、相手がレベッカさんですから……当然じゃないですか」

「ふっ。嬉うれしいことをいってくれる。だがな、アッシュ。君がその気になれば、もっとすごいことだって……わたしは許しても構わないのだぞ？」

「すっ、すごいこと!?」

　この状況で、その言葉の意味が解わからないアッシュではない。

　レベッカは艶っぽく微笑ほほえむと、アッシュの頰に両手を伸ばした。

　白魚のような指が、アッシュの頰を優しく撫なで回まわす。あたかも、レベッカの体温が両手に集中しているかのように、熱かった。

「こんな形でふたりきりになるなんて、滅めつ多たにない機会だろう？　この機を逃したら、当分は……こんな風に、君と触れ合うことはできない気がするんだ」

　アッシュの目の前で、釣り鐘のような乳房が魅惑的に揺れる。

「よ、良かったら……わたしが大陸会議の前に、君を……男にしてやれるぞ？」

「──！」

　驚きの叫びは、しかし、レベッカの唇に遮られた。

　レベッカが舌を絡めてくる。

　甘美なディープ・キスに、アッシュは眩暈めまいを起こしそうになった。今ではもう、アッシュの身体も灼しやく熱ねつし、鼓動は自分の耳ではっきりと聞き取れるほど激しく高鳴っている。

　やがて、レベッカはゆっくりと唇を離す。

　目と目が合った。レベッカの瞳は潤み、とろんとしている。

「正直、自分でも信じられない気分なんだ。かつては〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉などと呼ばれていたわたしが、こっ、こんなにも大胆で、はしたない真ま似ねをしているなんて……だ、だが……もう、止まらない……止められないんだ……」

　レベッカは決然とした表情になると、アッシュの手を取った。

　そして、自分の乳房に優しく導く。

　情熱的に躍動する乳房に、アッシュの五指は深々と沈みこんでいった。天国的ともいえる感触に、アッシュの理性は崩壊寸前──。

「ああ、わたしは本当に……どうしてしまったのだろうな……。いや、きっと……すべては〈ユノネス〉の副作用なのだ……そうだ、悪いのは〈ユノネス〉なのだ……」

　ふと、アッシュは疑問を覚えた。

　レベッカの言葉には、まるで自分を納得させるような響きが感じられたのだ。

　もしかしたら、既に〈ユノネス〉の副作用は治まっているのではないか。

　ところがレベッカ自身、ここまで突き進んでしまった以上、もはや戻るに戻れない心境なのかもしれない。ひとたび剣を抜いてしまった以上、敵を倒すまでは鞘さやに納められない騎士のように。

　そんなレベッカが、今ではとても可愛かわいらしく感じられた。

「レベッカさん……！」

　アッシュはついに、レベッカの裸身を強く抱き締めようとしたのだが──。

「いざ出陣ですわ！　〈ユノネス〉さえあれば、いつでもお肌はつるっつる！」

「ちょっとジェシカ？　順番は守ってよねっ！　一番はあたしよ、あたし！」

「わたしも……頑張って、綺き麗れいになりたい……」

　ジェシカ、エーコ、ルッカの順に、医務室に乗りこんできたのである。

　どうやら医療装置を美容目的で使う気らしいが──。

　アッシュと目が合った途端、エーコたちは石像のように硬直した。

「ちょっとレベッカ!?　こっ、これはとんでもない抜け駆けですわよっ！」

　真っ先に声をあげたのは、ジェシカだった。

「う……レベッカのこと、尊敬してたのに」

　ルッカはしょぼんと肩を落としている。

「ねぇ、アッシュ？　どうやら……弁解の余地はなさそうね？」

　一方、エーコは足音も猛たけ々だけしく、前に進み出た。

　爛らん々らんと燃え盛る双そう眸ぼうは、ただただアッシュだけを捉えている。

「まっ、待て、待ってくれ！　これには深いわけがあってだな！」

　怒れる巨竜のごとき迫力に、アッシュは心底から震えあがった。

「問答無用！　踏みつぶすわよっ」

　それからしばらくの間、医務室には暴風が吹き荒れたのだった。





"Invitation from Espada ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第三話　大賢者アスクレピオス









　翌日の昼下がり。魔導艦エスカヴァロンは、アルク＝ストラーダ大陸の北東部、エール半島の上空に差しかかっていた。

　エール半島を含む地方は、その形状から〝竜の翼〟と称される。

　今日も快晴。空気は澄みわたっている。昼食を終えたドラゴンたちが甲板に出て、日向ひなたぼっこに興じていた。

　クー・フリンを中心に、アリアンロッドとガウェインが寝そべっている。

　聖竜マエストロたちの脇には、やや遠慮がちな様子のブリギット。

　艦橋の陰では、リアンノンがとぐろを巻いている。

　エーコの姿もあった。甲板に敷物を敷くと、ごろんと仰あお向むけになって、全身で陽光を受けとめている。お腹なかが膨れたせいか、うとうとと微睡まどろんでいた。

　見た目は人間の女の子だが、そうして他のドラゴンたちと一緒に過ごしている様子に違和感はなく、見事に溶けこんでいる。

　そんな微笑ほほえましい光景のかたわらで、

「……エスパーダか。オスカーの戴たい冠かん式以来だな」

　アッシュは独り言を漏らすと、眼下に広がる世界を一望した。

　森林地帯にも平原にも新緑が芽吹き、目の覚めるような景色である。

　三ヵ月前、オスカーの戴冠式に出席するために訪問したとき、エール半島はまだ雪に覆おおわれていた。たった三ヵ月で、こんなにも景色は変わる。

　そして、アッシュたちの状況もまた、三ヵ月前とは全く別のものだった。

　ユリエル王子の陰謀を打ち砕き、オスケイア女王が誕生したことで、当面は平穏な日々が続くだろうとばかり思っていたのだが……。

「──こんなところにいたのね、アッシュ」

　と、背後から声がかかったので、アッシュは振り向いた。

　ミラベルだった。神秘的な銀髪が風になびいている。頭に載せた帽子が吹き飛ばされないよう手で押さえつつ、アッシュの隣につかつかと歩み寄ってきた。

「医療装置〈ユノネス〉の件だけど、やっぱり出力が強すぎたみたいね。レベッカのことだから、一刻も早く怪け我がを治したいとの気持ちから、出力を上げすぎたのでしょう」

「そうですか……」

　昨夜、レベッカが見せた妖艶な姿を思い出し、アッシュは頰ほおを熱くした。

　なぜだかミラベルも頰を紅潮させながら、ぼそぼそとつぶやく。

「そ、その……レベッカとは、どこまで……」

「えっ？」

「なっ、なんでもないわ！」

　ぷいっと顔を背けてしまうミラベル。なんだか拗すねているようにも見えた。

「あの……ひょっとして、なにか気に障さわることでもありました？」

「どっ、どうして、このわたくしが、あなたとレベッカが医務室で……そ、その……不適切な振る舞いをしていたからといって、不愉快になる必要があるのかしら？」

「す、すみません……」

　なんとなく気まずい思いがしたので、アッシュは話題を変えることにした。

「そういえば、大陸会議の出席者についてですけど」

「なにか、気になることでも？」

　先日、ラクエルから拝領した招待状の内容を、アッシュは脳裏に思い浮かべる。

「シェブロン王国からは、オスカー──いや、オスケイア女王が参加してくれるということで、とても心強いんですけど……」

「気がかりなのは、ラブロック商工都市連合ね」

「はい。元首ドージエマキャベリの出席については未定だと、招待状には書いてありました。単にスケジュールの都合で回答を保留しただけなのか、あるいは──」

「〈デミウルゴス〉の一員として、なにかを仕掛けてくるつもりかもしれないわね。そもそも、今回の議題は魔導結社〈デミウルゴス〉についてだと、ラクエルは明言していたわ。そんな会議に、マキャベリがのこのこと顔を出すとも思えないしね」

「先日、俺はペネロペ枢すう機き卿きように事実を伝えようとしたのに……一いつ蹴しゆうされてしまいました」

「まあ、それは仕方がないわ。ペネロペ枢機卿の反応は、予想の範囲内よ。証拠としては弱いかもしれないけれど、例のミスリル金属の件をはじめ、わたくしたちが知り得た情報を論文にまとめて、大陸会議で提出すれば──少しは説得力が出るかもしれないわ」

「ですね。まずは俺たちがつかんだ情報を、大陸会議でしっかりと伝えられるように、準備を進めておきましょう。……そういえば〈デミウルゴス〉について、教会の長老たちはビクビクしていた──と、ペネロペ枢機卿が漏らしていたような」

「案外、ペネロペ枢機卿が軽視している長老たちのほうが、〈デミウルゴス〉の恐ろしさを察しているのかもしれないわね」

「ペネロペ枢機卿って、長老たちより地位は上なんでしょうか？」

「当然よ。ラクエルの補佐役にして、枢機卿の筆頭。そしてエスパーダ聖翼騎士団の団長でもあるわ。ある意味、摂政と大臣と将軍を兼ねているようなものね」

「二十代の若さで、そこまで上り詰めるなんて……とんでもない人ですね」

「だけど、その〝とんでもない人〟の認識を改めさせることができるかどうか……その鍵はあなたが握っているのよ、アッシュ」

「俺に、ちゃんとできるでしょうか？」

「自信を持ちなさい。あなたなら、できるわ」

「ミラベルさん……！」

　アッシュはドキリと胸を高鳴らせた。常日頃、冷静な表情を保っているミラベルが、微笑を浮かべて励ましてくれたのだ。

　その可か憐れんな笑顔に、アッシュは思わず吸いこまれそうになった。

「わっ、わたくし、なにかおかしなことをいったかしら？」

　アッシュの視線を強く意識したのだろうか。ミラベルはそわそわしている。

「違います！　ミラベルさんの言葉が、純粋に嬉うれしかったんです」

　アッシュは真摯な想おもいを胸に、ミラベルを見つめた。

　ミラベルは頰ほおを薔ば薇ら色いろに染めると、その場で固まってしまう。

　アッシュよりも年上なのに、その表情は初々しい。

　王族でも学者でもない。それがミラベルの素顔なんだろうな……と、アッシュが思ったそのときだった。

「へっぷしゅ！」

　ずっとうたた寝を続けていたエーコがくしゃみをしたのである。

「危ない、ミラベルさんっ！」

　アッシュが注意を促したときにはもう、

　──ぶわっ！

　烈風が逆巻いて、ミラベルのスカートを翻ひるがえらせていた。

　アッシュの視界を、レースの飾りと純白の生地が埋めつくす。王位継承権を返上したとはいえ、まさしく一国の姫君プリンセスにふさわしい、高貴な下着だった。

「きゃああああああっ！」

　絹を裂くような悲鳴が、甲板に響きわたる。エーコのくしゃみにも大して反応しなかったドラゴンたちでさえ、びっくりして起き上がったほどである。

「……見た？」

　ミラベルはスカートの裾を押さえつけると、上目遣いでアッシュを見た。涙目である。

「いや、その……見えた、といいますか」

「ううっ……！」

　ミラベルは羞恥心に追い立てられるように、ぱたぱたと駆け去ってしまった。

「……うにゅ？」

　一方、この気まずい事態を引き起こした元凶──エーコは、寝ね惚ぼけ眼まなこをこすりつつ、甲板をきょろきょろと見回すのだった。
















　　　　◇






　微妙に気まずい一幕はあったものの──。

　魔導艦エスカヴァロンは、聖都エスパーダの外壁に面した駐艦場に着陸した。

　駐艦場に停泊しているのは、エスパーダ聖庁が擁する神殿艦エスペランザだけだ。招待された側としては、アヴァロン聖竜皇騎士団が一番乗りを果たしたことになる。開催日までには、各国の首脳陣が続々と集まってくるだろう。

　艦を降りたアッシュたちは、十名ほどの衛兵に警護されつつ、駐艦場と街区を隔てる門に向かった。目立つのは避けたかったので、ドラゴンたちは艦内に残すことに決めた。

　ふと、アッシュは隊長格と思われる衛兵に声をかけてみた。

「あの、ラクエルは──いや、教皇猊げい下かはどちらに？　できれば、ご挨拶をしたいのですが……」

「この時間帯、猊下は礼拝堂で聖女ロサ・マリアに祈りを捧ささげておられます」

　衛兵は厳格な口調で応じた。

　ラクエルの性格を思えば、真っ先に飛びだしてきそうなものだが、聖務の真っ最中なら仕方ないのだろう。

　一抹の寂しさを覚えつつ、アッシュは衛兵のあとに続いた。

「うわぁ……！」

「相変わらず、壮麗な街並みですわ～！」

　聖ラファエラ広場に足を踏み入れるなり、真っ先に歓声をあげたのは、エーコとジェシカだった。

　聖ラファエラ広場は、エスパーダ聖庁の正面玄関ともいえる名所である。

　中央には方尖柱オベリスクが屹きつ立りつし、周囲は回廊でぐるりと囲まれている。ずらりと建ち並ぶ円柱が、見るからに荘厳な雰囲気を醸しだしていた。

　驚くべきは、広場を行き交う人々の数だろう。

　広場は観光客や巡礼者で賑にぎわい、活気を感じさせた。

　ロサ・マリア教の総本山というと、もっと物々しい雰囲気を想像してしまうが、人々の表情は明るい。

　これだけ人並みが絶えないと、アッシュたちが歩いていても、さほど注目はされていないようだ。ラブロックの港では大騒ぎされただけに、人目を気にせず往来を歩けるのはありがたかった。

「あっちが聖ロサ・マリア大聖堂よね？」

「ああ、よく覚えているな」

　エーコの言葉に、アッシュはうなずいた。

　聖ロサ・マリア大聖堂こそは、エスパーダ聖庁の象徴である。

　そして、第八回大陸会議〈エリュシオン〉の会場でもあった。

　もっとも、案内役の衛兵は、大聖堂には目もくれない。右に折れて回廊を横切ると、赤い屋根の館が建ち並ぶ街区へと入るのだった。





　　　　◇






　街区を十分ほど歩いた末に、衛兵たちは足を止めた。

「こちらが、迎げい賓ひん館かんであります」

　衛兵の説明を受け、アッシュたちは目の前の建物を見上げた。

　四階建ての、古こ色しよく蒼そう然ぜんとした館である。

　迎賓館という名の通り、国賓専用の施設なのだろう。

　壮麗な佇たたずまいは、どちらかというと美術館のような趣おもむきを感じさせた。玄関口には銃剣で武装した衛兵が二名、直立不動で警備に当たっている。

　玄関ホールに足を踏み入れた途端、アッシュたちは丁重に出迎えられた。

「ようこそいらっしゃいました、アヴァロン聖竜皇騎士団の皆様──」

　執事風の老人を筆頭に、メイド服姿の女性たちがずらりと左右に並んでいる。

　その後、アッシュたちは宿泊部屋へと案内された。国家元首向けの大部屋をはじめ、メンバー全員分の部屋が用意されていた。

　廊下でしばらく相談した上で、部屋割りはアッシュ＆エーコ、レベッカ＆ルッカ、ジェシカ＆アーニャ、レイモン＆マックス、ミラベル＆ユニスに決まった。





　　　　◇






「早速、アスクレピオス博士を訪ねようか」

　短時間の休憩を経て、アッシュは自室に一同を集めると、提案した。

　アッシュの部屋には来客用の応接スペースもあり、騎士団員全員分のソファも完備されていた。国家元首用のスイートルームだけあって、至れり尽くせりである。

「できればミラベルさんに案内をお願いしたいんですけど、構いませんか？」

　以前、ミラベルは聖法大学院に留学していた。もはや自分の庭のようなものだろう。

「構わないわ。わたくしも、そのつもりだったし」

「そういえば、ミラベル？　あんた、アスクレピオスがどんな奴やつなのか、まだ説明していないわよね？」

　と、エーコが胡乱うろんげな眼まな差ざしをミラベルに向ける。

「それは……実際に会ってみれば、解わかるわ」

　妙に歯切れが悪いところを見ると、やはり一筋縄ではいかない相手なのだろうか。

「博士の人格についてはともかく、聖法大学院に向かう面子めんつを決めたほうがいいな」

　レベッカの提案に、アッシュはうなずいた。

「そうですね。俺とエーコ、ミラベルさんは確定として……」

「あの、わたくしも……」

　おずおずと申し出たのは、ユニスだ。敬愛するミラベルから離れたくないのだろう。

「了解です。じゃあ、ユニスさんも確定ということで。他には──」

「護衛役として、私も同行しよう。たとえ〝教皇のお膝元〟とはいえ、どこに〈デミウルゴス〉の連中が潜んでいるか解わからんからな」

「ありがとうございます、レベッカさん」

　昨夜、レベッカとの間にはあんな出来事があったわけだが、普通に会話できている。アッシュはホッとしたが、思わずレベッカの裸身を思い出しそうになった。

　と、今度はルッカが遠慮がちに手を挙げた。

「わたしも、一緒に行ったら……駄目？　アスクレピオスという人、薬草学にも詳しいって……聞いたことある」

「へえ……そうなのか」

「わたしがまだ、小さかった頃……アスクレピオスの話、お義と父う様がしてた。わたし、もっと薬草学を勉強して、みんなの怪け我がや病気を治せるようになりたい」

「解わかった。そういうことなら、ルッカも一緒に行こう」

　ルッカの決意に胸を打たれたアッシュは、もちろん快諾するのだった。
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　ミラベルの話によれば──聖都の北東に向け、街道を十キロメートルほど進めば、エスパーダ聖法大学院に到着するという。

　徒歩だと大変な道のりだが、アッシュたちはクー・フリンとガウェインに分乗しているので、大したことはない。

　北東に伸びる街道に沿って、クー・フリンとガウェインは飛行を始めたのだが──。

「ちょっと、アッシュ!?　ルッカにくっつきすぎなんじゃないの？」

「仕方ないだろ？　しっかりつかまってないと、危ないし」

　アッシュはガウェインに乗せてもらっていた。ルッカの背後にアッシュ、その背後にエーコという順番である。

「考えてみれば、あたしがルッカの後ろに座れば良かったんじゃないの？」

　エーコはご機嫌斜めだが、相乗りの際は、騎手にしっかりとつかまるのが鉄則だ。アッシュはその鉄則に従っているだけで、決して下心は抱いていないのだが……。

　目の前で、ルッカの銀髪が風になびいている。

　真っ白なうなじを見下ろす体勢になっているせいで、胸がドキドキと高鳴ってしまうのは否めない。

　風に乗って漂ってくるのは、ルッカが慣れ親しんでいるハーブの香りだ。

「悪いな、ルッカ。エーコのいう通り、俺が最後尾のほうが良かったかも」

　アッシュが遠慮がちに声をかけると、ルッカはふるふると首を横に振った。

「別に、構わない。むしろ……嬉うれしい」

　その言葉に、アッシュは心臓を跳ねあげた。よく見ると、ルッカの耳はほんのりと紅あかく染まっている。

「ちょっと、あんたたち？　なにをこそこそ密談しているのよ!?」

　と、エーコが背後から怒声を飛ばしてきたのだが、

「エーコも、アッシュの背中に、密着……してる。だから、おあいこ」

「そっ、それは、その……しっかりつかまっていないと、危ないし」

　たちまち、エーコは歯切れが悪くなってしまう。ルッカの指摘通り、エーコはアッシュの背中にギュッと身体を密着させているのだ。

「ははっ。それはさっき、俺がエーコにいった言葉じゃないか」

「むぐぐぅ～……」

　そんな風に和気あいあいと飛行していたら、

「アッシュ、あれを見ろ！」

　クー・フリンに悠然と騎乗していたレベッカが、前方を指し示した。

　そちらに視線を向けたアッシュは、ぽかんとした。

　蜃しん気き楼ろうのごとく浮かび上がっているのは、塔のような巨大建築だった。いや、塔にしてはおそろしく太い。まるで、白亜の壁が迫せり上あがっているような印象である。

「あれが……聖法大学院!?」

　アッシュは思わず、喉の奥で唸うなった。

「そうよ、アッシュ」

　と、クー・フリンのほうに相乗りしているミラベルが、涼やかに応じた。

「円筒形だから塔に見えなくもないけれど、厳密には積層都市ね。全部で十二階層。街そのものが、あの巨大建築物の内部に含まれているのよ」

　ここまで来る道中、アッシュは古風な研究所を想像していたのだが、次元が違う。

　おそらく聖法大学院も学院都市の一種なのだろうな──と、アッシュは思った。
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「なんていうか、圧倒的だわ……」

　正面ゲートをくぐり抜けるなり、エーコは周囲をきょろきょろと見回した。

「わたしも足を運ぶのは初めてだ。なにやら未来的な印象を感じさせるな」

　レベッカも感心した様子で、天井を見上げている。

「すべてが人工物……。エクブラッドの森とは、対照的……」

　ルッカも呆ほうけたように、あたりを眺めている。

　つややかなホワイトで統一された屋内は、確かにレベッカのいう通り、未来の建造物を思わせた。

　しかも、広い。第一階層のロビーなどは、クー・フリンとガウェインが駆け回れそうなほどだった。

「──入場手続き、終わったわよ」

　と、ミラベルとユニスが受付から戻ってきた。

　元々、この研究都市に留学していたミラベルである。驚くほどスムーズに、入場手続きをすませてくれたようだ。

「ところで、ミラベルさん？　今さらですけど、俺たちがいきなり押しかけても、会ってもらえるんでしょうか？　アスクレピオス博士って、有名人みたいですし……」

　ふと、アッシュが不安を口にすると、

「それについては……大丈夫よ。このわたくしが来たといえば、彼女は必ず会ってくれるはず。わたくしが保証します」

「さすがは、ミラベルさんですね」

　アッシュが素直に感心すると、しかし、ミラベルは重たげな溜ため息いきを漏らした。

「正直、保証したくはないのだけれど……」

「えっ!?」

「な、なんでもないわ」

　ミラベルは「こほん」と咳せき払ばらいをした。

「それより、博士の研究所は最上階──第十二階層よ。あちらに昇降機があるから、使わせてもらいましょう」

　ミラベルの案内で、アッシュたちは自動昇降機へと向かった。





　　　　◇






　魔導式の自動昇降機に運ばれて、第十二階層に足を踏み入れるなり──

「うわっ！　これは一体……!?」

　アッシュは瞠どう目もくした。

　眼前に広がるのは、鬱うつ蒼そうと生い茂る森林地帯だったのだ。

　まさか屋内に森があるとは予想外で、アッシュはぽかんと呆ほうけてしまう。鳥や獣や虫など、天然の森と同じように、様々な生き物が棲すみ着ついているのも驚きだった。

　天井はガラス張りになっていて、陽光が燦さん々さんと降り注いでいた。

「なにもかもが予想外だな。なかなか楽しませてくれる」

　愉快そうに微笑したのは、レベッカだ。

「だけど、エクブラッドの森みたいな……神秘は感じない。森に見えるけど、実質的には……庭だと思う」

　と、ルッカが耳をぴくぴくと動かしながら、冷静に指摘した。

「その通りよ、ルッカ」

　出来の良い生徒を誉ほめるように、ミラベルは微笑ほほえんだ。

「博士の研究所は、この人工森林地帯の最深部。ついて来てちょうだい」

　ミラベルの案内で、アッシュたちは森に入った。綺き麗れいな林道が設けられているので、迷うことはなさそうだ。

　──ちちち……。

　小鳥のさえずりを聞きながら、アッシュはミラベルの背中に声をかけた。

「ところで、アスクレピオス博士のことなんですけど、具体的には、どういう人物なんですか？　一応、会う前に教えてほしいんですけど……」

「そ、それは……」

　またしても、ミラベルは口を濁してしまう。

「いい加減、説明しなさいよ！　そのアスクレピオスとやらに診てもらうのは、あたしなんだからね！」

　エーコが不機嫌そうに詰め寄ると、ミラベルはようやく、重たそうな口を開いた。

「博士には失礼だけど、いわゆる変人の類なのは間違いないわね」

「むぐっ、やっぱり……そうなのね？　どうして学者って奴やつは……」

「大丈夫よ、エーコ。確かに、彼女は変態ではあるけれど──」

「ちょっと、ミラベル!?　今、〝変人〟が〝変態〟に変わったわよ？」

　エーコが眉を吊つり上あげる。

「き、気のせいよ。とにかく、かれこれ百年以上にわたって、この聖法大学院で独自の研究を続けてきた天才だから、腕は信じて大丈夫だから。ちなみに、実際の年齢は……わたくしも怖くて聞けなかったのだけど、噂うわさでは二百歳とも三百歳ともいわれているわ」

「本当ですか!?」

　アッシュはギョッとした。思わず、おとぎ話に登場する魔女を想像してしまう。

「アスクレピオス博士は文系理系を問わず、あらゆる学問を修めているわ。古代の錬金術や占星術、さらには魔導工学に至るまでね。魔導艦の設計やメンテナンスについて、わたくしに教えてくださったのも、実はあの方なのよ」

「変人というより、超人ですね……」

「学者としての実力は当代随一だから、そこは安心してもらって構わないわ。世界でただひとり、エスパーダ聖庁から〈大賢者〉の称号を贈られた方だもの」

　それほどの人物であれば、やはり相談に乗ってもらうのが一番だろうと、アッシュは前向きに考えることにした。




　やがて、アッシュたちは足を止めた。

　頭上を覆おおっていた枝葉が途切れ、急に視界が開けたのだ。

　目の前には、陽光が燦さん々さんと降り注ぐ広場。

　その中央部には、まるで巻き貝を思わせる、不思議な形の建造物があった。まるで、世捨て人が隠れ住むための小屋のようだ。

「うーん、不思議ね。人工的に造られた森なのに、嫌な感じがしないっていうか、とても気持ちいいわ。お昼寝したい気分……」

　エーコが「う～ん」と伸びをする。放っておいたら、本当に昼寝をしてしまいそうな様子だった。

「こらこら、駄目だぞ？」

　アッシュは苦笑交じりにエーコを諭すと、ミラベルに訊たずねた。

「もしかして、あの建物が？」

「ええ。アスクレピオス博士の研究所よ」

　真顔でうなずくミラエル。

「随分と、前衛的な建築デザインもあったものだな……」

　アッシュの背後では、レベッカが素直な感想を口にした。

　とりあえず、アッシュは一同を代表して、扉をノックすることにした。




「……どちらさま、でしょう、か？」

　ノックに応じて扉を開けたのは、シスター服姿の少女だった。不気味なほど抑揚に欠けた口調ながらも、顔立ちは美しい。

　ただし表情は皆無で、まるで仮面のようだとアッシュは思った。

「久しぶりね、ファナ」

　アッシュの脇からミラベルが声をかけると、

「ミラベル・ロートレアモン様、お久しぶり、です。ユニス様も、お変わりなく」

　ファナと呼ばれた少女は淡々と応じると、ゆっくりお辞儀をした。妙にカクカクとした挙動である。

「お知り合いですか、ミラベルさん？」

　アッシュが訊たずねると、ミラベルはうなずいた。

「ええ。博士の身の回りの世話をしている修道女──いえ、正しくは自動人形よ」

「……はい？」

　アッシュはきょとんとした。とても信じがたいキーワードが飛びだしたので、理解が追いつかなかったのだ。

「いやいや、どう見たって女の子じゃないですか。自動人形だなんて、ファナさんに失礼では──」

「事実、です。わたくしは〝マスター〟に創造していただいた自動人形。正式名称は『ファナティクスＡＭＴ‐０００１』、なのです」

「マスターって、もしかして……アスクレピオス博士のこと？」

「はい。わたくしの、創造主、です」

　ファナは無表情のまま、うなずいた。

　一応、自動人形は騎士国にも伝来しているので、アッシュも聞いたことはあった。

　もっとも、そうした人形は時計職人の領分だ。動力源は発ぜん条まい装置なのである。単純な運動はできても、人間と同じように振る舞うのは不可能なはずだった。

　おそらく、ファナの動力源は発条装置ではなく、魔導装置なのではないか……と、アッシュは推測した。

「お名前を、窺うかがっても、よろしいですか？」

　ファナが訊ねてきたので、アッシュは背筋を正した。

「えっと、俺はアッシュ・ブレイク。アヴァロン聖竜皇騎士団の、団長を務めています」

　緊張のあまり、相手が自動人形だと解わかっても、ついつい敬語になってしまう。

「アヴァロン聖竜皇騎士団の、アッシュ様……登録しました。それでは、博士の研究室にご案内します」

　ファナは礼儀正しく告げると、アッシュたちを屋内に誘いざなう。

　こんな自動人形を創造するなんて、アスクレピオス博士とはどのような人物なのか──アッシュは期待と不安を同時に覚えつつ、ファナのあとに続くのだった。




「なにこれ！　博物館みたいじゃないの……！」

　玄関ホールに足を踏み入れるなり、エーコが歓声をあげた。

　各種魔導艦の模型、剣や槍やりなどの武具、甲かつ冑ちゆう一式、大型魔獣の剝はく製せい、どことなく竜族的な巨獣の骨格標本、古めかしいグランドピアノ……などなど、見るからに由緒のありそうな展示物が、ずらりと並んでいるのだ。

　特に神殿艦エスペランザの模型は大きく、その全高はアッシュの背よりも高い。一階フロアの主役といっても過言ではないだろう。

「これって、アスクレピオス博士の蒐集物コレクシヨンですか？」

　アッシュは周囲をぐるりと眺め回すと、ミラベルに訊たずねてみた。

「そうよ。以前より、展示物がさらに増えている気がするけど……」

　ミラベルは苦笑交じりに答えた。

「とっても、いい匂い……」

　と、ルッカが目を閉じてつぶやく。

「ほんとだ」

　アッシュもようやく、ロビーに漂う清涼な香りに気づいた。

　ロビーの一角には、一目でアンティークと判わかる香炉が設置され、内蔵された竜綺華晶がほのかに輝いている。

「ラベンダーの香りだな。鎮静作用があるといわれている」

　博識な一面を見せたのは、レベッカだ。

「アンサル・ハーブじゃなくて良かったな、エーコ」

　アッシュが笑いかけると、

「あたしだって、一歳の誕生日を迎えたのよ？　少しくらいなら大丈夫なんだから！」

　エーコは頰ほおをぷっくりと膨らませて、不本意そうに主張する。

「そうか？　じゃあ、そのうち少しだけ試してみるのもいいな。なんといっても、アンサル・ハーブはドラゴンの嗜し好こう品ひんだし」

「ふふん、その通りよ！」

　エーコが得意満面で胸を張っていると、

「……皆様。マスターの書斎は、この先です」

　ファナが螺ら旋せん階段の入口に立ち、声をかけてきた。身体は前方を向いたまま、その首だけがくるりと回転し、こちらを向いている。

「うわあああああああっ！」

「ふぎゃああああああああっ！」

　アッシュとエーコは思わず、同時に叫んでしまった。
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「うわっ!?　なんだ、このヒドい──いや、物の多すぎる部屋は！」

　螺ら旋せん階段を上りきるなり、アッシュは啞あ然ぜんとした。

「この部屋も、変わりないわね」

　ミラベルが嘆息して、肩をすくめる。

　周囲に広がるのは、ひたすらに本、本、本の山だった。

　本棚に収まりきらない書物が、床を埋めつくしているのだ。

　部屋のあちこちに置かれた観葉植物ですら、書物の山に埋もれそうな様子。

　ちなみに、博士の姿はどこにも見えない。

「マスター、お客様です」

　ファナ自身、アスクレピオスが部屋のどこに潜んでいるのか、判断がつかないらしい。きょろきょろとして、周囲を探索している。

　その刹那──ザザッ！　と、小動物が駆け抜けたような気配がした。

「むっふっふ。久しいな、ミラベルよ」

「きゃあっ！」

「ミラベルさん!?」

　アッシュは慌てて、ミラベルに視線を向けた。

「はっ、やん……っ！」

　ミラベルの艶なまめかしい声に、アッシュはドキッと心臓を跳ねあげる。

「うむうむ、以前より育っておるな」

　身み悶もだえするミラベルの両脇から、細い手が伸びている。

「ちょっ、なにをしているんだ!?」

　あまりの狼ろう藉ぜきに、アッシュは思わず口調を強めたのだが、

「おっ、お待ちなさい、アッシュ！」

　被害者であるミラベル自身が、アッシュを制止した。

「こ、この方こそ……アスクレピオス……博士よ…………あんっ！」

「ええっ!?」

　アッシュたちが衝撃を受けていると、謎の人物はようやくミラベルを解放した。

「本当に、あなたが……アスクレピオス博士ですか？」

　アッシュは戸惑うばかり。

「いかにも、儂わしがアスクレピオスだ」

　目の前に現れたのは、アッシュの想像とは似ても似つかぬ少女だった。

　身体のサイズは、ラクエルより一回り大きいくらいだろうか。童女と表現しても問題ないだろう。頭に被ったとんがり帽子が、妙に大きく見えた。

　小さな身体には漆黒のマントを羽織り、手には木製の杖つえ。

　よく櫛くしの通った直毛を膝のあたりまで伸ばし、先端付近をリボンで可愛かわいらしく結わえている。プラチナ・ブロンドというより、完全な白はく髪はつだ。右目には、凝った意匠の片眼鏡モノクルを装着している。

「……お久しぶりです、アスクレピオス博士」

　再会するなり狼ろう藉ぜきを働かれたとはいえ、ミラベルはお辞儀をした。

「よく来たな、ミラベル。まずは匂いを嗅がせてくれ」

　アスクレピオスはなに食わぬ顔をして、妙なことをさらりと告げる。

「ちょっ、博士!?　後半が明らかにおかしいですってば！」

　初対面にもかかわらず、アッシュは思わずツッコミを入れた。

「なんだ、お主は？　目の前にミラベルがいれば、匂いを堪能するのは当然であろう？」

　しれっとして応えるアスクレピオスに、悪びれる様子はない。

「いやいや、当然じゃないです！　どういう思考回路をしているんですか!?」

「では訊きくぞ、少年よ。お主はミラベルのかぐわしき香りを嗅いで、ドキリと胸を高鳴らせたことはないのか？」

「それは、まあ…………はっ!?」

　女性陣の厳しい視線を意識して、アッシュは慌てて口をつぐんだ。ただし、ミラベルだけは少し赤面している。

「むっふっふ。あるのだろう？　隠すな隠すな。それよりも、だ──お主は誰だ？」

「も、申し遅れました。俺はアッシュ・ブレイク。アヴァロン聖竜皇騎士団の団長です」

「聞いたこともない騎士団だな。しかし、アヴァロンというのは気になるが……」

　ここ最近、あちこちで騒がれているだけに、アスクレピオスの反応は新鮮だった。どうやら、世俗のことにはあまり関心がないようだ。

「博士、ちょっとお耳を拝借してもよろしいですか？」

　と、ミラベルがアスクレピオスに耳打ちをする。

「……ほう。アヴァロンと聞いて、もしやとは思ったが、そういうことか」

　ようやく、アスクレピオスは納得顔を浮かべた。

「こちらが俺の相パ棒ルで、エーコです。あれ、エーコ？」

　普段なら、意気揚々と名のりをあげるエーコなのに、姿が見えない──と思ったら、アッシュの背後に隠れて、ちらちらとアスクレピオスを窺うかがっているのだ。

「実は、俺の相パ棒ル──エーコのことで、大事な相談がありまして」

　あいにく、アスクレピオスはアッシュの脇を素通りすると、エーコの正面につかつかと歩み寄った。鼻息も荒く、エーコの顔を真っ正面から見据える。

「な、なによ……？」

「現代に生まれたアヴァロン聖竜皇にして、少女の姿で生まれし者──か。お主もなかなか……良い匂いがするではないか。むっふっふ」

　アスクレピオスはにやりと妖しい笑みをこぼすと、鼻をひくつかせた。

「ひいっ……！」

　顔面蒼そう白はくになって、エーコはアッシュを楯たて代わりにする。

「おや？　そっちはエクブラッド人ではないか。お主、名はなんという？」

　と、今度はルッカに注意を向けるアスクレピオス。

「ルッカ・サーリネン……」

　ぼそぼそと答えるルッカ。

「おお、サーリネンとな？　そうか、お主がラース坊の養女か」

「……ラース坊？」

　ルッカは怪け訝げんそうに小首をかしげる。

「ふっ、ラースの奴やつなど、儂わしから見れば坊やに過ぎぬぞ。はっはっは！」

「お義と父うさまが、坊や……あの、お義父さまが……」

　ルッカはよほど驚かされたのか、目を白黒させている。

「ほれ、もっと近う寄るがいい。うむ！　次期統領にふさわしき香りよのぅ！」

「うっ。この人、ちょっと怖い……」

　エーコと同じく、ルッカも萎縮してしまうのだった。





　　　　◇






　自己紹介を終えたアッシュたちは、隣の部屋──応接室に通された。

　こちらはファナが掃除をしているのだろう、きちんと整理整頓されている。木彫りのテーブルはどっしりとしている。おそらく、巨木の幹から削りだした逸品なのだろう。

　厨ちゆう房ぼうでは、ファナとユニスがお茶とお菓子の準備を始めた。

　その挙動こそ直線的で、ぎこちなさを感じさせるが、ファナはメイドとしての職務をきちんとこなしている。ユニスも勝手知ったる我が家のように、てきぱきと動いていた。

「で、この儂に何用だ？　いっておくが、儂は超絶多忙の身でな。儂の一分一秒を使う代償として、その時間分だけミラベルの添い寝を要求する！」

「どんだけミラベルさんが好きなんですか!?」

「阿あ呆ほうが！　ミラベルこそは人類の至宝！　生ける芸術作品じゃ！　ミラベルの匂いを嗅ぐだけで、儂の寿命は十年延びるっ！」

　アッシュは呆あきれたものの、気になっていたことを訊たずねることにした。

「寿命といえば、博士は一体、おいくつなんですか？　いや、女性に年齢を尋ねるのは失礼だと、承知してはいるのですが……」

　アスクレピオスは気を悪くした様子もなく、にやりと笑った。

「二百歳の誕生日を迎えて以降は、数えておらんなぁ」

「二百っ!?　ですが、現実的に考えて……そんな長生きができるものなんですか？」

「なに、魔導工学マギカ・テクニカをちっとばかり応用して、老化を抑制しておるのだ。あいにく、頭の固い長老どものせいで、禁術に指定されてしもうたがな……」

「ところで、博士。ひとつ、確認したいことがあるのですが」

　と、ミラベルが毅き然ぜんとした表情で申し出た。

「む、どうした？　顔がマジになっておるぞ？　そういう顔も可愛かわいいがの」

「博士は、魔導結社〈デミウルゴス〉をご存ぞん知じでしょうか？」

「ふむ。聞いたことならある」

　アスクレピオスの返答に、アッシュは表情を強こわ張ばらせた。

「いつの時代、どこの国にも、秘密結社のひとつやふたつはある。過去、儂わしに何度もしつこく手紙をよこした結社のひとつが、確か〈デミウルゴス〉と名のっていた」

「そ、その手紙には、一体……？」

　アッシュがおずおずと訊たずねると、

「なに、この儂を最高の待遇で迎えたい──と、それだけのことだ。あいにく、儂はこの大学院が気に入っておるから、もちろん断ったがな」

　アスクレピオスは飄ひよう々ひようとして答えた。

「ところで、ミラベル。その様子だと、〈デミウルゴス〉と敵対関係にあるのか？」

「……はい。そういうことになります」

「ふっ、そうか。ならば、儂の答えは決まっておる」

　アスクレピオスは立ち上がると、ミラベルの膝の上にちょこんと座った。

「約束しよう。たとえ天地がひっくり返ろうとも、儂はミラベルの味方である！」

「ありがとうございます、博士」

　ミラベルは微笑すると、アスクレピオスの手を握った。

　──師弟愛って感じかな？　絵になるなあ……。

　アッシュが微笑ほほえましい気分になったのも束つかの間ま、

「その代わり、ミラベルには〝背中の洗い流しっこ〟を要求する！」

「ぶち壊しですね！」

　どこまでもブレないアスクレピオスに、アッシュは呆あきれる思いがした。

　なにはともあれ、大賢者アスクレピオスが〈デミウルゴス〉に抱きこまれたわけではないことが判明し、アッシュはホッと胸を撫なで下おろす。

「で、お主らの相談とは？　その〈デミウルゴス〉とやらに関わりがあるのか？」

「それについては、俺からお話しします」

「──じゃあ、魔導蛇ウロボロスについては、わたしが説明してあげるわ」

　と、応接間に光の粒子が弾け、ナヴィーが妖艶な微笑とともに降臨した。

「うおっ!?　おっ、お主、今どこから出てきた？」

「ナヴィーよ。〝竜種の記憶ドラグワース〟に付随する人格──とでもいえば、お解わかりかしら？」

「なるほど、そういうことか！」

　たったそれだけの言葉で、アスクレピオスは理解したらしい。大賢者の称号は、伊だ達てではないようだ。

　かくして──魔導結社〈デミウルゴス〉との問題について、そしてエーコの腕輪が抱える難題について、アッシュとナヴィーは説明を始めるのだった。





"Espada ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第四話　ラクエルの説法と、不吉な男









　アッシュたちが聖法大学院を訪れている頃──アーニャ、ジェシカ、レイモンとマックスの四人は、聖ラファエラ広場に足を運んでいた。

　ちょうど噴水場では、水が盛大に噴き上がり、大気に虹を描いている。

「心が洗われますわ～！」

　ジェシカが観光客よろしく、華やいだ声をあげた。

「そうだな。ジェシカは少し、心を洗ってもらったほうがいいんじゃね？」

「そこは同意だな」

　レイモンの皮肉に、大真面目な顔で相づちを打つマックス。

「ちょっ!?　あなたたち、失礼ですわよ～！」

　真っ赤になって反論するジェシカ。

「ふふ……」

　そんな光景を、微笑ほほえましげに眺めていたアーニャだったが、ハッとして我に返る。

「一応、あたしたちは任務のために集まったわけだし、緊張感を持ったほうが……」

　そう、アーニャたちはふたつの任務を帯びていた。

　ひとつ目は、市内の地理を把握しておくこと。ふたつ目は、魔導結社〈デミウルゴス〉につながる不審者が潜んでいないか、警戒に当たること。

　任務に当たるということで、アーニャはタンタロスの民族衣装──戦闘服を着用し、籠こ手てには愛用の革鞭むちを仕込んでいた。

「まあ、あまりピリピリする必要はないんじゃないかな？　なんといっても、ここは聖都エスパーダ！　世界で最も犯罪の少ない街なんだぜ？」

　と、レイモンが豆知識を披露する。

「それは事実だが、君が自信満々になる理由が解わからないな」

　あくまでも冷静に、マックスがツッコミを入れる。

「はぁ……。そもそも、お前らは大事なことを見失っているぞ！」

　と、レイモンは急に力説を始めた。

「男子ふたり、女子ふたりで聖都を見学するなんて、まるでダブル・デートみたいだと思わないか？　せっかくだから、男女でペアになって別行動を──」

「んなっ！　冗談じゃありませんわよ！」

「うん、それは違うわね」

「僕も彼女たちに同意する」

「ちょっ、マックス!?　お前まで否定するのかよ!?」

　がっくりとうなだれるレイモンだった。

　と、そのとき──広場の一角で、大歓声が沸き起こった。

「なんだなんだ!?」

　レイモンが興味津々の顔をして、人だかりのほうに目を向ける。広場に集まっていた群衆は、いつしか大聖堂の入口付近に集結していた。

『──敬けい虔けんなる信徒の皆様に、聖女ロサ・マリアの御ご加か護ごがあらんことを』

　その刹那、アーニャの頭に可か憐れんな声が響いた。

　決して「聞こえた」のではない。頭の中に直接、言葉が送られてきたのだ。

「これって、念話……!?」

　アーニャはハッとして、大聖堂のほうに視線を向けた。

　ジェシカ、レイモン、マックスも驚いた顔をして、声の主を捜している。

　大聖堂の玄関口──その前方は、巨大な石を組み上げた舞台のようになっており、その中心部に、ひとりの少女が上がったところだった。

『こんにちは！　ラクエルⅣ世なのです。週に一度の、説法の時間となりました。しばらくの間、お付き合いくださいね』

　──うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！

　その途端、熱狂的なまでの歓声が沸き起こった。

「ううっ。まだあんなにお小さいのに、なんて凛り々りしいのかしら……！」

　ジェシカは母性本能を刺激されたのか、ウルウルと瞳を潤ませている。

　アーニャも同感だった。と同時に、ラクエルほどの人物に慕われているアッシュのことを想おもうと、無性に胸がドキドキと高鳴ってしまう。

「そういえば、アーニャちゃんもロサ・マリア教徒なのかい？」

　と、レイモンが真横から訊たずねてきた。アッシュのことを考えていた矢先、いきなり声をかけられたので、アーニャは跳び上がりそうになった。

「えっ、えっと……その……タ、タンタロス族は、基本的に山岳信仰っていうか、神様は山に宿っていると考えられていて……だ、だから……」

　アーニャがあたふたと説明していると、

「それでは皆さん、ご静聴ください──」

　いよいよラクエルの説法が始まった。





　　　　◇






　昔々……。

　偉大なる叡えい智ちと魔法の力によって、この星の覇は者しやとして君臨した一族がありました。

　そう、竜族です。

　ですが、永きにわたり続いた栄華にも、少しずつ翳かげりが見えてきました。

　この星で生きていくために、必ず必要なエネルギー──星精アストラルを、体内で生成できなくなったのです。

　このままでは竜族は、かの偉大なる妖精エルフたちと同じく、滅びの道を歩むことになってしまいます。

　種の絶滅を回避するために、何度も、何度も賢竜会議が開かれました。




　竜族の中には、人間を愛する一派と、人間をただの獲物と見なす一派がいました。

　この対立を制したのは、人間を愛する一派のほうでした。

　もし逆の結果であれば、人類は竜族に捕食されるだけの、単なる餌になっていたことでしょう。




　竜族は種としての寿命を延ばすべく、人類に協力を求めました。

　応じたのは、シーヴァース族と呼ばれる少数部族。

　彼らは、偉大なる竜族の懇願に、快こころよく応じたのでした。

　ここに、「アルビオンの密約」が結ばれたのです。

　そして、歴史上、初めてドラゴンと契約を交わした人物こそが、シーヴァース族の姫ひめ巫み女こ、ロサ・マリア──後の、聖女ロサ・マリアでありました。

　ロサ・マリアは、誕生した相パ棒ルに「エーコ」と名づけ、それはもう、大切に大切に育てたのでした。





　　　　◇






　それは、まるで童話のような物語だった。

　敬けい虔けんな信徒たちにとっては、子どもの頃から繰り返し聞かされてきた話だろう。

　ロサ・マリア教とは無関係なアーニャでさえ、知っている話だった。

　ところが、それがラクエルの言葉で語られると、不思議と胸にじわじわと染みわたっていくのだ。

　いつしか広場はしんと静まり返り、誰もが咳せきひとつ漏らすことなく、物音ひとつたてることなく、ラクエルの説法に聴き入っている。

『皆さん、ご静聴ありがとうございました』

　一通りの説法を終えると、ラクエルはニパッと微笑ほほえんだ。

　たちまち、広場を揺るがすような大歓声と、万雷の拍手が湧き起こる。

　と、ラクエルが思い出したように、念話を続けた。

『そうそう──ここ最近、世界各地で話題になっているアヴァロン聖竜皇騎士団の団長・アッシュお兄ちゃんと契約を交わしたドラゴンの名前も〝エーコさん〟といいます。とっても、素敵なお名前ですよね～』

「こ、これだけの群衆の前で、〝アッシュお兄ちゃん〟だなんて……」

　アーニャは戦々恐々となった。レイモンとマックスも額に冷や汗を浮かべている。

　そのときだった。

「ひゃんっ！」

　ジェシカが小さな悲鳴をあげて、尻餅をついてしまったのだ。

「おっと、悪わりぃ！」

　背後からジェシカを突きとばした男は、立ち止まることなく駆け去っていく。

「んもう、なんですの一体……？」

　ジェシカは腰を撫なでさすりつつ、涙目になっている。

　刹那、アーニャはハッとした。

「財布は大丈夫!?」

「へっ？　わたくしの財布？　それなら、このバッグに……ああっ！」

　ジェシカが真っ青になって悲鳴をあげた途端、アーニャは駆けだしていた。

「ったく、〝治安の良さ世界一〟が聞いて呆あきれるわ！」

　アーニャの追走に気づいたのか、スリの男は速度を上げる。広場を抜けると、細い路地に入っていく。

　赤い屋根の館が、所狭しと建ち並ぶ区域だった。

「くっ！　小こ癪しやくな真ま似ねをして……！」

　目の前に散乱する物体の数々を飛び越えつつ、アーニャは毒づいた。

　民家の裏手には、手て桶おけや掃除用具、ゴミ箱など、生活感のあふれる道具が並んでいたのだが、スリはそれらを次々と倒していったのだ。

　アーニャは焦った。足の速さなら互角だろうが、土地勘ならスリに分がある。このまま狭い路地の奧おくの奧に入りこまれてしまったら、見失ってしまう。

　と、スリの背中が曲がり角の向こうに消えた。

「逃がさないわよ！」

　アーニャも素早く角を折れたが、直後、踏ふみ留とどまった。

　目の前に、とてつもなく巨大な壁が立ちふさがっているのだ。

　否──壁と見えたのは、ひとりの巨漢だった。左ひだり頰ほおには壮絶な斬り傷が刻まれていて、異様な迫力を感じさせる。

　その男は、左手でスリの頭部を鷲わしづかみにして、軽々と持ちあげていた。

　アーニャは状況を把握すべく、咄とつ嗟さに周囲に視線を巡らせる。

　既に、人の往来は絶えていた。

　この薄暗い路地裏の行き詰まりにいるのは、アーニャと巨漢とスリの三人だけなのだ。

「このっ……離しやがれ！」

　スリはジタバタとあがいているが、あの体格差だ。どうにもならない。

「あの、えっと……」

　アーニャは立ちすくんだ。すっかり威圧されてしまったのだ。

　しかも、男の肌の色は──アーニャと同系統の褐色である。アーニャよりもさらに日焼けしているので、濃褐色といえるだろう。

　一応、巡礼者風の旅装束に身を包んではいるが、その背には巨大な戦斧バトルアクスを二本、交差させた状態で背負っている。

　この聖都エスパーダで、よくぞ見み咎とがめられることもなく、あんな大型武器を背負っていられるものだ……と、アーニャは呆れる思いがした。

　いや、そんなことよりも──アーニャは重大な事実に気づいた。

　──この人……山岳民族タンタロスだわ！

　アーニャが硬直していると、巨漢が豪快に口を開いた。

「ん？　ひょっとして、お嬢ちゃん──こいつを追いかけてきたのか？」

「そっ、その人、スリなんです！　あたしの友達が財布を奪われて……」

　巨漢は空いた手を閃ひらめかせると、スリの上半身をまさぐり始める。

「てっ、てめぇ！　なにをしやがるっ!?」

　スリは身み悶もだえして抵抗したものの、無駄だった。

　やがて、懐から可愛かわいらしい財布がひとつ、ぽろりと零こぼれ落おちたのだ。

「おいおい、どう見ても……中年男が使う財布じゃないよなあ」

　巨漢に凄すごまれて、スリは震えあがった。

「間違いないです。友達の財布です」

　アーニャは駆けよると、ジェシカの財布を確保した。

「そ、その……ありがとう、ございました」

「なぁに。俺基準だと、当然のことをしたまでだ。〝山の民タンタロス〟のよしみもあるしな」

「あ、やっぱりタンタロス族なんですね」

「とっくに山は下りたがな。ほら、もう行きな。こいつぁ衛兵に引き渡しておくからよ」

　アーニャは礼儀正しくお辞儀をすると、広場を目指して駆けだした。

「それにしても、さっきの人──おとぎ話に出てくる巨人みたいだったわ。……あれ？」

　ふと、アーニャは気づいた。

　腕の皮膚一面に、鳥肌が立っていたのだ。

　今になって思い出したかのように、アーニャは畏怖の念を抱いた。

「……あの人、とても危険な匂いがしたわ。間違いなく、百戦錬磨の戦士……」

　スリを退治してくれた恩人ではあるが、アーニャの胸は早鐘を打っている。

　──一応、アッシュに報しらせたほうがいいかもしれないわね……。





　　　　◇






「さっきのお嬢ちゃん……山は下りたといっていたが、なかなかの戦士だなあ」

　元山岳民の少女を見送ったあと、巨漢は愉快そうに独り言を漏らした。

「さて、と……」

　と、巨漢は無造作に腕を振るう。頭を鷲わしづかみにされていたスリは、背中から民家の壁に激突した。

「これに懲りたら、二度と女子どもの財布に手をつけるんじゃねぇぞ？……って、気絶してやがる！　せっかくの決め台詞ぜりふが台無しじゃねぇか……！」

「──ボロディン様」

　と、巨漢の背後から、黒髪黒瞳の少女が現れた。

　いわゆる東方人──黄色人種だった。つややかな黒髪は肩口で乱雑に切り落とし、東方伝来の髪飾りを差している。小柄な肢体には、大判ストールを巻きつけていた。

「もう少し、自重をお願いするであります。白昼堂々、素顔で往来を散策されるなど、誰に見み咎とがめられることやら。その戦斧バトルアクスも、せめてどこかに預けるなどして……」

「下手に警戒するより堂々と振る舞っていたほうが、意外と見咎められんものさ」

「そう、でありますか……」

「それになあ。俺基準だと、自分の足で現場を視察しなくちゃあ気がすまねぇ」

　ボロディンは得意満面だったが、少女はあっさりと話題を変えた。

「ところで、そちらの人物ですが──処分するなら、このメイリンにお任せを」

　メイリンの表情と声に、すっと冷気が宿る。

　ボロディンは「やれやれ」といわんばかりに、厳いかつい肩をすくめてみせた。

「お前はいつも物騒でいけねぇ」

　ボロディンはにやりと唇の端を吊つり上あげると、ある一点を指し示した。

「見ろ、メイリン。あそこが、いずれ俺たちの晴れ舞台になる」

　ボロディンが示した先には、聖ロサ・マリア大聖堂の尖せん塔とうがあった。





"Gigantic Borodin ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第五話　迎賓館での晩餐









　──アスクレピオス博士の研究所。

　応接間のテーブルには、ユニスとファナが用意した紅茶や焼き菓子が並んでいる。アッシュが魔導結社〈デミウルゴス〉について、ナヴィーが魔導蛇ウロボロスについて語り終えると、

「ふむぅ。委細は承知した。まずは〈デミウルゴス〉なる結社についてだが」

　アスクレピオスは思案顔で切りだした。

「なにかご存ぞん知じなんですか!?」

　アッシュは勢い余って、身を乗りだしてしまう。

「あいにくだが、連中の内部事情について、儂わしが知っていることはなにもない」

「そうですか……」

「ただし、〝デミウルゴス〟という単語についてなら、多少は心当たりがある」

　アッシュをはじめ、誰もが固唾かたずを吞のんで、博士の言葉を待ち受けた。

「〝デミウルゴス〟とはな、古代語で〝原初〟を意味する言葉なのだ。と同時に……それは〝最高神〟の隠語でもある」

「最高神といえば、まさか……」

　ミラベルは一瞬で察したようだが、アッシュには見当もつかない。

　他の面々も、〝最高神〟がなにを意味するのかは、想像もつかない様子だった。

「アヴァロン聖竜皇家とネハレンニア冥竜王家。この両家の源流となりし竜のことだ。すなわち──〝賢竜王インボルク〟」

「インボルク？　どこかで聞いたような気が……」

　アッシュは首をひねる。記憶のどこかに引っかかってはいるのだが、思いだせない。

「確か、アンジェラ先生がウィリンガム霊れい廟びようで見つけた『旧約星書』に載っていた名前ではないか？」

　レベッカのおかげで、アッシュはようやく思い出した。

「それでは〈デミウルゴス〉とは、賢竜王インボルクを信奉する宗教結社ということですか？」

　ミラベルの問いかけに、アスクレピオスはうなずいた。

「あくまでも可能性のひとつにすぎんがな。それに、この推測が当たっていたとしても、連中がなにをしたいのかは、さっぱり解わからん。賢竜王インボルクなど、人類から見れば、もはや神話の領域に等しいのだからな」

　結局、魔導結社〈デミウルゴス〉に関する話は、そこで終了となった。




「それでは、次に進むか。エーコよ。その腕輪を見せてみるがいい」

　そういって、アスクレピオスはエーコの腕輪を覗のぞきこんだ。片眼鏡モノクルのレンズごしに、じっと観察を続けていたが、

「どれ……ひとつ、試してみるか」

　アスクレピオスが杖つえの先端で腕輪に触れようとした途端、異変が起きた。

「きゃっ！」

　思わず悲鳴をあげるエーコ。

　アスクレピオスの干渉を拒むように、腕輪が紫電を放ったのだ。

　ほんの一瞬、電撃が蛇の形を象かたどったように見えたのは、気のせいだろうか。

「大丈夫か!?」

　アッシュはエーコを心配するあまり、手を伸ばそうとしたが、

「慌てるな、アッシュ。エーコに問題はない」

　アスクレピオスは冷静に応じた。

「ふむふむ。かなり高度な魔導工学技術の産物だな。なかなか厄介な代物だ。唯一の救いは、竜化ドラグナイズの抑制に特化していることだな。エーコの精神や肉体を浸しん蝕しよくするほどの力は、秘めておらんようだ」

「だったら、危険を冒して無理に外すよりも……このままじゃ、駄目？」

「弱気な発言だな、エーコよ。よほど少女としての自分が気に入っているようだが、しかし！　お主はアヴァロン聖竜皇なのだ。竜化ドラグナイズできなくば、ただの人だぞ？」

「うぐっ！」

「今後、お主らが〈デミウルゴス〉と真っ向から対決するつもりならば、アヴァロン聖竜皇の力は必ず必要になるだろう」

　エーコは反論を封じられ、涙目になっている。

　アッシュは思い切って、アスクレピオスに質問をぶつけることにした。

「単刀直入にお訊たずねしますが、博士の知恵とお力で、この腕輪から魔導蛇ウロボロスを追い出すことはできますか？」

「ふぅむ。こいつは極めて複雑な術式だが、不可能でもないぞ」

「本当ですか!?」

　ようやく希望の光が射さした気がして、アッシュは腰を浮かせる。

　エーコたちも瞳を輝かせ、アスクレピオスに注目している。

「幼竜エーコよ。儂わしの指導に従い、〝脱皮〟する覚悟はあるか？」

　アスクレピオスは真顔で告げた。

「脱皮、ですって？」

　エーコは顔を引ひき攣つらせた。

「それは一体……？」

　アッシュも目を丸くする。なんとなく、蛇や蟬せみの脱皮を想像してしまったのだ。

「脱皮したら……案外、大人の女性になったりするのだろうか？」

　小首をかしげつつ、つぶやくレベッカ。

「なんだかゾッとしないわね……」

　ミラベルも眉根を寄せている。

「こら、お主たち。脱皮というても、ただの比喩だ。脱皮する蛇のように、竜族も段階的に成長する。いや、成長なんて生易しいものではない。いわば個体進化だな」

　アスクレピオスの堂々たる宣言に、一同は声を吞のんだ。

「じゃあ、エーコにもまだ……次の段階があるということですか？」

　逸はやる気持ちを抑えつつ、アッシュは問いかけた。

「お主らの話を聞いた限り、エーコはまだまだ進化の余地を残しておる。一歳の幼竜に対して、いささか酷な要求になるやもしれんが……より上位の竜に進化できれば、魔導蛇ウロボロスに対抗することも可能だろう」

「やったな、エーコ！」

　思わず歓声をあげたアッシュだが、アスクレピオスは厳格な表情を崩そうともしない。

「喜ぶのは早いぞ。そのために必要なのは、一に修行、二に修行、三四がなくて、五に修行だ！」

「ちょっ!?　どんだけ修行すればいいっていうのよ！」

　エーコは戦々恐々とした顔になっている。

　アスクレピオスはソファから立ち上がると、杖つえの先端をエーコに向けた。

「幼竜エーコよ。これから〝天空の聖地アルバレス〟に赴おもむき、俗世との関わりを完全に断ち切った上で、邁まい進しんする覚悟はあるか？」

「天空!?　一体、どんな場所なのよ？」

「むっふっふ。それは見てのお楽しみだ」

　茶化すように笑うアスクレピオスだったが、その目は真剣そのものだ。

「その修行ですが、時間はどのくらいかかりますか？」

　アッシュが冷静に訊たずねると、

「ふむ。それは、なんともいえんな。エーコの努力次第──とだけいっておこう」

「上等よ。受けて立とうじゃないの！」

　エーコは意を決したのか、勢いよく起立した。そして、拳こぶしをグッと握りしめる。

「もう逃げるのはやめたわ。魔導蛇ウロボロスに竜化ドラグナイズを封じられたことで、人間の女の子になれたような気分だったけど……そんなのは勘違いよね。あたしはあたしよ！　竜族だってことも、あたしの大切な個性なんだし！」

「エーコ……」












「それに、いつまでも〝幼竜エーコ〟として見られるのも癪しやくだしね。それならいっそ、頑張って修行して、一ひと皮かわ剝むけてくるわよ！」

　アッシュは目を瞠みはった。

　頰ほおを薔ば薇ら色いろに染め、自分の決意を堂々と宣言してみせたエーコ。

　その姿は凜りんとして、勇壮でもあり、そして美しかった。

　アッシュは思わず、そんなエーコに見とれた。周囲に誰もいなければ、衝動的に抱き締めていただろう。

「うむ。その意気だな、エーコ」

「エーコ、とっても前向き」

　と、レベッカとルッカが称賛の言葉を贈る。

「成長したわね、エーコ」

　ミラベルも感嘆の眼まな差ざしでエーコを眺めている。

「修行なら、わたしも手伝ってあげるわ」

　ナヴィーも悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「じゃあ、俺もエーコと一緒に聖地に──」

「それは駄目よ、アッシュ。あなたはアヴァロン聖竜皇騎士団の代表者として、大陸会議に参加する必要があるわ。あなたは、あなたの責務を果たさないと」

　ミラベルの鋭い指摘に、アッシュは声を詰まらせた。

「あたしなら大丈夫よ、アッシュ。あんたがいなくたって、やり遂げてみせるわ」

　と、エーコが大人びた笑みを浮かべて、アッシュを安心させるように告げた。

「すまない、エーコ……」

「とはいえ、あたしがいないからって、みんなとイチャイチャしてたら許さないんだからねっ！」

「イチャイチャってなんだよ!?」

「はぁ？　あんたがいつも、みんなとやっているようなことよ！」

　ぴしゃりと断言されてしまい、アッシュはぐうの音も出ない。なんだか、すっかり尻の下に敷かれた気分だった。




「ともかく、エーコの修行に付き添う面子めんつを選んだらどうだ？　無論、教官たる儂わしが行くのは当然だが」

　アスクレピオスが提案すると、アッシュは「そうですね」とうなずいた。

「……アッシュ。わたしも行きたい」

　最初に挙手したのは、ルッカだった。

　普段はぽやっとしているのに、珍しく厳しい表情を浮かべている。

　誰もが意外そうな面持ちで、そんなルッカに注目した。

「ムルシエラゴと戦ったとき……わたし、レベッカに護まもられてばかりだった。わたし、もっと強ければ……レベッカ、大おお怪け我がせずにすんだ」

　ルッカはしょぼんと肩を落とす。

「待て、ルッカ。ムルシエラゴはただの魔獣ではなく、長命種だった。お互い生きて帰れただけで充分だ。決して気に病むことはないのだぞ？」

　レベッカがフォローを入れるが、ルッカは頑として首を縦に振らなかった。

「わたし、一刻も早く……聖天竜騎士アーク・ドラグナーになって、みんなを護れるように、なりたい」

「ルッカ……」

　レベッカが感嘆の声を漏らすと、ルッカはこくんとうなずいた。

「わたし自身が、もっと、もっと強くなれば、ガウェインもきっと……聖騎甲アークを献けん呈ていしてくれるはず」

　決然として告げたルッカに対し、反論の言葉は出なかった。

「ありがとう、ルッカ」

　アッシュ自身、ルッカの〝本気〟に応えたいと思った。

「じゃあ、聖地に行くのはエーコとナヴィー、ルッカ、そしてアスクレピオス博士……この四人ということで──」

　アッシュがまとめようとした瞬間、

「ちょっと待った！」

　アスクレピオスが真顔で制止したので、アッシュがビクッとした。

「な、なんです……？」

「ミラベルも一緒に来るのだ！　お主の知恵も、きっと必要になるだろうからな」

「お待ちください、博士」

　名指しされたミラベルは、明らかに戸惑っている。

「わたくしもアヴァロン聖竜皇騎士団の一員として、大陸会議に出席する予定です。すべてが終わったら、添い寝でも洗い流しっこでも、膝枕でもしてあげますから」

「むむっ、膝枕だと!?　ならば契約成立だ！　今の言葉、忘れるでないぞ！」

　アスクレピオスはすっかりご満悦の様子だった。

　まるで子どもだなあ……と、アッシュは苦笑を漏らしてしまう。

「そうそう、わたしは今夜、こちらに残るわ。エーコの修行について、博士と打ち合わせをしておきたいの」

　ナヴィーが申し出たので、アッシュはうなずいた。

「ありがとう、ナヴィー。頼りにしてる」

「ふふっ。そんな風にいわれたら、張り切らざるを得ないわね」

　ナヴィーが艶っぽく微笑ほほえんだので、アッシュは思わずドキリとしてしまう。

「それでは、出発は明朝にするかの。ナヴィーはここに残るとして、お主らはいったん聖都に戻り、今夜はゆっくりと休むがよい！」

　意気揚々と締めくくったアスクレピオスに礼を述べると、アッシュたちは聖法大学院をあとにしたのだった。





　　　　◇






　既に陽ひは傾いている。

　夕ゆう陽ひを浴びた聖都エスパーダの光景は、幻想的なまでに美しい。

　聖ラファエラ広場を埋めつくしていた巡礼者や観光客も、まばらになりつつあった。迎げい賓ひん館かんに戻ったアッシュたちを出迎えたのは、

「よぉ、アッシュ！」

「アッシュ様ぁ！　わたくし、待ちくたびれてしまいましたわ」

「その顔つきだと、収穫があったようだな」

「……………………」

　レイモン、ジェシカ、マックス、そしてアーニャだった。ロビーでアッシュたちの帰りを待ってくれていたのだ。

「お待たせ」

　アッシュは笑顔で応じたのだが、ふと、アーニャの暗い表情が気になった。

「どうかしたの、アーニャ？　元気がなさそうだけど」

　ミラベルもアッシュと同じことを感じとったのだろう。心配そうに、アーニャの顔を覗のぞきこんだ。

「えっと……」

「市街地で出会ったタンタロス族のことが、気がかりだそうです」

　口ごもるアーニャに代わり、マックスが答えた。

「タンタロス族？　もしかして、アーニャの知り合いだったのか？」

　アッシュが訊たずねると、アーニャは首を横に振った。

「知り合いってわけじゃないんだけどね……」

「立ち話もなんだし、後で聞かせてくれるか？　頼むから、ひとりで抱えこむのだけは無しだからな？」

「ん……ありがと」

　アーニャが頰ほおを染めて、感謝の気持ちを表した直後、

　──ぐるるるるっ！

　エーコのお腹なかが盛大に鳴り響いたので、誰もが苦笑を浮かべた。

「し、仕方ないでしょ！」

　エーコは真っ赤になって、もじもじと恥ずかしがっている。アスクレピオス博士の研究所で焼き菓子をご馳ち走そうになってから、随分と時間が経たっていた。

　アッシュは慰めるように、エーコの頭を撫なでた。

「竜族の食事は一日五回だもんな。夕食にはちょっと早いけど、レストランに行こう」

「ほんと!?　エスパーダ料理って、どんな感じなのかしら……！」

　たちまち、エーコは表情を輝かせるのだった。





　　　　◇






　ラクエルの招待状によれば、迎げい賓ひん館かんの一階には国賓専用のレストランがあるという。

　館内地図を参考に、アッシュたちはそのレストランの入口にやってきた。

　木彫りの立派な看板には、〈エスカミーリャ〉という店名が刻まれている。

　入口の扉は、まるで由緒正しき教会の玄関口を思わせた。扉の脇には聖女ロサ・マリアの石せつ膏こう像が置かれている。

「なんだか敷居が高そうだな……」

　アッシュは扉の前で立ち止まると、ごくりと固唾かたずを吞のんだ。

「ちょっと、アッシュ？　まさか……お店の門構えが立派だからって、ビビッてるんじゃないでしょうね？」

　と、エーコが横目で軽く睨にらんでくる。

「根っからの庶民だからなあ。仕方ないさ」

　アッシュは苦笑した。

「ですが、そこがアッシュ様らしいといえますわね。アッシュ様のような御お方かたこそ、一国を統すべるにふさわしいのですわ！」

　ジェシカが力強くフォローを入れてくれた。

「そして、アッシュ様！　早くわたくしのカラダも、頭の先から爪先まで全国統一を──はうっ！　な、なにをするんですの、エーコさん!?」

　エーコの手刀を後頭部に食らい、ジェシカは涙目になった。

「あんたは一言、余計なの！　たまには良いことをいうじゃないと思って、せっかく感心してあげてたのに。ほら、さっさと突入するわよ！」

　エーコは有無をいわせぬ勢いで、扉を力強く開け放った。

「いらっしゃいませ」

　その直後、しっとりと落ち着いた声が響いた。

「……!?」

　アッシュは目の前の光景に圧倒されると、思わず後退しそうになってしまう。

　入口の左右、ずらりと居並ぶウェイトレスたち。

　シスター服とメイド服を融合させたかのような──よくいえばエスパーダらしいが、悪くいえば奇抜な制服を着用している。

「こらこら、この程度で気け圧おされてどうするんだ？」

　と、アッシュの背をレベッカがさりげなく押し戻す。

「すみません……」

　相変わらず、レベッカには頭の上がらないアッシュだった。

「アヴァロン聖竜皇騎士団の御ご一いつ行こう様ですね？　ラクエル猊げい下かから、委細は窺うかがっております。本日は、当店のスペシャル・ディナーをご堪能くださいませ」

　ウェイトレスのリーダー格と思おぼしき女性が、一同を代表して告げた。

　その丁重な物腰に、アッシュは恐縮する一方である。

「よ、よろしくお願いします……」

「あらあら。たかがウェイトレスに『よろしく』だなんて、そのような国家元首様は初めてですわ」

　ウェイトレスはくすくすと少女のように微笑ほほえむと、アッシュたちを座席のほうへ案内してくれた。

　店内フロアの中央には、ひときわ大きな円卓が設置されている。そこが、アヴァロン聖竜皇騎士団のために用意された席だった。

　ちなみに、客はアッシュたちだけで、店内はがらんとしている。

　このレストランは、どうやら一般には開放されていないようだ。現状、アヴァロン聖竜皇騎士団以外の国々は、まだ首脳陣をエスパーダに派遣していない。客がアッシュたちだけなのも当然だろう。

　やがて、トマト・ベースの冷製スープ〝ガスパチョ〟を前菜に、次々とエスパーダ料理が運ばれてくる。

　海辺が近いため、魚介料理のイメージが強いエスパーダ地方だが、最初に運ばれてきたのは肉料理の数々だった。

　竈かまどでこんがりと焼きあげた子豚、鶉うずらの赤ワインソース煮、鴨かものグリル……等々、食材も調理法も様々である。

「し、辛抱たまらないわ……じゅるり」

　エーコはすっかり臨戦態勢だ。特に、子豚の料理に熱い視線を注いでいる。

　わざわざ厨ちゆう房ぼうから現れた調理人が、手慣れた様子で肉に刃を入れると、肉汁がジュッと溢あふれ出だし、ほかほかと湯気をたてた。

「さ、どうぞ」

　ウェイトレスが配膳すると、エーコは「待ってました！」とばかりに頰ほお張ばる。

「ん～！　これ、ほんとに豚肉なの!?　柔らかすぎて……昇天してしまいそう……！　ふにゅう～ん……！」

　エーコはとろんと瞳を潤ませて、本当に昇天してしまいそうな表情だ。

　優れた竜丁は、ブラシ一本でドラゴンを天国的な気分にさせるというが、今のエーコはまさしく、全身を羽毛で愛あい撫ぶされている竜族そのものだった。

「じゃあ、俺も──」

　アッシュもエーコに続いて、切り分けられた肉を口に運んでみる。

「んっ！　これは確かに……！」

　舌の上で蕩とろけそうなほど、柔らかな肉だった。肉自体にほのかな甘さが感じられるのも特徴的だ。

「調味料は、ほとんど使っておりません」

　と、調理人がさりげなく解説をしてくれたので、アッシュはさらに驚いた。料理は素材が肝心──という話を家庭科の授業で聞いたことを、なんとなく思い出す。なるほど、素材自体の旨うまみを最大限に活いかした料理なのだろう。

　肉料理が食べ尽くされた頃、今度は魚介料理が運ばれてきた。

　エスパーダの近海で獲とれたキンメダイを、タマネギや香草とともに煮こんだブイヤベース。鱒ますに入れた切れ目に生ハムを挟み、一緒に焼いた料理。見た目は一風変わっているが、イカの墨煮の上にご飯の塊を載せた料理もある。

「生ハムの塩気が鱒の肉に絡んで……とても、おいしい」

　黙々と料理を口に運んでいたルッカが、ぽつりとつぶやいた。鱒の料理がよほど気に入ったのだろう。寡黙なルッカが、わざわざ「おいしい」と口にするのは珍しい。

「騎士国や王国の煮込み料理とは、また違った味わいがありますわね」

　ジェシカはブイヤベースがお気に入りのようだ。スプーンで濃厚なスープをすくうと、アッシュの口もとに運んでくる。

「はい、アッシュ様。あ～ん！」

「待て待て！　それは恥ずかしい……むぐっ！」

　有無をいわせず、ジェシカにスプーンを突っこまれ、アッシュは目を白黒させたが、

「んっ！　確かに美う味まいな！」

「そうでしょう、アッシュ様。さ、もう一口いかが？」

「じゃあ、お言葉に甘えて──」

「調子に乗るな！」

「ぐはっ！　今、本気で踏んだだろ……」

　テーブルの下で足を踏まれ、アッシュは跳びあがりそうになった。

「ふんっ！」

　アッシュの足を踏みつけた犯人──エーコは、ぷいっと目を逸そらすと、イカの墨煮を口に放りこむ。たちまち「ふにゃ～」と笑顔になった。怒ったり笑ったり、今夜のエーコは大忙しだな……と、アッシュは微笑ほほえましく思った。

　そして、やや時間を置いて運ばれてきたのは──米料理。この地域では定番の、パエージャだった。

　最初の鍋はウサギ肉のパエージャ。次の鍋はイカ墨のパエージャ。そして最後に、ロブスターを丸ごと一匹投入した大鍋スープパエージャが、テーブルの主役さながら鎮座する。

「こんなに食べきれるのかな……？」

　心配するアッシュだったが、それは杞き憂ゆうだった。

　こちらは総勢十名。それに、夕食前にお腹なかを空すかせていたのは、なにもエーコだけではなかったのである。




　パエージャの鍋が三つとも空になった頃──。

「ふう……この店は酒も美う味まいな」

　レベッカがワイングラスを片手に、満足げにつぶやいた。

　学院を卒業したレベッカは立派な成人なので、もはや人目をはばかることなく、堂々と酒をたしなめる。

　少し酔ったのか、ほんのりと赤く染まった顔は、ドキリとするほど艶なまめかしい。

　一方、大人の魅力を感じさせるレベッカとは対照的に、

「あんた、真っ黒じゃないの！」

「……エーコも、真っ黒」

　エーコとルッカは、イカ墨で真っ黒になった歯と舌を見せ合っている。無邪気なふたりの様子に、アッシュは自然と笑みを誘われた。

「アーニャさんも、やっぱり……（もにょもにょ）」

「なっ、なにをいっているのよ!?　あたしは別に、そういうわけじゃ……！」

「そうかしら？　バレてないと思っているのは、案外、アーニャさん自身だけかもしれませんわよ？」

「そっ、そんな……！」

　先ほどは元気のなかったアーニャも、今はジェシカと話しこんでいる。アーニャが妙に慌てているのが気になったが、女の子同士、周囲には聞かれたくない話をしているのかもしれない。

　アーニャが市街地で出会ったという山岳民族タンタロスについて聞くのは、もう少しあとでいいだろう……と、アッシュは思った。

「ぷはーっ！　飯は美う味まいし、ウェイトレスさんは可愛かわいいし、最高じゃないか！　あとはルームメイトがマックスじゃなくて、可愛い女の子だったらなあ」

「それはこっちの台詞せりふだ、レイモン。ひっく。どうせなら、アシュリーとの相部屋が良かった……ううっ」

「ちょっ、マックス？　お前、それワインじゃねぇか！　しかも泣き上戸!?」

　慌ててマックスからグラスを取りあげるレイモン。

「アシュリーこそ至高！　これだけは絶対に譲れない！」

「……どうするんだ、アッシュ？」

「俺が聞きたいよ……」

　アッシュは引ひき攣つった笑いを浮かべつつ、レイモンの生温かい視線に耐えるのだった。




　──そろそろ、いいかな？

　デザートが運ばれてきた頃、アッシュは真面目な話を切り出すことにした。

　まずは、アスクレピオス博士との会談について、そしてエーコの修行について、昼間は別行動をとっていた四人組に報告しようと思ったのだ。

　修行の話を聞き終えるなり、真っ先に反応したのはジェシカだった。

「そういうことでしたら、このジェシカ・ヴァレンタインも一緒に修行しますわ！」

　誰もが意外そうな面持ちで、意気揚々と宣言したジェシカに注目する。

「ルッカさんが聖天竜騎士アーク・ドラグナーを目指すと決めたように、わたくしも竜騎士ドラグナーを目指します。リアンノンを聖竜マエストロに進化させることができれば、もっともっとアッシュ様のお役に立てるはずですもの！」

「ジェシカ……ありがとう」

　アッシュが素直に感謝の気持ちを伝えると、

「そ、そんな、水臭いですわよ、アッシュ様！」

　ジェシカは照れてしまったのか、身をくねらせている。

「だったら、俺も一緒に修行するよ」

　と、今度は意外にも、レイモンまでが手を挙げたのである。

「おい、レイモン。熱でもあるのか？」

　ようやく酔いを冷ましたマックスが真顔で訊たずねると、レイモンは「違う！」と、珍しく真顔で応じた。

「ま、お前たちを見てたらさ。俺も少しは焦らざるを得ないっていうか。俺だって、いざというときには、お前らと肩を並べて戦いたいのさ」

「レイモン……」

　いつになく真剣なレイモンの横顔に、アッシュは感動すら覚えていた。

「それよりなにより、ブリギットが聖竜マエストロになれば、俺だって立派な竜騎士ドラグナー様だ。そうなりゃ女にモテまくりだぜ！」

「俺の感動を返せ！」

　思わずツッコミを入れてしまうアッシュだった。

「そういうことなら、僕も聖天竜騎士アーク・ドラグナーを目指して修行したいところだが……」

　と、マックスまでが修行に興味を示すが、

「気持ちは解わかるが、マックスまでが聖地に行ってしまっては、アッシュの守りが薄くなるだろう。君はわたしと一緒に、アッシュの補佐及び護衛を務めるべきだ」

「確かに、そうですね」

　レベッカの言葉に、マックスは素直にうなずいた。

　かくして、ジェシカとレイモンも修行に同行することが決まった。

　そのとき、なんの前触れもなく扉が開くと──。

「アッシュお兄ちゃん！　ようやくお話ができます～！」

　小鳥が歌うような声とともに、可か憐れんな少女がぱたぱたと駆けこんできたのだ。

「えっ!?」

　アッシュはきょとんとした。

「……誰？」

　エーコも不思議そうに小首をかしげる。

「もう、ひどいです～！」

　少女は戸口に佇たたずむと、ちょっぴり拗すねたように、頰ほおを膨らませた。

　年の頃は十歳前後だろう。頭の左右で、青みを帯びた髪を巻いている。麻を編んだワンピースが、よく似合っていた。

　一見すると、利発そうな町娘──といった印象である。

　だが、こんな少女が迎げい賓ひん館かん内のレストランに迷い込んでくるなど、現実的に考えてあり得ない。玄関前に詰めている衛兵たちは、なにをしていたのだろう？

「おい、アッシュ。もしかして、お前の隠し子じゃないよな？」

「いくつのときの子だよ!?」

　大真面目に訊たずねてきたレイモンに、アッシュは全力で返した。

「いや、待てよ……？」

　アッシュは席を離れると、少女の真っ正面で片膝をついた。

　改めて、まじまじと少女の顔を見つめる。

「ふふっ」

　少女は無邪気に笑い続けている。

「……あっ！」

　そして、重大な事実に気づいた。

　右目は青玉サフアイア、左目は翠玉エメラルド。

　少女の双そう眸ぼうは、左右で色が異なっているのだ。

　そして、先ほど少女は確かに、アッシュを「お兄ちゃん」と呼んだのである。

「も、もしかして……ラクエル？」

「んもう、お兄ちゃんったら！　今頃気づくなんて、本当にひどいです。えいっ！」

　ラクエルは軽やかに跳躍すると、アッシュの首っ玉にかじりついた。

「うわっ！」

　不意をつかれたアッシュは、こらえきれずに尻餅をついてしまう。

　教皇猊げい下かに対して失礼だが、まるで子猫を抱っこしているような気分だと思った。こうして抱き締めているだけで、身体がぽかぽかと暖まってくる。

「えへへ。わたくしの私服姿、どうですか？」

　互いの鼻先が触れ合わんばかりの距離で、ラクエルは無邪気に訊たずねてきた。

「と、とても似合っているよ」

「ほんとですか？　嬉うれしいです！」

「だけど、まさか護衛も連れずに、ひとりでここまで来たのか？」












　戦々恐々としながら、アッシュは訊たずねた。

「えっと……」

　ラクエルはなぜだか口ごもると、困ったような笑みを浮かべる。

「──気づかないか、アッシュ？　既に、この迎げい賓ひん館かんは完全に包囲されているぞ」

　レベッカがワイングラスを傾けつつ、冷静に告げた。

　アッシュは緊張で身体を強こわ張ばらせると、窓のほうに視線を向ける。

「とはいえ、殺気は感じない。おそらく、ペネロペ枢すう機き卿きようが率いるエスパーダ聖翼騎士団だろう。そうではありませんか、猊げい下か？」

「さすがはレベッカ殿、その通りです。わたくしは、ひとりでも大丈夫だと主張したんですけど……ペネロペ枢機卿が、どうしても許してくれなくて──」

「当然です、猊下」

　と、辛辣な言葉とともに、新たな人物が踏みこんできた。

　噂うわさをすれば影──ペネロペ・デル・モンテ枢機卿である。

　毅き然ぜんとした態度で、つかつかとこちらに歩み寄ってくる。その迫力ときたら、あのヴェロニカ王女とだって互角に張り合えるだろう。

「また会ったな、アッシュ・ブレイク」

　いつもアッシュに絡んでくるペネロペだが、案の定、今日もじろりと睨にらんできた。

「ど、どうも……こんばんは」

「挨拶などは要らん。それより貴様、そこでなにをしている？」

「こ、これはですね……」

　アッシュは焦った。今も尻餅をついたまま、ラクエルと抱き合っている状態なのだ。

　ラクエルとて、この状況がまずいのは解わかっているはずなのだが、アッシュから離れようとはしない。むしろ、ますます両腕に力をこめて、アッシュに密着してくるのだ。

「──まあ、良いではないですか。ラクエル猊下とて、まだ九歳の女の子。普通の女の子に戻りたいときだって、あるでしょう。枢機卿閣下、あなたも一杯どうです？」

　と、レベッカが気を利かせ、ワインボトルを掲げてみせると、

「む？　まあ、公務中ではあるが、少しくらいなら付き合うぞ」

　ペネロペはようやく、表情を緩めた。案外、ワインには目がないのかもしれないな……と、アッシュは思った。

　と同時に、助け船を出してくれたレベッカに、心から感謝するのだった。





　　　　◇






　ラクエルはアッシュの隣席に掛けると、〝ムール貝のパエージャ～お子様向け調味～〟を注文した。

　国賓の子息子女が宿泊する機会も多いため、このレストランでは児童向けのメニューも充実しているという。

　一方、ペネロペは酒のつまみとして、燻くん製せい肉やナッツ類を頼んだ。料理を注文する気はまったくないようだ。

　やがて──ウェイトレスがやや緊張気味な表情をして、パエージャの皿を運んでくる。

　聖女への祈りを終えたラクエルは、意気揚々とスプーンを手に取った。柄の先端にウサギの飾り物が付いた、可愛かわいらしいスプーンである。

「そのスプーン、可愛いな」

　アッシュがなにげなく指摘すると、

「てへっ。実は、わたくし専用のスプーンなのです。こちらのレストランで国賓と会談する機会も多いので、このスプーンは厨ちゆう房ぼうに常備してもらっているのですよ」

　ラクエルは満面の笑みをこぼすと、パエージャをパクッと頰ほお張ばった。

「とっ、とっても熱いですっ！　はふはふっ！　でもでも、美お味いしいです～！　はふはふっ……！」

「ははっ。急ぐ必要はないからな」

　アッシュは自然と笑みを誘われた。今のラクエルは教皇猊げい下かではなく、どこにでもいるような普通の女の子にしか見えない。

「あれっ？　そういえば、リンダお姉ちゃんのお姿が見えませんね？」

　ふと、ラクエルは不思議そうに、テーブルに着いた面々をぐるりと見回した。

　つい先月、初めてリンダと対面したラクエルは、リンダを〝お姉ちゃん〟と呼ぶようになったのだ。

「実は、大陸会議と研修旅行の日程が見事に重なってさ。研修旅行は騎竜学院の伝統的な行事だし、サボらせるわけにはいかないから」

「そうでしたか。リンダお姉ちゃんに、よろしくお伝えくださいね」

「──あの、アッシュ。ちょっといい？」

　と、アーニャが遠慮がちに声をかけてきたので、アッシュは顔を上げた。

「ちょうど、聖都の治安を司つかさどるペネロペ枢すう機き卿きようが同席されていることだし……昼間、あたしが遭遇した大男について、伝えておきたいの」

　アーニャの表情は、鋭利なナイフのように研ぎ澄まされていた。




「……というわけなの」

　アーニャの話は、広場でジェシカがスリの被害に遭ったところから始まった。そして、謎のタンタロス族の助けを借りて、ジェシカの財布を取り戻したところで終わった。

「今の話を聞く限り、それほど悪人だとは思えないけど……スリを捕まえて、ジェシカの財布を取り戻してくれたんだろう？　ただ単に、見た目が怖いだけの人──という可能性は考えられないか？」

　アッシュが慎重に訊たずねると、

「……とても危険な匂いがしたの。それに、戦斧バトルアツクスを二本も背中に担いでいたし」

　アーニャは若干、顔を蒼あおくして答えた。その巨漢と遭遇したときの様子を、まざまざと思い出しているのだろう。

「危険な匂い、か……」

　アーニャの表情を見て、アッシュは喉の奥で唸うなった。

　今でこそメイド服が板に付いた感のあるアーニャだが、元は一流の戦士である。そのアーニャが、本気で怯おびえているのだ。

　しかも、六日後に大陸会議を控えた今、そのように剣けん吞のんなオーラを感じさせる男が聖都に現れた──という事実は、確かに捨て置けない。

「今の話、ペネロペ枢すう機き卿きようはどう思われますか？」

　レベッカが訊ねると、ペネロペはワイングラスをテーブルに置いた。

「ふむ、了解した。エスパーダ聖翼騎士団、そして聖都の衛兵部隊に通達しておこう。世界で最も普及しているロサ・マリア教だが、それゆえに敵が多いのも事実……」

「お願いしますね、ペネロペ枢機卿」

　ペネロペに視線を向けたラクエルは、すっかり教皇の顔に戻っていた。

「猊げい下かのお心のままに」

　ペネロペも真顔で応じる。

　ふと、アッシュは思った。

　せっかくの機会だし、今のうちに魔導結社〈デミウルゴス〉について、ラクエルとペネロペ枢機卿と話し合っておいたほうがいいかもしれない。

　第八回大陸会議の議題は、「魔導結社〈デミウルゴス〉について」である。

　わざわざエスパーダ聖庁が腰をあげたということは、結社にまつわる重大な情報をつかんでいるのだと推察できる。

　事前に情報交換をすませておけば、よりスムーズに会議を進められるのではないだろうか。

　それに、先日はペネロペ枢機卿の剣けん幕まくに圧されてしまい、ちゃんと伝えることができなかったが、やはりアンネゲルト第六皇女や元首ドージエマキャベリが〈七翼将〉であることを、報告せねばならない。

「あの、実はラクエルとペネロペ枢機卿に、改めて報告しておきたいことが──」

　アッシュの言葉に、ラクエルとペネロペが顔をあげた矢先だった。

　──ぱしゃっ！

　アッシュは頭から冷水を浴びせられ、ギョッとした。

　髪から額へ、頰ほおから顎へ、そして襟もとへ……冷たい液体は、じわじわとアッシュの肌を滑り落ちていく。ふと、鼻先に甘い香りを感じた。

「かっ、身体が……とっても、とっても熱いのぉ……」

　と、エーコが悩ましげな吐息を漏らした。右手には空っぽのグラス。アッシュはようやく、なにが起こったのかを理解した。

　どういうわけか、エーコがアッシュの頭に飲み物を浴びせたのである。

「ふにゅう～……」

　と、エーコは悩ましげな吐息を漏らすと、グラスをぽいっと放り投げ、アッシュにもたれかかってきた。

「はわっ!?」

　見るからに高級そうなグラスは、ジェシカがかろうじてキャッチしたが、そちらに気を取られている余裕はなかった。

　エーコの身体が、体内で炎が燃え盛っているのではないか……と思えるほどに、熱かったからだ。

「エーコ!?」

　アッシュは慌てた。

　エーコは頰を真っ赤に染めて、アッシュに身体を預けている。

　傍から見れば、「イチャイチャ」しているようにしか映らないだろう。しかも今のエーコの表情ときたら、驚くほど艶なまめかしいのだ。

「一体、どうしたっていうんだ……？」

　アッシュは思考を巡らせる。そういえば、アーニャが謎の大男について話し始めた頃から、エーコの口数が急に減ったような気がする。

「ちょっと、エーコさん!?　ま、まさか、あなたのようにプライドの高い人が、みっ、皆さんの見ている前で、そんな大胆な求愛行動を……！」

　真っ先に声をあげたのは、ジェシカである。もはや怒りを通り越して、呆あきれ返かえっているように見えた。

「落ち着いて、ジェシカ。この香り……どうやらエーコは、アンサル・ワインを誤って飲んでしまったらしいわね」

　と、ミラベルが冷静に事態を分析してみせた。

　確かに、アッシュの身体を濡ぬらしている液体からは、甘い香りが漂っている。ミラベルが指摘した通り、アンサルに特有のものだった。

「アンサル・ワインだって……!?」

　アッシュは戦せん慄りつした。アンサルだけでもエーコには強烈なのに、そこにアルコールが加わっているのだ。幼竜のエーコにとっては、かなり刺激が強かったはずだ。

　もっとも、こうした事態が起こるのを怖おそれて、アッシュたちはアンサル系のドリンクを控えていた。一体、誰がアンサル・ワインを頼んだのだろう？

「……すまぬ。アンサル・ワインはわたしの好物でな。エーコの手の届く場所に置いていた、わたしの責任だ」

　神妙な顔で告げたのは、なんとペネロペ枢すう機き卿きようだった。

「ふにゅう～」

　と、エーコがますます身体を密着させてきたので、アッシュは焦った。

　とにかく、エーコをこのままにはしておけない。

「俺、エーコを寝かせてくるよ。ワインも洗い流したいし、みんなはこのまま食事を続けていてくれ」

　アッシュはエーコを抱きかかえると、席を立つのだった。





　　　　◇






　迎げい賓ひん館かんの四階──国家元首クラス用の寝室に戻ったアッシュは、幅広のベッドにエーコを横たえた。

「はぁ……。まさか、ペネロペ枢機卿がアンサル・ワインを注文していたなんて。まあ、ロサ・マリア教の戒律でも、ワインは認められているしな……」

「うにゅう～……」

　エーコは瞳を潤ませて、アッシュの腕に自分の腕を絡ませてくる。毎度のことながら、アンサルに酔ったエーコは、妙に大胆になってしまうのだ。

「頼むから、大人しくしてろよ」

　なんとか上着を脱がせると、襟もとのスカーフもほどく。

「ふにゅう、涼しい～」

　と、エーコは解放感にあふれる笑みを浮かべた。

　少しは気分が楽になったようなので、アッシュは安心した。

「確か……こういうときは、水を飲ませるのが良かったんだよな」

　以前、コゼットに教えてもらった方法を思い出す。一年以上も前のことなのに、何年も昔のことのようだった。

　あの頃はエーコが誕生したばかりで、右も左も解わからない状況だったな……と、アッシュは懐かしく思う。

「コゼットさん……お願いだから、無事でいてくれ……」

　祈るようなつぶやきが、思わず唇から零こぼれ落おちた。

「すぐに戻るから、ちょっと待ってろよ」

　アッシュは赤あか児ごをあやすように告げると、応接用のスペースに向かった。置きっぱなしにしていた水差しとコップを手に取ると、再びベッドに戻る。

「すぅ、すぅ……」

　ちょっと離れた間に、エーコは寝息を立てていた。

「仕方ないなあ」

　アッシュは苦笑した。エーコが目覚めたらすぐに飲めるよう、水差しとコップは枕元に置いておく。そして、エーコの身体に毛布をかけてやった。

「それにしても……」

　一息吐いたアッシュは、ふと思い出したように、自分の身体を見下ろした。

　ワインを頭から浴びてしまったせいで、髪や身体がベタついている。シャツもずぶ濡ぬれだし、アンサルの匂いもまだ残っていた。

「さっさと洗い流すか」

　アッシュは左腕に巻いていた包帯を外すと、〈星刻〉をあらわにした。





　　　　◇






「うおっ!?」

　裸で浴室に足を踏み入れた途端、アッシュは立ち尽くした。

　さすがは国家元首用の部屋だけあって、浴室も豪華なものだったのだ。

　床にも浴槽にも、一目で最高級と判わかる大理石がふんだんに使われている。水道の蛇口など、金属部分はすべて黄金製だ。天井では、シャンデリア風に装飾された竜華灯が煌きらめいていた。

　そして──アッシュが準備したわけでもないのに、浴槽には乳白色の湯がなみなみと張られているのだ。

　なんでも、聖都には有名な源泉があるらしい。市内の主要施設には、掛け流しの温泉が供給されているのだった。

　この迎げい賓ひん館かんと同等のホテルに泊まった場合、宿泊費はどのくらいになるのだろう……そんな庶民的なことを考えつつ、アッシュは洗い場の椅子に腰かけた。

　まずはワインに塗まみれた髪を丹念に洗う。ベタつく身体も洗い流した。髪も素肌もさっぱりしたあと、いよいよ浴槽に足を運ぶ。

「ふう～……」

　肩まで湯に浸つかると、生き返った心地がした。

　浴槽は広々として、両手両足を伸ばすことができる。さすがに泳ぐのは無理だが、大人でも三～四人は同時に浸つかれるだろう。

　ここしばらく、激務が続いていただけに、細胞のひとつひとつが癒いやされていくような気がした。




　そのまま、どのくらいの時間が経たったのだろう──？

「そろそろ上がるか。これ以上浸かっていたら、身体がふやけてしまいそうだし……」

　のぼせる寸前まで温泉を堪能したアッシュは、ちゃぷんと水音を立て、浴槽から腰を上げたのだが、

　──ばたんっ。

　その瞬間、扉が勢いよく開いた。

「えっ!?」

　アッシュは浴槽の縁を跨またいだ状態のまま、出入口のほうを凝視する。

　朦もう々もうと漂う湯煙の向こうには──。

「うにゅ……アッシュ？」

　全裸のエーコが佇たたずんでいた。

「おわあっ、エーコ!?」

　アッシュは慌てて前を隠すと、再び浴槽に身を沈める。

　──ざっぱーん！

　勢い余って、湯の飛沫しぶきが盛大に跳ねた。

「あたしも……入る」

　ぼそぼそと答えるエーコ。

　その双そう眸ぼうは半開きで、まだ酔いが残っているのだろう。とはいえ、ちゃんと自分の意思を主張したところを見ると、正気を失っているわけでもなさそうだ。

　とにかくエーコの裸体を見ないように気を遣いつつ、アッシュは言葉を飛ばした。

「だ、駄目だ、エーコ！　今のお前は、まだ酔っているんだ。風呂に入るのは、もう少し時間を置いてからにしよう。な？」

「どうして……？」

「お前は竜族だから大丈夫かもしれないけど、人間の場合、酔っぱらいを熱い湯に浸からせるのは、心臓に悪いんだ。解わかったら、服を着て寝室に戻ろう」

「……やだ！」

「へっ？」

「アッシュと、一緒に……入りたいの」

「ええええっ!?」

　エーコの大胆発言に、アッシュはドキリと心臓を跳ね上げた。

　アッシュがうろたえている間にも、エーコはふらふらとした足取りで、浴槽の正面までやって来る。一糸まとわぬ姿のエーコは、全身の肌をピンク色に染めている。先ほど、肉料理を無邪気に頰ほお張ばっていたときとは対照的に、大人びた色気を感じさせた。

「きゃっ……」

　と思ったそばから、エーコはふらりとよろめいた。

　ピンク・シルバーの髪が、ふわりと宙に広がる。

「危ないっ！」

　アッシュは素早く浴槽から飛びだすと、湯煙をかき分けるように手を伸ばした。

　間一髪で、華きや奢しやな身体を抱き留める。

「良かった……」

　ホッと一息ついたものの、アッシュは戦せん慄りつした。

　そう、お互いに生まれたままの姿なのだ。

　──ぽたり、ぽたり……。

　アッシュの身体から垂れる水滴の音が、妙に大きく感じられる。

　──とっ、とんでもないことになったぞ……静まれ、俺の煩悩！　ここは聖都エスパーダ、聖女ロサ・マリアが見ているぞ……！

　アッシュは祈るように、心の中で自分を叱しつ咤たする。

　が、あまり効果はなかった。

　エーコの肌は肌き理めが細かく、その手触りはぷにぷにとして、アッシュの肌にぴたりと吸いついたまま離れない。しかも、炎のように熱く火照っている。

「ねぇ、アッシュ……」

　アッシュの懊おう悩のうも知らず、エーコはますます身体を密着させてきた。

「だ、駄目だ、エーコ……」

　アッシュの腹筋あたりに、エーコの胸が押し当てられている。

　その膨らみはまだまだ淡いが、それでも成長期の女の子に特有の柔らかさと危うさを、同時に感じさせた。

　そしてアッシュの胸板には、エーコの片頰がぴとっと触れている。まるで、アッシュの心音を聞いているような仕草だった。

「ほんとはね……一いつ時ときだって、アッシュと離れたくないの」

　エーコはぼそぼそとした口調で、自分の想おもいを吐露した。

「えっ？」

　アッシュは虚を衝つかれたように、声をあげた。

「でもね、あたしが……もっと強くならなきゃ、アッシュのことも、みんなのことも護まもれないから……。だからね、本当は、行きたくないけど……修行、頑張るね」

　アッシュは息を吞のんだ。

　エーコは人一倍、意地っ張りで恥ずかしがり屋だ。今の言葉は、素面しらふの状態では絶対に打ち明けられない、ありのままの気持ちだったのだろう。

「エーコ……！」

　その刹那、エーコを愛いとおしいと思う気持ちが、胸の奥からグッとこみあげる。

　衝動的に、唇を重ねていた。

「んっ……！」

　エーコも嫌がることなく、むしろ積極的に応じてくる。これ以上は息が続かないのでは……と思えるほど、長いキスを交わした。

　エーコの唇は、アンサル・ハーブの味がした。

「……ねぇ、アッシュ？」

　ようやく唇を離すと、エーコはとろんとした視線を向けてきた。

「どうした？」

「キスの次って……なにが待っているの？」

　うるうると瞳を潤ませるエーコ。

　その上目遣いは、反則だと思えるほどに可愛かわいらしかった。

　思わず、ぐらりと意志が揺らぎそうになったほどである。

「いや、その……それはだな。俺たちには、まだ早いというか……」

「そうなの？」

「もちろん、俺だって男だ。素直に白状すると、もっと先に進みたいっていう気持ちはある。だけど、エーコはまだ一歳の幼竜だし……それに、酔っぱらった女の子にそういうことをするのは、やっぱり間違っているし──って、あれ!?」

「すぅ、すぅ……」

　アッシュが懸命になって諭している間に、エーコは穏やかな寝息を立てていた。





　　　　◇






　──翌朝。

　修行チームの四人──エーコ、ルッカ、ジェシカ、レイモンを見送るため、アッシュたちは聖都エスパーダの玄関口に立っていた。

　エーコとルッカはガウェインに相乗りし、ジェシカとレイモンはそれぞれの相パ棒ル──リアンノンとブリギットに騎乗している。

「大陸会議が終わったら、必ず迎えに行くからな」

　アッシュが声をかけると、

「ふふーん。どうせなら大陸会議が終わるよりも早く修行を片づけて、あたしのほうから迎えにいってやるわ！」

　エーコは得意顔で返してきた。昨夜はどうなることかと思ったが、一晩寝たら、普段のエーコに戻っていたのである。どうやら、昨夜の記憶は失っているようだ。

「……アッシュ？　ぼうっとしちゃって、どうかした？」

　と、エーコがきょとんとして訊たずねてくる。

「いや、なんでもないぞ！」

　アッシュは慌てて、首をぶんぶんと横に振った。

「まずは聖法大学院に立ち寄るのでしょう？　アスクレピオス博士に、よろしく伝えてちょうだいね」

　ミラベルの言葉に、修行チームの面々は笑顔でうなずいた。

「アッシュ様！　このジェシカ、必ずや竜騎士ドラグナーになって戻ってまいりますから！」

　ハンカチで涙をぬぐいつつ、別れを惜しむジェシカ。

「わたしも、ガウェインから聖騎甲アークを献けん呈ていしてもらえるように……頑張る」

　ルッカも珍しく、きりりとした表情を見せた。

「ま、俺については、あまり期待されると困るんだけどさ……まあ、怪け我がをしない程度に頑張ってくるよ」

　レイモンはいつもの調子で軽口を叩たたくと、ブリギットをアッシュとマックスの正面に寄せた。そして、騎乗したまま拳こぶしを突きだしてくる。アッシュは笑顔で、マックスは仏頂面で腕を上げると、こつん──と、三つの拳を触れ合わせた。

「じゃあ、行ってくるわね！」

　エーコが笑顔と宣言すると、ガウェインが先陣を切って駆けだす。そのあとにブリギットも続く。やや遅れて、陸路は苦手なリアンノンが追いかける。

　朦もう々もうと砂煙が舞い上がり──綺き麗れいに晴れたときにはもう、エーコたちの姿は平原の彼方かなたへと消えていた。

「俺もアヴァロン聖竜皇騎士団の団長として、やるべきことをやるぞ……！」

　アッシュはエスパーダの空を見上げると、固く誓うのだった。





"Eco's Resolution ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第六話　アッシュと大陸諸国の首脳たち









　そろそろ正午にさしかかろうかという頃、一隻の魔導艦がエスパーダ上空に現れた。

「おお、あれが新型シルヴァヌス！」

「噂うわさには聞いていたが、もう完成していたとは……！」

　駐艦場の衛兵たちは息を吞のんで、その真新しい艦体を見上げた。

　艦首では、ロートレアモン騎士国の国旗が風になびいている。

　ドラゴンをモチーフとした紋章は、騎士国ならではといえるだろう。

「搭乗されている王族は、ヴェロニカ第一王女殿下とシルヴィア第四王女殿下……か。あれ？　騎士王パラデインは来ないのかね？」

　手もとのリストを参照しつつ、若い衛兵のひとりが同僚に尋ねるも、

「そんなことより、見ろよ！　かっけぇなぁ！　綺き麗れいだなぁ！」

　返ってきたのは子どものような返事だった。

　事実、新生シルヴァヌスの艦体は、翼を広げた聖竜マエストロさながら優美を極めている。

　基本的なデザインは旧型と共通しているが、細部の造形はさらに洗練されて、もはや芸術作品のような雰囲気を感じさせた。

　その外装は真昼の陽光を照り返し、金きん無む垢くさながら燦さん然ぜんと輝いている。

「騎士国といえばドラゴンだが、工学技術のほうも侮あなどれんな」

「ミラベル王女の功績だろう。魔導エンジンは確か、旧型のを引き継いだんだっけ」

「その割には、旧型よりも静粛性が高まったような気がするぞ」

　さすがは駐艦場勤務の衛兵だけあって、彼らの話題は次第にマニアックな方面に転がりつつあったのだが──。

「くぉらぁああっ！　私語は慎まんかああああああっ！」

　厳格な隊長の叱責を浴びるなり、衛兵たちは慌てて口をつぐむのだった。





　　　　◇






　その新造魔導艦は、正式名称を「シルヴァヌスⅡ」という。初代の残骸から回収された魔導エンジンは奇跡的に無事だったため、そのまま積載している。

　長距離の航行は、今回が初めてだ。スケジュールの都合で、今回の出航は長距離航行の試験を兼ねているのだった。

　操そう舵だ室しつでは、甲板士官たちが着陸準備に取りかかっている。

　艦長席に掛けているのは、ヴェロニカ・ロートレアモン第一王女である。

「それにしても、まさかぎっくり腰で欠席とは……あれが我が父かと思うと、実に嘆かわしい」

　聖都エスパーダの上空に到着するなり、辛辣な言葉を漏らす。その言葉に反応し、甲板士官たちはやんわりと苦笑を浮かべた。

「着陸までの指揮は任せたぞ、グレン」

　ヴェロニカは急に席を立つと、颯さつ爽そうと出入口に向かった。がしゃり……と鎧よろいの金属音が響いて、鉄靴が重厚な足音を奏でる。

「はっ！」

　親衛隊長のグレンは、直立不動で王女の命に応じた。




　操そう舵だ室しつをあとにしたヴェロニカは、作戦会議室に足を運んだ。

「──二代目シルヴァヌス、いい出来じゃのぅ」

　ヴェロニカが入室するなり、声をかけてきたのはアヴドーチャだ。ひとり、窓際で腰かけている。その小ぶりなお尻を乗せているのは、バジリスクの背中だった。

　ヴェロニカの護衛を最優先事項とする親衛隊とは違い、アヴドーチャ率いる外人部隊は諜ちよう報ほうから警備、そして戦闘に至るまで、様々な任務を請け負っている。

「……こら、アヴドーチャ。バジリスクをウロチョロさせるな。せっかくの新造艦が汚れるであろう？」

「失敬だぞ、ヴェロニカ！　クーちゃんの身体は、いつも妾わらわが綺き麗れいに洗ってやっておるのじゃ！　艦内を歩かせても、なんら問題はない」

　アヴドーチャは憤然として抗議したが、すぐさま戦士の顔に戻った。

「それにしても、魔導結社〈デミウルゴス〉か……まったく、一難去ってまた一難といったところじゃな」

　アヴドーチャの言葉に、ヴェロニカは重々しくうなずいた。先日、フォンティーン城に帰還したシルヴィアから、大体の事情は聞いている。

　驚くべきは、その怪しげな結社にカサンドラが加盟していたことだ。しかも、かつて兄ジュリアスの人生を狂わせた元凶──冥竜王モルドレッドが転生を果たし、〈デミウルゴス〉に利用されている可能性があるという。

　さらには、結社の最高幹部にはゼファロス帝国の第六皇女アンネゲルトや、ラブロック商工都市連合の元首ドージエマキャベリなどが名を連ねている……。

「シルヴィアの報告によれば、結社の最高幹部は〈七翼将〉と呼ばれているらしいな」

「その呼び名から察するに、全部で七人と考えるのが自然じゃのう」

「いまだ判明していないメンバーも、名だたる人物だと思っておいたほうがよかろう。案外、この大陸会議で顔を合わせることになるかもしれんな」

「くくっ、ヴェロニカよ。獲物を狙う鷹たかの目になっておるぞ？」

　アヴドーチャが悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだそのとき、

「──姉上、こちらにおいででしたか」

　戸口に現れたのは、シルヴィアだった。

　フォンティーン城に帰った際、シルヴィアは涙ながらに、コゼットが行方不明になったことを報告した。

　そのときのシルヴィアは、今にも心が壊れてしまいそうで、さすがのヴェロニカも心配になったものだが──。

「うむ。少しは元気になったようだな」

　ヴェロニカは厳格な態度をとりながらも、内心では安あん堵どしていた。

　シルヴィアの顔色は、数日前と比べたら格段に良い。その眼まな差ざしも凜りんとして、数日前とは別人のようだった。

「はい。いつまでもめそめそと泣いていたら、コゼットが無事に帰ってきたとき、叱られてしまいますから」

　シルヴィアが毅き然ぜんとした応えたそのとき、

　──どんがらがっしゃーん！

　通路のほうから、とんでもない大音響が轟とどろいてきた。

「なっ、なんじゃあ？　もしや〈デミウルゴス〉の襲撃か!?」

　素っ頓狂な声をあげるや、アヴドーチャは愛玩動物バジリスクをズンズンと進ませる。猛然と通路に躍り出た。

　バジリスクの後方から、ヴェロニカとシルヴィアも通路の様子を窺うかがう。

「もっ、申し訳ございませ～ん！」

　作戦室前の通路には、大量の洗濯物がぶちまけられていた。そして、洗濯物を取り入れるための、車輪付きの籠は横倒しになっている。

　籠の脇で座りこんでいるメイドは、プリムローズ・シェリーだった。

　どういうわけか、メイド服は半脱ぎになっていて、肉づきの良い身体のあちこちが露出している。洗濯物を取りこんでいるうちに、誤って自分の服まで取りこもうとしたのかもしれない。

「……おい、プリム。せっかく新造艦の使用人として雇ってやったというのに……恩を仇あだで返すとは、まさにこのことではないか？」

「ひいいいいっ！　もっ、申し訳ございません！　なっ、なにとぞ命だけは～！」

　プリムは涙目になって土下座している。

「姉上──あまりプリムを責めないでやってください。プリムのドジは、なにも今に始まったことではありませんし、我々も慣れっこですから」

　と、意外にもシルヴィアが堂々と進み出て、プリムをかばった。

「あうあう、シルヴィア様ぁ……」

　プリムは瞳を潤ませている。

「それに、コゼットが消息を断ち、絶望していた私が立ち直るきっかけをくれたのは、実はプリムなのです」

「……プリムが？」

　ヴェロニカは眉をひそめると、プリムに視線を向けた。

「一体、貴様はシルヴィアになにをいったのだ？」

「えっと、その……子どもの頃から、わたくしとコゼットは強い絆きずなで結ばれていました。それはもう、コゼットが怪け我がをすれば、わたくしも同じ箇所に痛みを覚え、わたくしが怪我をすれば、その痛みがコゼットに反映される……それほどの絆です」

「ほう。それは初耳だな」

　ヴェロニカは興味を引かれた。

「実際、アヴァロン聖竜皇騎士団がラブロックに滞在している間……わたくしは、身体のあちこちに鋭い痛みを覚えました。コゼットの痛みを、わたくしも確かに感じたのです」

「おそらく、コゼットが元首ドージエマキャベリの部下──ヴィットーリアと戦っていたときのことでしょう」

　シルヴィアが補足する。

「もし、コゼットの命が無惨にも奪われたのであれば……姉であるわたくしには、必ず解わかるはずなんです。ですが、わたくしはコゼットの死に匹敵するほどの予兆を、なにも感じ取ってはいません。のみならず、姫様がお帰りになったあとも、時折、コゼットの痛みを感じることがあるのです」

「それはつまり、コゼットは今も……？」

「はい。コゼットは間違いなく──生きています！」

　あのプリムとは思えないほど、その表情は確信に満ちている。ヴェロニカはようやく、どうしてシルヴィアが元気を取り戻せたのか、その理由を悟った。

「大儀であるぞ、プリム。今回のドジについては、目を瞑つぶってやろう」

　口調こそ素っ気ないが、ヴェロニカとしては最大限の謝辞であった。

「あ、ありがたき幸せ、なのです～！」

　プリムは何度も頭を下げると、通路に散らばった洗濯物を片づけ始める。そんなプリムを微笑ほほえましげに眺めていたシルヴィアだったが、ふと真顔に戻った。

「ところで、姉上。私が持ち帰った、例の宝冠についてなのですが……」

　その途端、ヴェロニカは眉をぴくりと反応させた。

「うむ。フォンティーン城の宝物庫にて、厳重に保管してあるぞ。我が配下の騎士たちにも、あの宝冠がなにやら重要な意味を持つらしい──ということは通達してある」

「ありがとうございます、姉上」

「なに、構わんさ。我が妹の身を危険にさらした〈デミウルゴス〉とやらを、私は決して許す気はないのだからな」

　ヴェロニカはにやりと笑うと、シルヴィアの肩を軽く叩たたいてやった。
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　迎げい賓ひん館かんの一室で、アッシュはベッドに横たわっていた。

「それにしても、魔導結社〈デミウルゴス〉……なにを企たくらんでいるんだ？」

　独り言を漏らすと、真っ白な天井を見つめる。

　そう、いまだに〈デミウルゴス〉の目的が見えてこないのだ。

　アスクレピオス博士の仮説によって、〈デミウルゴス〉と賢竜王インボルクとの関連性が浮上したものの、そこから先は解わからないことだらけである。

　そもそも賢竜王インボルクなど、もはや伝説どころか神話の領域である。さすがに現実感が湧かないのだった。

　現状、〈デミウルゴス〉について判明している情報は限られている。

　まずは、とてつもない技術力と資金力を有し、装甲機竜ブリユンヒルデのような大型機動兵器を製造できるということ。

　転生した冥竜王モルドレッドを捕らえて、ブリュンヒルデの内蔵部品として活用していること。

　アンネゲルトやマキャベリ、カサンドラといった要人を仲間にしていること。過去、アスクレピオス博士も勧誘の手紙をもらったことがあるという。そして、結社を裏切ったカサンドラに対しては、容赦ない〝対応〟を見せた。

「昨夜のうちに、ラクエルやペネロペ枢すう機き卿きようと情報交換できなかったのは残念だな。エスパーダ聖庁なら、有力情報をつかんでいるかもしれないのに」

　そう、アッシュは昨夜の夕食会の際、そのことを切り出そうとしていたのだが──エーコが急に酔っぱらったため、途中で席を立たねばならなかった。

　エーコを寝かせたあと、もう一度レストランに顔を出そうかとも思ったのだが、溜たまっていた疲れが災いした。風呂から出たあと、アッシュ自身もバタンと倒れ、深い眠りに落ちてしまったのだ。

　──わああああああっ！

　と、市街地のほうからドッと歓声が湧き起こったので、アッシュは驚いた。

「なんだなんだ？」

　ベッドから素早く降りると、窓から外を眺める。

「あれは……！」

　ちょうど、一隻の魔導艦が着陸しようとしているところだった。

　その形状は、アッシュも乗ったことのあるシルヴァヌスにそっくりだが、細部のデザインはかなり異なる。外装はぴかぴかで、一目で新造艦だと判わかった。

「あの国旗……騎士国じゃないか！　ということは、あの魔導艦は──！」

　アッシュが興奮気味につぶやいたそのとき、

『──わたしだ、アッシュ』

　ノックの音とともに、レベッカの声が聞こえてきた。

「レベッカさん？　今、開けますから──」

　アッシュは慌てて戸口に向かうと、扉を開けた。

　腕組みをして堂々と立っているレベッカの背後には、ミラベルとユニス、マックス、そしてアーニャの姿もあった。

　アッシュを含めると、総勢六名。アヴァロン聖竜皇騎士団のうち、聖都エスパーダに滞在しているメンバーがすべて、一堂に会したことになる。

「おはようございます」

　アッシュが挨拶の言葉を口にすると、

「もう正午をすぎているわよ？」

　ミラベルは呆あきれたように、アッシュを諭した。

「す、すみません」

「国家元首たる者、時間を忘れるとは言語道断だぞ？」

　マックスがちくりと釘くぎを刺してくる。真っ当な忠告だけに、アッシュはぐうの音も出なかった。

「ところで、アッシュ。新型シルヴァヌスが聖都上空に到着したようだが、みんなで迎えに行くか？」

　レベッカの提案に、アッシュは笑顔で応じた。
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　駐艦場の入口を衛兵が固めているため、だだっ広い場内は閑散としている。シルヴァヌスが動力機関を停止したため、今では些さ細さいな足音でさえ、空まで響きそうだった。

　アッシュが衛兵団に事情を説明し、駐艦場に入る許可を得た頃、ちょうど新型シルヴァヌスから降り立つ一団の姿が見えた。

　アッシュたちは一直線に、新型シルヴァヌスを目指した。

「姫様！」

　アッシュが呼びかけると、シルヴァヌスから降り立った一団は、いっせいにこちらを振り向いた。総勢二十名ほどの団体だった。

　シルヴィアだけでなく、鎧よろい姿すがたのヴェロニカや、バジリスクに騎乗したアヴドーチャ、さらには親衛隊長のグレンなど、見知った顔も多い。

「アッシュ！」

　シルヴィアは脇目も振らずに、こちらに駆けてきた。

　金髪ブロンドは丁寧に結いあげている。身なりはこざっぱりとした印象で、華やかさよりも知性を感じさせた。きっと公務を意識しているのだろう。頭には、一目で姫君だと判わかるティアラを戴いただいている。

　アッシュは意外に思った。数日ぶりに再会したシルヴィアが、思っていたより元気に見えたからだ。

　顔色は良いし、髪も星ほし屑くずのように輝いている。その表情は清すが々すがしくて、蒼氷色アイスブルーの瞳からは強い意志が感じられた。つい先日、エスカヴァロンの甲板で別れたときとは、別人のようだった。

「まるで一ひと皮かわ剝むけたような印象ね、シルヴィア。コゼットの行方について、なにか判ったのかしら？」

　ミラベルが訊たずねると、シルヴィアは首を横に振った。

「行方については……まだ判っていません。ただ、コゼットは間違いなく生きています」

　シルヴィアは断言すると、プリムから聞いた話を説明してくれた。

　プリムとコゼット──姉と妹をつなぐ絆きずなの強さに、アッシュは胸を打たれた。

「そっか。プリムさんが……良かったな、姫様」

「ああ。ドジは多いが、さすがにコゼットの姉なだけはあるな」

「ところで、そのプリムさんはどこにいるんだ？」

　アッシュは視線を巡らせたが、シルヴァヌスから降りた一団の中に、プリムの姿は見あたらない。

「プリムは、あくまでも艦内使用人だからな。駐艦時であっても──いや、駐艦時なればこそ、たくさんの職務が待ち受けているのだ」

「そうか……確かに、そうだな」

　以前、アッシュもヴェロニカの命令で、艦内使用人として働かされたことがあった。

　エーコが誕生した翌月のことだ。当時を思い出し、アッシュは懐かしい気持ちになった。

「……こほん。心配をかけたな、アッシュ。私はもう、大丈夫だ」

　凜りんとして宣言したシルヴィアを見て、アッシュは笑顔でうなずいた。

「──久しぶりだな、アッシュ」

　と、重苦しい金属音とともに、鎧よろい姿すがたのヴェロニカが歩み寄ってきた。その背後には、アヴドーチャとグレン、そして騎士国政府の閣僚たちがずらりと並んでいる。

「ご無沙汰しています、ヴェロニカ王女殿下！」

　アッシュは反射的に、直立不動となった。レベッカたちも背筋を正して、第一王女を出迎える。

「シルヴィアから、大体の事情は聞いている。どうやら貴様の周囲には、次々と厄介事が舞いこんでくるようだな？　まったく、魔導結社〈デミウルゴス〉など、聞いたこともない組織だが……カサンドラまでが関わっていたとは、姉として恥ずかしい限りだ」

　そういって、ヴェロニカは嘆息する。

「ヴェロニカ王女も、〈デミウルゴス〉のことはご存ぞん知じありませんでしたか」

「ああ。少なくとも、私の耳に入ったことは一度もない。だが、騎士王家の威信にかけても、奴やつらの尻尾をつかんでやるつもりだ」

「今回の大陸会議で、なにか新しい事実が判明するかもしれませんしね」

「うむ。エスパーダ聖庁は魔導結社〈デミウルゴス〉の件を、わざわざ議題に定めたくらいだからな。ただでさえ、エスパーダ聖庁の情報網は世界規模だ。そこに各国首脳陣が収集した情報が加われば、新しいなにかが見えてくるだろう」

「俺も、せっかく大陸会議に呼ばれたんですから、この数ヵ月で体験したことをすべて話すつもりです。正直、信じてもらえるかどうか、あまり自信はありませんが……」

「仕方あるまい。我が妹カサンドラに、帝国の第六皇女、そして商工都市連合の元首ドージエマキャベリまでが加入しているとは……この私とて、シルヴィアの報告でなければ一笑に付していたであろうな」

「ですよね……」

　アッシュはがっくりと肩を落としてしまう。

「まあ、その……なんだ。困ったことがあれば、私を頼れ」

「えっ？」

　意外に優しい言葉がかけられたので、アッシュは自分の耳を疑った。

「にっ、二度はいわんっ！」

　ぷいっと顔を逸そらしたヴェロニカは、ほんのりと頰ほおを赤らめていた。

　ヴェロニカの乙女らしい表情を前に、アッシュはドギマギとさせられるのだった。




　アッシュとヴェロニカたちが話しこんでいる間、アーニャはアヴドーチャとの再会を喜んでいた。

「久しぶりじゃのう、アーニャよ。息災のようでなによりじゃ！」

「はい！」

　アーニャはしばらくアヴドーチャと抱き合っていたが、ふと重要なことを思い出した。

「そうだ、ひとつ聞いてもらえますか？」

「おお、なんでも構わんぞ」

　アヴドーチャは嬉うれしそうに応じる。

「実は──」

　昨日、聖都の市街地で遭遇したタンタロス族について、アーニャは詳しく説明する。

「頰ほおに傷の大男？　しかも、得物は二本の戦斧バトルアツクスか。まさか……！」

　見る見るうちに、アヴドーチャの表情は険しくなった。

「心当たりがあるのですか!?」

「うむ……ひとりだけ、思いあたる奴やつがいる」

　アーニャは逸はやる気持ちを抑えつつ、アヴドーチャの顔を覗のぞきこんだ。

「アレクセイ・ボロディン──妾わらわの師に当たる男じゃ」

「アヴドーチャさんの!?　じゃあ、もしかして……あの大男と一緒に活動していたこともあるんですか？」

「いや、ボロディンは政治問題には無関心な男でな……奴が求めていたのは、あくまでも血と硝煙の世界──純然たる戦場だったのじゃ」

「純然たる……戦場？」

　アーニャはゾクリと身を震わせた。

「山岳地帯での民族紛争など、ボロディンのような猛も者さにとっては、幼稚なものだったじゃろう。妾わらわを一人前の兵士として鍛えあげたあと、忽こつ然ぜんと姿を消したのじゃ」

「そういえば、あの人……『とっくに山を下りた』といってました」

「山を下りたボロディンは、東方世界にわたり、傭よう兵へい団を組織したそうじゃ。そして、ついには多国籍傭兵組織〈ゲシュペンスト〉の頭目になったと……風の噂うわさで聞いた」

「〈ゲシュペンスト〉……？」

　初めて聞く名前だったが、アーニャはその不気味な語感に寒気を覚えた。

「妾も、連中の内部事情までは詳しく知らんが……最凶最悪の戦争屋らしい」

「そっ、そんな人だったなんて……！」

　確かに物騒極まる気配は感じたものの、あの巨漢の笑顔は人懐っこい感じがした。あの無邪気な笑顔と〝最凶最悪の戦争屋〟は、どうしても結びつかない。

「正直なところ、この妾とてボロディンを目の前にしたら……震えざるを得んじゃろう。なんといっても、奴はゼノグラヴィア戦争を体験した世代じゃからな」

「えっ!?　ちょっと待ってください。あの人……見た目は四十代でしたけど？」

「むっ、そうか。ならば、やはり別人かもしれんな。仮に奴が生きておれば、六十代後半のはずじゃからな」

「そうですか……」

　アーニャはホッと胸を撫なで下おろした。どうやら人違いだったようだ。

「とはいえ、優れた戦士というものは──えてして年齢不詳だったりするものじゃ。油断は禁物じゃぞ、アーニャ」

　──アヴドーチャさんが断言すると、妙に説得力があるなあ。

　アーニャはまじまじと、アヴドーチャを眺めた。

　どう見ても、その容姿は十代前半の少女にしか見えない。

　かつては〈断罪のアヴドーチャ〉として名を馳はせた、伝説級のテロリストである。実際のところは、そこそこ歳を食っているはずなのだが……。

「ん？　妾わらわの顔になにかついておるか？　それとも、妾の美貌に見とれておるのか？　うむうむ、いくらでも見とれるがよいぞ！」

　アヴドーチャは得意げになって、くるりと一回転してみせる。まるで子どもだった。

「あはは……」

　アーニャが苦笑していると、アヴドーチャは急に鋭い目をした。

「とにかく、そいつがボロディン本人であろうとなかろうと、アーニャに恐れを抱かせたほどの男じゃ。なにやら、きな臭くなってきたのう」

　アヴドーチャは心配げにつぶやくと、アーニャの両肩に手を置いた。

「身辺には気をつけるのじゃぞ、アーニャ。欲をいえば、アーニャにはアンサリヴァンで平和に暮らしてほしかったのじゃが……やはり戦闘民族タンタロスの血が、それを許さんのかもしれんな」

　アヴドーチャは溜ため息いきを吐いた。

「ごめんなさい、アヴドーチャさん。ヴェロニカ殿下とアヴドーチャさんに救っていただいた、大切な命ですが……あたし、やっぱりアッシュの力になりたいんです」

「まったく、アッシュの奴やつめ。どこまでも罪作りな……」

　アヴドーチャは不満顔でつぶやくと、アッシュの背をじろりと睨ねめつけるのだった。




　やがて、ヴェロニカが毅き然ぜんとして声をあげた。

「行くぞグレン、アヴドーチャ！　それと、シルヴィアもだ！　お前はロートレアモンの第四王女として参加するのだから、いつまでもアヴァロン聖竜皇騎士団と一緒にいては不自然だろう。聖都に滞在している間は、この私と行動を共にするのだ」

「はい、姉上」

　シルヴィアは神妙な顔でうなずくと、改めてアッシュのほうを向いた。

「しばらくの間、駐在アヴァロン大使は休業だな。次は、会議場で会おう」

「ああ。お互い頑張ろうな」

　アッシュが笑顔で手を振った、まさにそのときだった。

　はるか天空で、キラリとなにかが光ったかと思うと、流星さながら、なにかが高速で降りてきたのだ。

「あれは……聖竜マエストロだと!?　おい、グレン！　あのふざけた竜騎士ドラグナーはどこの所属だ!?」

　ヴェロニカが憤然として叫ぶが、グレンも珍しく戸惑っている様子だった。

「恐れながら……聖都出張に随行している竜騎士ドラグナーは、私が率いる親衛隊七騎のみです。全騎、この場にそろっています。あの騎影は……いや、あの御お方かたは、おそらく──」

　その刹那、グレンの声を遮るように、

「うぉおおおおおおん！」

　ぐんぐんと降下する聖竜マエストロが、威勢よく咆ほう哮こうした。

　まだ騎士の姿ははっきりとしないが、聖竜マエストロの全貌なら視認できた。

　その巨きよ軀くには、豪華な宝飾品の数々が装着されている。よく見ると、額には漆黒の宝珠が埋めこまれていた。

　間違いない、冥星石プルートウだ──と、アッシュは確信した。

「トリスタンだな！　じゃあ、乗っているのは──」

　今ではもう、肉眼でも騎士の姿を捉えることができる距離になっていた。

　そう、聖竜マエストロトリスタンの頭部には、絢けん爛らんたる女王の英姿。

「アッシュ！　会いたかったよ、アッシュ！」

　オスケイア女王は、きらきらと輝くドレスの裾を悠然となびかせながら、朗々と呼びかけてきた。

　そして轟ごう音おんとともに、トリスタンが駐艦場に着地する。勢い余って、綺き麗れいに整備された地面が陥没し、クレーターを形成してしまったほどだ。

　そんなことは気に留めず、オスカーは素早く飛び降りると、アッシュに向けて一直線に駆け寄ってくる。そして跳躍。

「アッシュ！」

「おわっ!?」

　慌てるアッシュ。

　オスカーはアッシュの胸に猛然と飛びこむと、そのまま押し倒してしまった。

「いててて……もう少し、まともな登場はできないのか？」

「捜す手間が省けたよ、アッシュ。まさか、こんなに早く君に会えるなんて」

　オスカーはアッシュに馬乗りになると、そのまま身体を前に倒す。

「ちゅっ」

　熱い唇の感触を、頰ほおに覚えた。

「わわっ、オスカー!?　公衆の面前だぞ？」

「そんな細かいことを気にしていたら、女王なんて務まらないさ」

「そこは気にしろよ！」

　アッシュの忠告を黙殺すると、オスカーは上半身をアッシュの身体に密着させた。

「……！」

　その扇情的な姿態に、アッシュの心臓は限界まで高鳴っている。

　弾力性を感じさせる乳房が、むぎゅっと押しつけられているのだ。オスカーが身じろぎするたび、豊かな双丘は波打って、アッシュを翻ほん弄ろうする。

　男装の麗人だった過去とは裏腹に、オスカーの胸もとは豊満だ。

　どこまでも深い谷間は、今やアッシュの視界一杯に広がっている。大きく開いた襟ぐりからは、見えてはいけない部分が、今にも零こぼれ落おちてしまいそうだった。

「ふふっ。少しは元気が出たかい？　ラブロックでの一件を小耳に挟んでいたから、実は心配していたんだけど」

「もう聞いているのか!?」

「もちろんさ。我が国の情報網を侮あなどってはならないよ」

「やっぱり、シェブロン王国はすごいな……」

　アッシュが感心の声を漏らしたそのときだった。

「このクソ虫女王があああああっ！」












　隻眼のメイドが飛びこんでくるなり、オスカーの首筋をむんずとつかんだのだ。

「セレスじゃないか！」

　アッシュは思わず叫んでいた。

「ふん、また会ったな……アッシュ」

　精巧な人形めいた美貌。左目の眼帯。後頭部で結いあげた銀髪。黒を基調としたメイド服は、スカート丈が短いのが特徴的だ。

「まったく！　ここ最近、やっと女王らしい風格が身に付いてきたと感心していたら、このザマだ！」

　セレスはプンプンと怒りちらしている。

「ちょっと待ってくれ、セレス？　君は一体、どうやって僕に追いついたんだい？」

「はっ！　このあたしの目を誤ご魔ま化かせると思ったか？　トリスタンの尻尾にしがみついてきたに決まっているだろうが！」

「はは……そいつは、命懸けだったね」

「お前がいうな！」

　オスカーとセレスのやり取りは相変わらずで、アッシュは笑みを零こぼしてしまったが、気になったことを訊たずねることにした。

「なあ、オスカー？　もしかして、王都アーカムから聖都エスパーダまで、単騎で飛んできた……わけじゃないよな？」

「ははっ、違うよアッシュ。途中まではね、ちゃんと魔導艦クラウ・ソラスに乗っていたんだ。だけど、一刻も早く君に会いたくてね……こっそりと離脱したのさ。まさかセレスが尻尾にしがみついていたとは気づかなかったけど」

「とんでもない女王様だな……」

「あと十五分もすれば、我がクラウ・ソラスも聖都に到着するはずさ」

　オスカーはしれっとしている。

「あ、そうだ。迎げい賓ひん館かんでは、僕はアッシュの部屋で生活しようかな」

「待て待て！　さすがにそれは……！」

　アッシュは目を白黒させた。

「……おい、オスカー！　久しぶりの再会ということで、あえて黙って見守っていたわけだが──もう我慢できん！」

　と、そこで足音も荒々しく、シルヴィアが一歩を踏みだした。アッシュからオスカーを引きはがそうとする。

「シルヴィアのいう通りよ。もう少し、女王としての立場を考えたらどうかしら？」

　ミラベルもシルヴィアと肩を並べると、苦言を呈した。

「あたしも……神聖なエスパーダで、そういうことをするのは……よくないと思う」

　もじもじとしながら、アーニャまでが口を出してきた。

「まったく、君たちはお堅いなあ」

　オスカーは嘆息すると、ようやくアッシュを解放してくれた。すっくと立ち上がると、ドレスの裾を手早く払う。

「……あれ？」

　と、オスカーは「なにかが物足りない」といわんばかりに、周囲に視線を巡らせた。そして、思案顔で訊たずねてくる。

「エーコはどうしたんだい？　こういうとき、真っ先に怒りだすのはエーコだと相場が決まっているのに」

　アッシュもようやく立ち上がると、真面目に答えた。

「ああ、話せば長くなるんだけど、エーコはしばらくの間、修行することになってな。実は今朝、出発したところなんだよ」

「へえ……正直、アヴァロン聖竜皇としてのエーコは、現時点でも世界最強だと思うんだけど、さらに上を目指すのか」

「そういうわけだ。エーコ自身が、自分の意志で決めた」

「ふっ。その心意気はいいね。いや、ちょっと待てよ？　エーコが不在ということは、ふふっ。これはもう、絶対的な好機到来じゃないか！」

　いつしかオスカーは、獲物を狙う猛もう禽きんの目をしていた。

「待て待て！　その邪悪な笑みはなんなんだ!?」

　アッシュが恐々としていたら、がしゃり……と、背後で恐ろしい金属音が鳴った。

「おい、シェブロン王国の新女王。貴様とは一度、じっくり話したほうが良さそうだな？」

　なんと、ヴェロニカが戻ってきたかと思うと、アッシュとオスカーの間に割りこんだのである。ぴくぴくと頰ほおを引きつらせながら、オスカーに肉迫した。

「これはこれは、ヴェロニカ王女」

　──がしっ！

　両者は申し合わせたように、手と手を組み合わせた。

　唐突に、壮絶な力比べが始まってしまう。

「おやおや。一応、僕は騎士国の宗主国に当たるシェブロン王国を統すべる女王なんだけどね……いささか態度が大きすぎやしないかい、ヴェロニカ王女？」

「今は国家間の上下関係など、どうでもよい！　怖いもの知らずな若造に礼儀を叩たたきこむのは、年長者の義務であろう？」

「ふっ。嫉妬に狂う〝女〟の顔でいわれても、説得力はないなあ。そもそも、どうして僕とアッシュがイチャイチャしているからといって、ヴェロニカ王女が怒らねばならないのかな？　エーコやシルヴィアならともかく──」

「むぐっ!?　そ、それはだな……」

　ヴェロニカは真っ赤になると、言葉を詰まらせる。急速に勢いが弱まってしまい、力比べはオスカー優勢となった。

「はは～ん。どうやらヴェロニカ王女も、アッシュとあんなことやこんなことをしてみたいと思っているようだね？」

「なっ、なにを破廉恥な……！」

「おやおや、どうして破廉恥だと思うんだい？　僕は決して、具体的なことはなにもいっていないのに」

「ぐっ……！」

「まったく、アッシュも罪な男だね。あの〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉を惚ほれさ──」

「まっ、待て！　それ以上はいうな！　後生だ……」

　いつしかヴェロニカは涙目になっていた。しかも恥じらう乙女のように、頰ほおを染めて懇願しているのだ。

「くっくっ。ほらほら、アッシュが見ているよ？　こんなに勇ましいところばかり見せていては、アッシュはあなたを女性としては見てくれなくなるんじゃないかな？」

「ぐはっ……！」

　胸のど真ん中を撃ち抜かれたように、ヴェロニカはショックを受けた。今にもその場でくずおれてしまいそうだったが、ガシャッと鉄靴を鳴らし、なんとか踏ふみ留とどまる。

「女王よ……貴様とはいずれ、決着をつけねばなるまいな。いろいろな意味で」

　ヴェロニカは物騒な言葉を漏らすと、オスカーに背を向けた。そして、傲然と一喝。

「シルヴィア！　アヴドーチャ！　グレン及び親衛隊の各員！　そして大臣ども！」

「はっ、はい！」

　慌てて直立不動になるシルヴィアたち。年輩の閣僚たちでさえ、新兵のごとく緊張している。

「これより迎げい賓ひん館かんに向かう！」

　一同がぽかんとして見守る中、ヴェロニカは大股で歩きだすのだった。





　　　　◇






　先ほどオスカーが予想した通り、それから十五分ほどが経過した頃、シェブロン王国軍の旗艦──クラウ・ソラスの弐号艦が、聖都上空に姿を現した。

「やっと来たね。主君に遅れをとるなんて、まだまだ教育がなっていないなあ」

　飄ひよう々ひようとして、うそぶくオスカー。

「このクソ虫が！　悪いのは一方的にお前だろうがっ！」

　セレスに詰め寄られ、さすがのオスカーもたじたじとなってしまう。

「クラウ・ソラスの弐号艦か。昼間にじっくりと眺めるのは、初めてだなあ」

　アッシュは小手をかざすと、大型魔導艦の威容を惚ほれ惚ぼれと眺めやった。こちらも新造されて数ヵ月しか経たっておらず、その外部装甲はきらきらと輝いている。

　そのときだった。

「おいっ、大変だ！　あれは『ロスヴァイセ』！　ゼファロス皇室の艦だぞ！」

　双眼鏡を手にした衛兵隊長が叫ぶと、駐艦場に緊張をもたらしたのだ。

　その声に釣られて、誰もがいっせいに空を見上げた。

　事実、クラウ・ソラスとは反対の方角から、一隻の艦が接近していた。

　帝国皇室は、伝統的に機械式の大型航空艦を好むといわれている。昨年、聖竜皇として覚醒したエーコが踏みつぶしたベオウルフも、例外ではなかった。

　だが、ロスヴァイセは小型の魔導艦だった。白を基調とした艦体は、およそゼファロス帝国製とは思えないほど優美で、気品に満ちあふれている。楚そ々そとした白鳥のようでもあった。

「あれが、ゼファロス帝国製の魔導艦なのか。綺き麗れいだな」

　アッシュは思わず見とれた。

「それにしても……この状況は、ちょっとまずいね」

　と、オスカーが苦々しげにつぶやく。

「確かにな。このままでは、王国艦と帝国艦が睨にらみ合あうことになりそうだぞ？」

　レベッカも憂慮の表情を浮かべている。

　事実、聖都上空では二隻の艦がじっと睨み合ったまま、滞空を続けているのだ。

　派手な動きこそないものの、胃を締めつけられるような緊張が感じられた。

　互いに牽けん制せいし合っているのは明らかだ。

「そうだ、いっそ同時に着陸するというのは──」

　アッシュが自分のアイデアを提案しようとした矢先、

「う～む。駐艦場がもっと広ければ、同時に着陸って選択もあるんだがなぁ」

「いかんせん、あの限られたスペースに同時着陸というのは、わずかな操作ミスで接触になりかねん。そうなったら、余計に大問題だぞ？」

「そもそも聖都の航空法で、着陸時は一隻ずつと定められている」

　衛兵たちがひそひそと私語を交わしているのが、耳に飛びこんできた。

「同時着陸は無理か……」

　がっくりと肩を落とすアッシュ。

　そんなアッシュに追い討ちをかけるように、

「ラクエルが仲裁してくれればいいのだけれど、この時間帯は……おそらく聖務の真っ最中だと思うわ」

　ミラベルが時計を確認しながら告げた。

「ラクエルも頼れないか……」

　アッシュは拳こぶしを握りしめた。

　このまま膠こう着ちやく状態を続けさせるわけにはいかない。

　一方はシェブロン王家、他方はゼファロス皇家の威信を背負っている。

　双方ともに、自分のほうが相手を待たせ、先に着陸するべきだ──と考えているのだろう。さすがに砲撃戦にはならないと思うが、相手がゼファロス帝国の皇室艦というのが、気がかりだった。

　万が一、常識の欠けた皇族が指揮を執っていたら……と思うと、ゾッとした。

　──こうなったら、俺がなんとかするしか……！

　アッシュは決断すると、叫んだ。

「オスカー、トリスタンを借りるぞ！」

「ふっ、そうこなくっちゃね。もちろん僕も一緒さ！」

　オスカーは瞬時にして、アッシュの意図を読み取った。ドレスの裾を無造作にたくし上げると、あられもなく脚をさらして跳躍。トリスタンの頭部に、美しく着地を決めた。そして、アッシュに手を差しのべる。

　続けざま、アッシュも大地を蹴ると、空中でオスカーの手を握りしめた。見た目はたおやかな女王ながらも、アッシュを軽々と引っ張り上げてくれた。

　アッシュを相乗りさせるなり、オスカーは叫ぶ。

「行くぞ、トリスタン！」

「うぉおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　主人の意志に応え、トリスタンは颯さつ爽そうと飛ひ翔しようした。





　　　　◇






　トリスタンがクラウ・ソラスとロスヴァイセの間に割りこむなり、駐艦場はおろか、聖都のあちこちでドッと歓声が沸き起こった。

　予想外に注目を浴びてしまい、アッシュはくすぐったい気分になったが、まずは両陣営に向けて叫ぶ。

「俺はアヴァロン聖竜皇騎士団の団長、アッシュ・ブレイク！　ここは聖都上空です！　双方とも、それ以上の睨にらみ合あいはやめてください！」

　続けざま、オスカーも威厳に満ちた声を張りあげる。

「我が名はオスケイア！　シェブロンの女王である！　当方に交戦の意志はない！　願わくば、そちらの指揮官と話がしたい！」

　オスカーの申し出を最後に、耳が痛いほどの静寂が訪れた。今ではもう、聖都の住民も衛兵たちも、固唾かたずを吞のんで上空を見守っている。

　やがて──。

「ふっ。いくらドラゴンの加護があるとはいえ、ロスヴァイセからの射程内に身をさらすとは良い度胸だ。ならば、こちらも相応の敬意を表さねばなるまいな──」

　芯の強い声とともに、ロスヴァイセの甲板に現れたのは、白しら百ゆ合りのように楚そ々そとした美貌に、強烈な覇気を感じさせる少女だった。

　帝国軍の士官服をベースとしながらも、随所に典雅な装飾をほどこした衣装を、華麗に着こなしている。身体の内側からにじみ出るような気品は、高貴な身分であることを充分に窺うかがわせた。

　特筆すべきは、少女の右肩から左腰にかけて覗のぞいている巨大武器だ。

　騎銃と長剣を合体させたような、個人携帯武装。おそらくは魔導兵器の一種だろうと、アッシュは察した。腰に差すのではなく背負っているのは、大きすぎるからだろう。

　あんなに華きや奢しやな身体で、本当に振り回せるのだろうか……と、アッシュは失礼なことを考えた。

　少女は軍靴の踵かかとを鳴らしつつ、ロスヴァイセの舳へ先さきまで歩み寄ると、

「我が名はルクレツィア・エーデルガルト・フォン・ゼファロス！　第五皇女である！」












　威風堂々、名のってみせた。

「へぇ。彼女が帝国首脳陣の筆頭ってわけか。確か、その二つ名は〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉──噂うわさ通り、とんでもない得物を背負っているね」

　オスカーが感心した風に、アッシュの耳もとでささやく。さすがはシェブロン王国の情報網だけあって、既に調査を済ませていたようだ。

「では、ルクレツィア皇女に問おうか。一介の姫に過ぎない身分でありながら、この僕──オスケイア女王の艦に道を譲らないつもりかい？」

「そうだな……こんなところで意地を張るのがバカげているのは、百も承知。だが、こちらにも面子めんつがある。ここで大人しく引き下がったりしたら、帝国皇室の名折れである！」

　オスケイア女王を前にしても怯ひるむことなく、ルクレツィアは堂々と振る舞ってみせた。

　まだ十八歳前後と思われるが、若さに似合わず肝が据わっている。

　そもそも皇女でありながら、護衛をひとりも連れていないのだ。よほど腕に自信があるのだろうか。

　──こいつは厄介なことになりそうだぞ……。やっぱりラクエルじゃないと仲裁は無理なのか？

　アッシュが悶もん々もんとした気持ちを抱えていると、ルクレツィアが言葉を続けた。

「──とはいえ、このまま睨にらみ合あうのが不毛なのは理解している。そこで相談だが……おい、そちらの少年！　先ほど、アッシュ・ブレイクと名のったな？　本当に、貴公がアヴァロン聖竜皇騎士団の団長なのか？」

　ルクレツィアに声をかけられ、アッシュは戸惑った。

「はい……そうです」

「そうか。本当に、貴公がアッシュ・ブレイクなのだな。ちょうどいい。貴公の英雄的行為の数々は、我が耳にも届いている。一度、じっくり話してみたいと思っていたのだ」

　ルクレツィアは破顔した。意外と可愛かわいらしい笑顔だったので、アッシュは思わず見とれてしまう。

「我が艦は、これより聖都周辺を一回りする。その間、この私と会談しないか？」

「会談……ですか」

　アッシュが戸惑っている間にも、ルクレツィアの視線はオスカーを向いていた。

「女王よ！　しばし、アッシュ・ブレイクの身柄を借り受けるぞ。我が艦が聖都近郊を周遊している間に、着陸するがよい！」

「なるほど。それなら、帝国皇室の看板に傷がつくわけでもないってわけか。アッシュを貸すのは癪しやくだけど……落としどころとしては悪くないね」

　オスカーは人の悪そうな笑みを漏らした。

「あの、オスカー？　俺の意思は……？」

　戦々恐々となるアッシュ。

「ま、取って食われるようなことはないんじゃないかな？」

　オスカーは飄ひよう々ひようとして笑うと、アッシュをロスヴァイセの甲板に降ろすのだった。





　　　　◇






　ロスヴァイセの甲板士官たちは、先ほどアッシュたちが会話をしっかりとモニターしていたのだろう。ルクレツィアとアッシュが艦橋に入るやいなや、魔導艦ロスヴァイセの舳へ先さきを転換させ、遊覧飛行を始めた。

　ルクレツィアに先導され、アッシュは艦橋内の通路をまっすぐ進む。途中、すれ違った兵士たちは、ルクレツィアが現れるなり両側に飛とび退のいて、直立不動の敬礼となった。

「ここが私の部屋だ。入るがよい」

　いくつかの扉を素通りしたあと、ようやくルクレツィアは足を止めた。

「お邪魔します……って──!?」

　室内に一歩を踏み入れるなり、アッシュは息を吞のんだ。

　ピンクを基調とした、可愛かわいらしい部屋だ。調度品も、年頃の乙女が好みそうなデザインばかりである。天井には豪華なシャンデリアが吊つるされていた。

　極めつけは、天蓋付きの寝台──いわゆる〝お姫様ベッド〟だ。そこには、大きなクマのぬいぐるみが何体も置かれていた。

　まるで軍用艦の内部に、突如として貴族令嬢の寝室が出現したような印象だった。

「ふん。どうせ、私には似合わないとでも思っているのだろう？」

　ルクレツィアは腕組みをすると、ムスッとした顔になる。

「い、いえ、そういうわけでは！」

「こう見えて、私は可愛いモノが大好きなのだ。悪いか？」

「趣味は人それぞれですし、悪くないですよ。ただ、ちょっと意外に思っただけで……」

「『帝国人からは機械油の臭いがする』、『帝国人は美を解さない』、『帝国の空は昼間でも煤ばい煙えんに覆おおわれている』──どうやら貴公も我が国に対して、このような印象を抱いているようだな？」

「す、すみません。確かに、多くの騎士国民が帝国に抱いているのは、そういったイメージです」

　アッシュは素直に認めた。下手にその場を取り繕っても、この皇女ならすぐに看破するだろうと察したからだ。

「いや、構わぬ。残念ながら、それは事実だからな。ならばこそ、私は帝国を変えたいと思っているのだ。優れた機械文明を誇りつつも、シェブロン王国にも負けぬほどの美意識が感じられる国。そしてなによりも、平和を愛する国に変えたいのだ」

　アッシュは驚かされた。「平和を愛する国家」というフレーズを、帝国の皇女が口にしたのである。

「なんだ、そんなに意外か？　いっておくが、すべての帝国人が好戦的なわけではないのだぞ？　とりあえず、適当に座るがよい」

　アッシュはうなずくと、手近なソファに腰かけようとしたのだが、

「そうだ。しばしの間、こいつを預かっていてくれ」

「えっ？」

　ルクレツィアはなにを思ったか、その物騒な魔剣をアッシュに手渡した。

「……っ！」

　ずしりとした重量感に、アッシュは度肝を抜かれた。かろうじて踏ん張ったが、落としていたら大恥をかいていたところだ。

「ほう。我が魔剣ユングフラウの重みに、よくぞ耐えたな。並みの男であれば、ぶざまに落っことした挙げ句、両足の甲を砕かれていたところだが」

　ルクレツィアは感嘆の声を漏らすと、微笑を浮かべる。

「では、私は準備をするから、ここで待っておれ。ユングフラウなら、壁にでも立てかけておけばいい」

「準備？」

　なんの準備をするというのか、アッシュにはわけが解わからない。が、ルクレツィアは答えることなく、部屋の奥に引っこんでしまった。なにか作業を始めたのか、かすかな気配だけが伝わってくる。

　不思議に思いつつ、アッシュは魔剣を壁に立てかけると、ふかふかのソファに身体を預ける。ソファの片隅にも、クマのぬいぐるみが置かれていた。

　──クマが好きなのかな？

　アッシュはほのぼのとした気分で、そんなことを考えるのだった。




　そのまま五分ほどが経過して、部屋の奥から香ばしい匂いが漂ってきた頃──。

「待たせたな、アッシュ」

「……っ！」

　戻ってきたルクレツィアを見るなり、アッシュは目を剝むいた。

　あの〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉が、今ではフリルたっぷりのエプロンを身に着けて、トレイを手にしているのだ。載っているのは、ふたり分のカップと焼き菓子だった。

　どうやら、部屋の奥はキッチンになっているらしい。皇女殿下の私室に厨ちゆう房ぼう設備があること自体が、驚きだった。

「ちょっ!?　皇女殿下自ら、そんなことまで……！」

　アッシュは思わず立ち上がった。

「なにを驚いている？　確かに私は皇女だが、珈琲コーヒーを淹れるのは趣味のひとつなのだ。まあ、そう固くならずに付き合うがいい。豆のブレンドも、私のオリジナルでな」

「はあ……」

　アッシュは再びソファに腰を下ろす。ルクレツィアは対面のソファに座ると、テーブルにカップや皿を並べていく。カップにも皿にも優美な装飾が施され、皇女の趣味の良さが伝わってきた。

「そ、それでは……いただきます」

　アッシュは緊張気味にカップを手に取ると、暗褐色の液体を一口、味わってみる。

「──っ！」

　その刹那、頭頂に落雷を食らったような衝撃を受けた。

　──待て待て！　一瞬、世界の終末を想像したぞ!?

　皇女の手前、かろうじて噴きだすのは回避した。もし噴きだしていたら、今頃、皇女の美貌は珈琲に塗まみれていたことだろう。

　以前、アッシュはエーコとシルヴィアの手料理を口にした結果、失神してしまった経験があるが、あれよりは多少マシといった程度だろうか。

「どうだ、味のほうは？」

　アッシュは舌の痺しびれに耐えながらも、「なかなかのお手前で……」とだけ答えた。

　皇女は微笑で応じると、自身も珈琲を一口すする。アッシュがハラハラしながら見守る中、「ふむ……なかなか良い出来だ」と、満足そうにうなずくのだった。

　アッシュが戦せん慄りつを覚えたのは、いうまでもない。

　──もしかして、とんでもない味音痴……なのかな？

　アッシュがそんな風に思っていると、ルクレツィアは焼き菓子のほうに目を向けた。

「ちなみに、こちらの菓子は使用人の手作りだ。一応、私も菓子作りに挑戦したことがあるのだが、一度爆発事故を起こしそうになってな。以来、禁止されてしまったというわけだ……実に遺憾である」

「そ、そうですか……」

　アッシュは心の底から安あん堵どすると、焼き菓子を一口囓かじってみる。生地の柔らかさは絶妙のふんわり感で、上品な味わい。かすかにレモンの風味が感じられた。

「んっ、おいしいですね！」

「そうだろうそうだろう。珈琲のおかわりが欲しくなるほど美味であろう？」

「はは……」

　アッシュは頰ほおを引ひき攣つらせつつも、なんとか笑顔で応じるのだった。




　お腹なかが満たされた頃、ルクレツィアは手近なぬいぐるみを引き寄せると、膝の上に乗せた。そして、アッシュを真顔で見つめる。妙に鬼気迫る視線だったので、アッシュは戸惑ってしまった。

「あの……俺の顔に、なにかついてます？」

「そ、そうではない。ただ、男とふたりきりというのは、慣れておらんのでな……この子は、いわば魔ま除よけだ」

　そういって、ルクレツィアはクマのぬいぐるみをギュッと抱きしめた。

「いやいや、魔除けって……一体、俺についてどんな噂うわさを聞いていたんですか？」

「まだ学生の身分でありながら、アヴァロン聖竜皇騎士団を立ち上げ、その団長に就任した竜騎士ドラグナー……騎士国を壊滅の危機から救った英雄であると同時に、ユリエル王子を打倒して、オスケイア女王が即位するきっかけを与えた張本人だと聞いている」

　面と向かってそんな風にいわれると、照れてしまうアッシュだったが──。

「……しかし、だ。その一方で、自国の領土たる魔導艦エスカヴァロンに多数の少女を住まわせて、一大ハーレムを築いた挙げ句、夜な夜な魔王や淫獣のごとく……くっ、口にするのも憚はばかられるような、破廉恥な行為にふけっているとかなんとか──」

「いやいやいやいや！　前半はともかく、後半は明らかにデマですよ！」

「そうなのか？」

　きょとんとして、ルクレツィアは小首をかしげる。

「当たり前でしょう！　大体、殿下はそんな男だと勘違いした上で、俺を自分の部屋に引き入れたんですか？」

「ふん。万が一、貴公が私に襲いかかろうとしていた場合、そこの床に三つに分断された屍しかばねが転がっていたであろうな」

　こともなげに、ルクレツィアは物騒なことを口にした。

「はは……そ、それは怖いですね」

「ところで、アッシュ・ブレイク」

　と、ルクレツィアは表情を改めた。たちまち、室内の空気がピンと張り詰める。

「私が貴公を招待したのは、他でもない。我が野望を聞かせるためだ」

「野望、ですか」

　アッシュはごくりと、固唾かたずを吞のんだ。

　この風変わりな第五皇女が抱く野望とは、一体なんなのか？

「心して聞くがいい。我が野望とはただひとつ──」

　そして、ルクレツィアは威風堂々、宣言してみせたのである。

「次期皇帝の座に就くことだ」

　アッシュは言葉を失った。時間が止まったかのように、しばらく沈黙が続いたが、先に口を開いたのはルクレツィアのほうだった。

「唐突すぎて、驚かせてしまったようだな。だが、これは真面目な話なのだ。アッシュ・ブレイクよ、貴公は我が野望をどう思う？」

「そうですね……あなたが帝国の現状を憂い、自分の欲望のためではなく、民の幸福のために帝位を必要としているのであれば、それは喜ばしいことです」

　慎重に言葉を選びつつ、アッシュは答えた。

「うむ。まさしく、私は帝国の現状を憂いている。ここだけの話だが……今や皇帝──我が父は機械装置によって、かろうじて命を繫つなぎとめられている状態なのだ」

「なっ!?」

「国内の有力貴族どもは、当然のごとく色めきたっておる。既に皇太子派、第二皇子派に分かれて、暗闘を始めている始末だ。報道を規制しているため、まだ諸外国には漏れていないと思うが、それも時間の問題であろうな」

「そこまで切迫していたのですか……」

「まあ、貴公らにとっては、ありがたい状況なのだろう。現状、帝国貴族どもは国内のことで精一杯で、国外に目を向けるような余裕はないのだからな」

「確かに、そういう考え方もあるかもしれませんね」

「問題なのは、皇太子も第二皇子も、ともにシェブロン王国とロートレアモン騎士国に対し、盲目的とさえいえる敵意を抱いていることだ。情けない話、我が兄たちは忌まわしき洗脳教育を受けた結果、本気でこの大陸の覇権を握ろうとしている。ああいう輩が次期皇帝になったが最後……第二次ゼノグラヴィア戦争が勃発することになるだろう」

　アッシュは絶句した。

「我が国は領土を拡大する過程で、多種多様な人種を自国民として引き入れてきた歴史がある。だがな、ばらばらな民族の心をひとつにまとめるためには、どうしても民心を外敵に誘導することで、結束させるほかないのだ。そのための、偏向教育というわけだ」

「そういえば……ゼノグラヴィア戦争で活躍したドラゴンは、王国と騎士国では聖獣扱いですが、帝国では〝悪しき獣ニーズヘツグ〟と呼ばれているとか……」

　基礎過程ユニオスの学生だった頃、アッシュは授業でそんな話を聞いたことがあった。

「それもまた、偏向教育の一環なのでしょうか？」

「ああ。恥ずかしい限りだが、その通りだ」

　ルクレツィアは神妙な顔でうなずいた。ふと、アッシュは疑問を抱く。

「では、ルクレツィア殿下の場合、偏向教育に惑わされることはなかったのですか？」

「うむ。私は帝都バレンボイムから遠く離れた土地で暮らし、諸外国の文献に触れる機会も多かったからな」

「そういえば、シェブロン語もお上手ですよね」

「皇族なら当然のことだ」

　ルクレツィアは誇らしげに応じた。

「とにかく、私は第二次ゼノグラヴィア戦争の勃発など、絶対に許せんと考えている。私が皇位を目指すのは、決して我欲のためならず。この世界の未来のためなのだ」

「そういえば、ラクエルが──いえ、ラクエル猊げい下かがおっしゃっていました。この世界の未来のためにこそ、大陸会議に参加してほしいと」

「ほう、さすがは猊下。まさしく大陸会議エリユシオンとは、この世界の未来──無論、幸福な未来を築くためにこそ開催されるのだ」

　ルクレツィアの表情はとても真摯で、決して噓うそ偽いつわりのない言葉なのだろうと思えた。

「アッシュ・ブレイクよ。もし貴公の尽力がなければ、シェブロン王国で史上初の女王が誕生することはなかったであろう」

「いや、そんな大おお袈げ裟さな……」

「どうだ、アッシュ？　いずれ帝国では、必ず皇位継承戦争が勃発する。そのときは、私のことを思い出してほしい。今日のところは、それだけだ──」

　抱き締めていたぬいぐるみを脇に置くと、ルクレツィアは腰を上げようとした。

「あ、待って下さい！　実は俺のほうも、どうしても訊たずねたいことがあったんです」

　アッシュは咄とつ嗟さに、皇女を引き止めた。

「この私に、か？」

「はい。アンネゲルト第六皇女殿下の姉君である、あなたに──です」

「むっ？　どうしてそこで、不肖の妹が出てくるのだ？」

「信じてもらえるかどうか、解わかりませんが……先日、アンネゲルト殿下に襲撃を受けたからです。彼女は魔導結社〈デミウルゴス〉という組織の幹部として、暗躍しています」

「なんだと？　〈デミウルゴス〉といえば、第八回会議の焦点ではないか。エスパーダ聖庁が悪と定めている秘密結社に、我が妹が加入しているのか？」

「すぐには信じられないと思いますが、事実です」

「だが、襲撃とはどういうことだ？　少なくとも、アンネゲルトが独自に動かせる軍隊など、ないはずだ。まさか……〈デミウルゴス〉とやらが兵力を与えたのか？」

「アンネゲルト皇女は、ドラゴン型の機械兵器を駆り、単騎で騎士国に現れたのです」

　ルクレツィアは愕がく然ぜんとして、拳こぶしをわなわなと振るわせた。

「なんたることだ……。一国の皇女ともあろう者が、怪しげな結社とつるんだ挙げ句、機械兵器に乗って他国に侵入とは……言語道断である！」

　ルクレツィアは本気で憤っている。今にも魔剣を携えて、外に飛びだしてしまいそうな様子だった。が、さすがに「こほん」と咳せき払ばらいをすると、冷静さを取り戻した。

「我々のほうでも、独自に調査しておこう」

「ありがとうございます、ルクレツィア殿下。それと、もし〈デミウルゴス〉の手先が殿下の前に現れて、甘言を弄ろうしたとしても──毅き然ぜんとした態度で断っていただけますか？」

「当然だ。どうやら、我々は仲良くできそうだな」

　ルクレツィアは力強くうなずくと、手を差しのべてきた。

「はい、殿下」

　かくして、アッシュはルクレツィアと固い握手を交わすのだった。





　　　　◇






　各国の首脳が、続々と聖都に集結しつつある頃──。

　海上では、五隻の巡洋艦に護まもられた戦艦が進んでいた。

　ラブロック商工都市連合海軍の旗艦「トロヴァトーレ」である。

　甲板では、水着姿の元首ドージエ──フランチェスカ・マキャベリが、色鮮やかなパラソルの下で、その豊満な肢体を惜しげもなくさらしていた。

　まるで、バカンスに興じる貴族令嬢といった雰囲気である。

　サイドテーブルには、ワインボトルを何本も並べている。右手には、クリスタルカットのワイングラス。血のように赤いワインを、なみなみと注いでいた。

「──お嬢様」

　と、そこに秘書のヴィットーリアが歩み寄ってきた。

「予定では、本艦は大陸会議開催日の前日、目的地に到着予定です」

「そうか。いよいよだな、ヴィットーリア。血が騒ぐとは、今のような気分をいうのであろう」

　マキャベリはワイングラスを傾けつつ、感慨深げにつぶやく。そして、ニッと妖しい笑みをこぼした。

「くくっ。すべては〝盟主殿〟のシナリオ通り──」





"Imperial Princess ～A.S.B.1366.05～" is closed.








間話　リンダの研修旅行









　第八回大陸会議〈エリュシオン〉の開催まで、あと五日と迫ったその日──。

　学院都市アンサリヴァンから首都フォンティーンへと至る街道を、大型竜車の列が進んでいた。

　騎竜学院の新入生を乗せた、合計十台の大型竜車。その車列は壮観の一言に尽き、街道の脇には見物人が集まっている。

　リンダ、ロザリー、セルマの三名も、竜車の一台に乗っていた。

　窓際にセルマ、中央にリンダ、通路側にセルマが腰かけている。

　この研修旅行の目的は、竜騎士ドラグナーや竜飼い人ブリーダーが実際に働く現場の見学である。

　中でも、ロートレアモン聖竜騎士団の訓練風景を見学できることは、生徒たちの間でも話題になっていた。

　また、スケジュールには首都の観光も入っている。

　首都での滞在期間は、実に一週間にも及ぶのだった。

「大陸会議エリユシオンと重なっちゃったのは、ほんと残念だったね」

　ロザリーが悪戯いたずらっぽく、リンダの頰ほおをつっついてきた。

「ううっ。できれば兄さんと一緒に、エスパーダ聖庁を見学したかったです」

「まあ、まずは立派な成績を残して、その上で生徒会入りを目指すんだね。単にアッシュ先輩の妹だからって理由で生徒会に入ったりしたら、周囲から妬まれるよ？」

「正論すぎて、リンダは返す言葉を持ちません……」

　リンダはしょぼんと肩を落とすと、小さくなってしまう。

「あ、そういえば～。相パ棒ルの名前って、もう決めてる？」

　と、セルマが藪やぶから棒ぼうに訊たずねてきたので、リンダもロザリーも苦笑した。セルマのマイペースなテンポ感は、いつものことだった。

「パルの名前？　そういえば、まだ決めてないわね。リンダは決めてるの？」

「もちろん、決めてますよ。リンダのパルは、『パーシヴァル』です」

　リンダは元気を取り戻すと、自信たっぷりに宣言した。

「それって、絵本に出てくる英雄の名前だよね。小さい頃に、兄さんに読んで聞かせてもらったとか？」

「ロザリー!?　どっ、どうして解わかったんですか!?」

「いや、バレバレでしょ……」

　呆あきれたように、半眼でリンダを見やるロザリー。

「リンダちゃんらしいよねぇ～」

　セルマはお母さんよろしく、「ふふふ」と微笑ほほえんでいる。

「やっぱり、子どもっぽいですか……？」

「いや、あんたがいいと思うなら、それでいいんじゃない？　あんたのパルなんだしさ」

「うんうん。わたしも、そう思うよ～」

「そうですよねっ！」

　リンダはパッと顔をあげると、ロザリーとセルマの腕をギュッと引き寄せた。

「ふふっ。リンダは、ロザリーもセルマも大好きなのですっ！　大陸会議のことは、すっぱりと忘れます！　こうなったら、とことん研修旅行を楽しんじゃいますよ！」

「うむ。その意気や良し！」

「それでこそ、リンダちゃんだよ～」

　ロザリーとセルマは満面の笑みを浮かべて、リンダを両脇から抱き締めるのだった。





"School Excursion ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第七話　戦場のプレリュード









　アッシュは大陸会議の当日にそなえて、こまめにオスカー、ヴェロニカとシルヴィア、そしてルクレツィアのもとに通っては、打ち合わせを重ねた。

　事前に魔導結社〈デミウルゴス〉についての情報を共有しておけば、大陸会議もスムーズに進行するだろう、と考えたのだ。

　そして、皆で知恵を出し合った結果、

　──『エリュシオン包囲網』

　という題名の論文を完成させた。

　前半部は、アッシュたちが魔導結社〈デミウルゴス〉について知り得た情報の、詳細な解説である。元首ドージエマキャベリや、アンネゲルト第六皇女についても明記した。参考資料として、ブリュンヒルデの素材として使われていたミスリル合金の欠片も添付した。

　後半部は、いわば作戦案となっている。国家間で連携し、捜査活動を強化すること。国民に〈デミウルゴス〉の情報をきちんと提供し、注意を促すこと。さらには、ミスリルのようなレアメタルの輸出を規制すること……などを論述した。

　こうした活動を各国政府が実践することで、地道に〈デミウルゴス〉の活動を封じこめていき、最終的には組織の壊滅と〈七翼将〉の逮捕まで持っていく──このような内容であった。

　残念ながら、ラクエルは聖務のため多忙を極めていて、面会は許されなかった。

　ならばペネロペ枢すう機き卿きようはというと、こちらも大陸会議の準備に奔走していて、居場所すら判わからない──という回答しかもらえなかった。

　結局、この作戦書は大陸会議の当日、ラクエルに直接手渡し、エスパーダ聖庁の判断を仰ぐことに決めた。

　一方で、ラブロック商工都市連合の動向も気がかりだった。

　一応、元首ドージエマキャベリが率いる艦隊は、大陸会議に合わせてラブロックの港を発たったそうだが、その一報を最後に、音信不通の状態が続いているという。

　やはり、マキャベリはなにかを企たくらんでいるのではないか……と、アッシュたちは警戒心を強めるのだった。

　そして──聖誕暦一三六六年、金牛宮タウルスの月の第二十五日。

　第八回大陸会議〈エリュシオン〉の開催日が訪れた。

　舞台となるのは、聖ロサ・マリア大聖堂。

　堂内に一歩足を踏み入れると、横幅が三十メートルはありそうな身廊が、延々と続く。

　天井はおそろしく高く、軽く百メートルを超えているだろう。

　二百メートルにも及ぶ身廊の果てには、聖女ロサ・マリアの像が安置されている。

　──主祭壇だった。

　堂内には十の礼拝堂と四十を超える祭壇が確認できるが、この〝主祭壇の間〟こそが、聖ロサ・マリオ大聖堂の中ちゆう枢すう部といえる。

　はるか頭上を見上げれば、ドーム状の円蓋クーポラには壮麗な天井画が描かれている。

　そこに描かれた天使や悪魔、妖精、人類、そして竜族に見下ろされる形で、会議場が設置されていた。

　会場の壁際には、竜召喚を阻はばむフィールドを構築するための、大がかりな魔導結界装置が設置されている。

　その気になれば、呪文ひとつで相パ棒ルを召喚できる竜騎士ドラグナーは、一般人から見れば大いなる脅威に他ならない。こうした措置は、多くの国際会議で採用されているのだ。

　対照的に、王族たちが日常的に装備している武器については、例外的に携帯が認められていた。そうした武装を剝はく奪だつすることは、彼らの矜きよう持じを傷つけることになる──と解釈されているからだ。

　そのため、ヴェロニカは大剣クレイモアを、ミラベルは細剣レイピアを、そしてルクレツィアは魔剣ユングフラウを持ちこんでいる。議長のペネロペも、愛剣を腰に提さげていた。

　竜騎士ドラグナーから見れば不公平な感は否めないが、国際ルールとして定められている以上、反論は許されない。

　午前十時を告げる鐘が、聖都エスパーダの蒼そ穹らに清浄な音色を響かせた頃──。

『これより、第八回大陸会議〈エリュシオン〉を開催します』

　教皇ラクエルⅣ世の念話が、出席者すべての脳裏に響く。その神聖な開会宣言が、この大陸の未来を左右するともいわれる国際会議の幕開けとなった。





　　　　◇






　議場では、長方形のテーブルが正六角形を為なしていた。各辺の中央に統治者が着き、その周囲を閣僚たちが固めている。

　これまでは正五角形だったそうだが、今回はアヴァロン聖竜皇騎士団が新勢力として参加するため、六角形に改められたのだった。

　エスパーダ聖庁の代表者は、もちろん教皇ラクエルⅣ世だ。その周囲には、高位の聖職者たちがずらりと並んでいる。

　シェブロン王国からは、オスケイア女王。宰相のドラクロワ伯爵をはじめ、閣僚たちも堂々と布陣している。

　前回、皇族をひとりも派遣しなかったゼファロス帝国からは、第五皇女のルクレツィアが参加。その周囲を固めるのは、ルクレツィアを支える地方貴族らしい。閣僚を務めるような有力貴族は、どうやら不参加のようだ。

　ロートレアモン騎士国の代表は、ヴェロニカ第一王女。次席は第四王女のシルヴィア第四王女。騎士国政府を支える大臣たちも、しっかりと顔をそろえていた。

　ラブロック商工都市連合の座席は、奇妙なことに空いたままだ。結局、元首ドージエマキャベリが率いる艦隊は、開始時刻になっても現れなかった。

　そして、第六の勢力こそ──アヴァロン聖竜皇騎士団である。

　騎士団長のアッシュを筆頭に、ミラベルとレベッカ、マックスが並んでいる。数は少なくとも、信頼できる仲間たちだ。

「本日は僭せん越えつながら、このペネロペ・デル・モンテが議長を務めさせていただく」

　と、正六角形の中央に位置する議長席から、ペネロペ枢すう機き卿きようが粛然と告げた。

　アッシュは改めて、議長席のほうを眺めやった。

　議長席は、巨大な天球儀を思わせる機械装置と一体化している。

　この天球儀は、各種映像を空中に投影するための装置らしい。

　今はエスパーダ聖庁のシンボルである翼十字ウイング・クロスが表示されているだけだが、いずれは議題に合わせて、各種資料を空間投影するのだろう。

　いわば、世界最先端の会議場というわけだ。

「この第八回会議の議題は、既に通知した通りだ。ここ最近、急速に肥大化しつつある、とある秘密結社に対し、我々がいかに対応するか……だ。ただし、その前にひとつだけ、明らかにしておかねばならんことがある。前回、すなわち第七回会議が中止に追いこまれた件について、改めて詳細を明らかにしておきたい」

　淡々と語り続けるペネロペの言葉を聞きながら、アッシュはごくりと固唾かたずを吞のんだ。

　なんといっても、第七回会議を中止に追いこんだ〝あの事件〟の陰には、アッシュとエーコがいたからだ。

「さて、第七回会議の開催地は──ロートレアモン騎士国の首都、フォンティーンであったな。ヴェロニカ第一王女殿下よ、あなたの口から説明を求める」

　ヴェロニカは重々しい鎧よろいの音とともに起立すると、当時の状況を語り始めた。





　　　　◇






　同時刻。聖ラファエラ広場には、エスパーダ聖庁の騎士団と衛兵団、そして大陸諸国の親衛隊が詰めている。

　──会議場の外だっていうのに、とてつもない緊張感だわ……。

　アッシュたちを見送ったあと、時間を持て余していたアーニャは、アヴドーチャと行動をともにしていた。

　アヴドーチャは、ヴェロニカが創設した外人部隊の隊長だ。髪の色も肌の色もバラバラな外人兵たちは、広場のあちこちを警護していた。

「そういえば……例の大男について、なにか判わかりましたか？」

　ふと思い出し、アーニャは訊たずねてみた。

「……いや。アーニャの報告を聞いて以来、街中のあちこちを探らせてみたのだが、影も形も見あたらんかった」

　アヴドーチャはバジリスクのクーに騎乗したまま、周囲に睨にらみを利かせている。

「そうですか」

「単なる観光客で、とっくに街を出た可能性もあるが……アーニャが脅威を覚えたほどの相手じゃ。そんな猛も者さが大陸会議の数日前に現れたというのは、やはり引っかかるのう」

「あたしも、そう思います」

「案外、その男のほうも、アーニャの力量を一目で察し、警戒したのやもしれんな。それほどの猛も者さが本気で姿をくらましたとなれば……見つけるのは至難の業じゃ」

「アッシュたちの安全は確保できているんでしょうか？　確か大聖堂の内部では、ドラゴンも召喚できないんですよね。正直、ちょっと不安です」

「まあ、案ずることはあるまい。不測の事態が勃発したときは、真っ先にヴェロニカ親衛隊が出動するのじゃからな」

　アヴドーチャは自信ありげに微笑ほほえむと、広場の入口を眺めやった。

　そこには、総勢七騎のヴェロニカ親衛隊が詰めている。隊員はすべて聖天竜騎士アーク・ドラグナーだ。特に隊長のグレンは美丈夫だけあって、周囲の視線を集めていた。ヴェロニカ親衛隊が擁するドラゴンたちは、市内への入場を特別に許されているのだ。

「生半可な連中が大陸会議を狙ったとしても、返り討ちに遭うのが関の山じゃろう。とはいえ油断は禁物じゃぞ、アーニャ？」

「はい！」

　アーニャは気を引き締めると、周囲に目を配るのだった。





　　　　◇






「──以上が、第七回会議が中止となった事件の顚てん末まつである」

　ヴェロニカは理路整然と語り終えると、席に着いた。

　ジュリアス王子の件は騎士国の秘事なので、うまく言及を避けたが、幸い不自然に思われることはなかったようだ。

「では、ルクレツィア殿下よ。ヴェロニカ殿下の説明に対し、反論はあるか？」

「いいや、なにもない。首謀者のクラウスは辺境伯の地位を剝はく奪だつされ、我が国でも社会的制裁を受けている。この先、奴やつが縛り首になろうが炭坑送りになろうが、我々の知ったことではない。そして──奴がご迷惑をおかけしたことは、極めて遺憾である。帝国の第五皇女として、謹んで謝罪する」

　ルクレツィアが頭を下げたので、出席者の大半は狐きつねにつままれたような顔をした。

　まさか皇女の口から謝罪の言葉が聞けるとは、誰も予想してもいなかったのだろう。

　事実、帝国政府のほうは、一連の事件を「クラウス・ヴィターハウゼンの独断専行である」と、早々と断定し、反省の素振りすら見せなかったのだ。

　──ルクレツィア皇女か……。確かに、あの人が次期皇帝になったら、国際社会の構造は変わるかもしれないな。

　アッシュは期待をこめて、ルクレツィアを惚ほれ惚ぼれと眺めた。




「では、本題に入る前に、もうひとつ……昨年、突如として発足した新国家、アヴァロン聖竜皇騎士団についてだ」

　議長のペネロペが唐突に切りだしたので、アッシュはドキリとした。

「団長、アッシュ・ブレイクよ。改めて、この場で自己紹介をしてもらおう。そして、アヴァロン聖竜皇騎士団の理念を語り聞かせよ」

「はっ、はい！」

　アッシュは慌てて起立した。

　そんな命令を下すつもりだったのなら、事前に通達してくれれば良かったのに……と、恨みがましく思ったが、今さら時間は巻き戻せない。ラクエルが意地悪をするとは思えないから、きっとペネロペの独断なのだろう。

　今ではもう、議場の誰もがアッシュに注目している。

「大丈夫。落ち着いて話せばいい」

　と、レベッカが小声でささやいてくれたので、アッシュは落ち着きを取り戻した。

「えっと……団長のアッシュ・ブレイクです。正直、昨年の春まではアンサリヴァン騎竜学院の学生──しかも、劣等生でした。〝学院一の問題児〟とも呼ばれていました。いつまで経たっても、相パ棒ルが誕生しなかったからです」

　今では、会議場は水を打ったように静まり返っている。誰もが「騎士団長アッシュ・ブレイク」に注目していた。

「ところが、エーコという相パ棒ルに巡り会って以来、俺の人生は一変しました。実際のところは、ひたすら無我夢中で……気がついたら、アヴァロン聖竜皇騎士団を結成していました。そんな俺たちの理念は、ひとつしかありません」

　アッシュはいったん言葉を切ると、深呼吸。そして、一息に宣言する。

「この世界を護まもりたい──ただ、それだけです」




　アッシュが語り終えた後、真っ先に手を叩たたいたのはシルヴィアだった。そこにラクエルが続き、いつしか議場は温かな拍手に包まれる。

　アッシュは照れ臭い気持ちで一礼すると、席に着いた。

「実に君らしい自己紹介だったな」

　レベッカが誉ほめてくれたが、アッシュは苦笑を返した。

「ですが、ペネロペ枢すう機き卿きようは認めてくれなかったような……」

　事実、ペネロペだけは不機嫌そうな表情のまま、アッシュに拍手のひとつも送ってはくれなかったのだ。

「仕方ないわ、アッシュ。ペネロペ枢機卿は議長なのだから、中立の立場を貫く必要があるのよ」

　ミラベルがフォローしてくれたので、アッシュは安あん堵どした。

　もっとも、ペネロペは日頃から妙にアッシュにとげとげしい態度をとっている。たとえ議長という立場でなかったとしても、拍手を送ってくれたのか、あまり自信は持てなかった。

「──議長、わたしのほうから伝えたいことがあるのですが」

　と、そこでシルヴィアが颯さつ爽そうと起立して、ペネロペ枢すう機き卿きように発言を求めた。誰もが一斉に、シルヴィアに注目する。

「ここ数日の間に、アッシュが中心となって、『エリュシオン包囲網』という名の作戦を立案したのです。この作戦書を、エスパーダ聖庁に提出したいと考えているのですが」

「ほう。本日の会議に合わせ、水面下でそのように動いていたとは……随分と根回しの良いことだな」

　ペネロペはじろりとアッシュを一いち瞥べつした。

「いえ、俺だけの力じゃありません。俺はまだ、政治に関しては素人も同然です。だからこそ、みんなの知恵をお借りすることで、なんとか構想を練ることができました」

　事実、この作戦書を完成させることができたのは、ヴェロニカ、オスカー、ミラベル、シルヴィア、レベッカ、マックス、アーニャ、そしてルクレツィア……などなど、皆で知恵を出し合った結果なのである。

「エスパーダ聖庁がこの包囲網に加わっていただけるなら、盤石の体制となるのは間違いありません」

　アッシュが熱弁をふるっている間にも、マックスが手もとの鞄かばんから分厚い封筒を取りだした。さりげなくアッシュに手渡す。

　ずしりと重い封筒を両手で持つと、アッシュはラクエルの席に向かった。

「受け取っていただけますか、猊げい下か？」

　普段は兄妹のように親しい間柄だが、この場は自重する。ラクエルも、今は妹分としてではなく、教皇として粛然と応じた。

「大儀です、アッシュ殿。このラクエルⅣ世、喜んで受け取りましょう」

「感謝します、猊下──」

　アッシュは丁重に礼を述べると、作戦書の束をラクエルに手渡そうとした。

　この小さな一歩こそが、魔導結社〈デミウルゴス〉に対する反撃となるだろう。

　アッシュの胸は、希望的な確信に満ちていた。

　そのとき──唐突に、鐘が鳴った。

　ごぉん……、ごぉん……、と、妙に尾を引くような鳴り方である。

　その沈鬱な響きは、あたかも弔ちよう鐘しようを思わせた。

　アッシュもラクエルも、そして会場に集まった多くの出席者たちも、不思議そうに周囲を眺め回している。

「妙だな。こんな時間に鐘が鳴るなんて……」

　アッシュは不審に思うと、さりげなく懐中時計を確認する。

　一一時一一分。

　鐘が鳴るような時刻ではない。それに、この不気味な鳴り方はなんなのだろう？　いつまで経たっても止まないし、まるで大陸会議を嘲ちよう弄ろうしているようにも聞こえる。

「ラクエル、この鐘は!?」

　アッシュは普段の口調に戻すと、ラクエルに小声でささやいた。

「わたくしにも、なにがなんだか……」

　ラクエルも明らかに戸惑っている。

「ペネロペ枢すう機き卿きよう！　この鐘は一体、なんなのです!?　なんと不気味な……」

　シルヴィアが問い詰めるが、当のペネロペは端然として議長席に掛けたまま、駆けつけた衛兵たちの報告に耳を貸している。エスパーダ聖翼騎士団を率いる身だけあって、まったく動じてはいないようだ。

　その刹那、広場のほうから、大地を揺るがすような轟ごう音おんが鳴り響いた。





　　　　◇






「総員、突撃開始！」

　アレクセイ・ボロディンは正門を破壊するや、部隊を率いて聖都に突入した。

　歩兵軍団をはるかに凌りよう駕がする、怒ど濤とうのごとき進撃だった。

　異変に気づき、路上に飛びだしてきた衛兵たちは、鎧がい袖しゆう一触、あっという間に蹴散らされていく。

　ただし、ボロディンが率いているのは、騎馬軍団ではない。各兵が騎乗しているのは、不思議な乗り物だった。

　そのシルエットは地竜アーシアに似ているが、ドラゴンの類でないのは明らかだ。いや、生物ですらなかった。

　それは単座式の機動兵器──いわば、陸戦に特化した装甲機竜マシーネン・ドラツヘであった。

　どの機体にも、"GespensT"というロゴマークが貼られている。

「がーっはっは！　いいぞ、バハムート！　もっとだ！　もっと速く！」

　五十騎の機竜部隊を率いるボロディンは、ひときわ巨大な隊長専用機バハムートを駆りながら、豪快に笑う。

　一般兵の乗機は暗灰色で統一されているが、バハムートの外装は深紅だ。機竜部隊の中でも、ひときわ目立っていた。

　バハムートの機動力はずば抜けていて、徐々に後続の機竜兵たちを離しつつある。

「ボロディン様……少し、自重するであります」

　と、副隊長のメイリンが左後方から声をかけてくる。

「こんなときに自重できるかってんだ！　俺の目には、あの大聖堂が真っ裸の貴婦人に見えてきたところだ！」

「いつものことですが、ボロディン様の感性にはついていけないであります……」

　メイリンは半眼になると、それ以上の忠言は控えた。

　大通りを魔風のごとく疾駆する機竜部隊は、聖ラファエラ広場に刻一刻と迫っている。

　機竜が地響きとともに一歩を踏みだすたび、美しく整備されていた石畳は無惨に砕かれていった。

「うわあああああああああああっ！」

　悲鳴をあげながら、右往左往する市民や旅行者たち。普段は粛然として歩いている聖職者でさえ、蜘く蛛もの子を散らしたかのように逃げまどっている。

「がはっ！　しっ、神聖なるエスパーダに対して、なんという暴虐か──……」

　吹っ飛ばされた衛兵が、容赦なく地面に叩たたきつけられた。無念のつぶやきを漏らすと、そのまま失神する。

　大陸会議の影響で、普段に増して厳粛な気配に充みちていた市街地は、あの不吉な弔ちよう鐘しようを合図に、阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化したのだった。

　とはいえ、聖都側も黙ってはいない。

「ボロディン様。前方に、エスパーダ聖翼騎士団と思われる部隊が現れました」

　メイリンが冷静に告げる。

　事実、はるか前方には重装の騎馬軍団が集結し、街路を完全にふさいでいた。

　あそこでボロディン隊を食い止めるつもりだろうが──。

「くくっ。少しは骨があるといいんだがなあ！」

　ボロディンはほくそ笑むと、背中の戦斧バトルアツクスを二本、同時に抜き放つのだった。





　　　　◇






　──聖ラファエラ広場。

　各国の騎士団や部隊にも、既に凶報は伝わっていた。

「てっ、敵の奇襲部隊が正門を突破！　我らが聖翼騎士団の防御陣も、第三陣までが突破されました！　敵集団は奇妙な乗機を操り、聖翼騎士団の騎馬部隊をたやすく蹴散らしたそうです！」

　伝令の震え声が響く。このような事態には慣れていないのだろう。

　かつては異教徒との戦争に明け暮れた歴史を持つエスパーダ聖庁だが、聖都に敵部隊の侵入を許したことは、一度もなかったのだ。

「聖都を襲撃だなんて、常軌を逸しているわ。それに、奇妙な乗機って……？」

　アーニャは啞あ然ぜんとして、つぶやいた。

　先頭の一騎は、既に広場の寸前にまで迫っている。機体のサイズが桁外れで、一般兵の乗機とは一線を画していた。

　その乗機と、騎手の風貌を視認した途端、アーニャは戦せん慄りつした。

「まさか装甲機竜マシーネン・ドラツヘなの!?　それに、あの男……！」

　間違いない。アーニャが市街地で遭遇した、あの巨漢に相違なかった。

「ちっ！　あの顔は紛まぎれもなく、アレクセイ・ボロディンじゃ！」

　アーニャが息を吞のんでいると、アヴドーチャが目を剝むいて叫んだ。〝断罪のアヴドーチャ〟として名を馳はせたほどの戦士が、今では顔面蒼そう白はくとなっている。

　と、聖竜マエストロフェルグスに騎乗したグレンが叫んだ。

「我らはヴェロニカ王女殿下の親衛隊だ！　不ふ埒らちな賊どもめ！　この広場には一歩たりとも踏み入れることを許さぬぞ！」

　総勢七騎の親衛隊は、既に聖ラファエラ広場の入口を固めている。

　七騎が一定の間隔で横一列となった途端、そこには巨大な壁が出現した。

　聖竜マエストロが得意とする、上位の防御魔法──六角障壁ヘキサゴナル・シールドだ。

　猛スピードで疾駆する機竜部隊は、もはや広場の手前で急停止はできないだろう。

　となれば、そのままヴェロニカ親衛隊を正面突破するしかないが、そうは問屋が卸さない。強固な魔法障壁が張り巡らされている以上、鋼鉄の壁に激突するに等しいのだ。

　激突した時点で、もちろん騎手の命はない。

　これならば、都市への被害も最小限ですむだろう。

「こちらから無闇に攻撃して、都市や市民に被害を及ぼすよりも、襲撃者の自滅を誘導する──グレン殿らしい、スマートな戦法じゃな」

　アヴドーチャが感心した風につぶやく。

　その直後、大地を揺るがすほどの爆音が轟とどろいた。





　　　　◇






「今だ、メイリン！」

　ヴェロニカ親衛隊の魔法障壁に激突する直前、ボロディンが叫んだ。

「了解……」

　すかさず応じ、メイリンは手もとのボタンを押す。

　その直後、壮絶な爆音とともに、ヴェロニカ親衛隊が布陣していた足場がガラガラと崩壊を始めた。

　なおかつ、爆発には強烈な閃せん光こうと異音も付随していた。それは、竜族でさえ一時的に視覚と聴覚を混乱させられるほどの、強力な魔導爆弾だった。

「うわっ、なんだ!?」

「おっ、落ちる……！」

「落ち着け！　落ち着くんだ！」

　狼ろう狽ばいのあまり、口々に叫ぶ親衛隊員たち。

　意表を衝つかれたせいか、どの聖竜マエストロも狼狽し、正常な判断力を失っている。

　瓦が礫れきに吞のみこまれた聖竜マエストロたちは、苦痛の叫びをほとばしらせながら、地下へと落下していった。

　聖都の地下には、下水道や地下霊廟カタコンベをはじめ、様々な施設がある。七騎のヴェロニカ親衛隊は、膨大な瓦礫とともに、その地下空間に落とされたのだ。

　そして、グレンたちの魔法障壁が消失するのと、ほぼ同時に──。

　ボロディン率いる機竜部隊は、聖ラファエラ広場に殺到した。

　広場に踏みこむなり、今度は放射状に散開していく。

「駆逐せよ！」

　ボロディンの号令とともに、機竜部隊はエスパーダの聖翼騎士団や衛兵団、各国の親衛隊、そしてアヴドーチャの配下にある外人部隊と交戦を始める。

　──ずだだだだっ！

　各機に搭載された機関銃が唸うなる。

　神聖なはずの聖ラファエラ広場は、今や銃弾飛び交う戦場と化していた。

「がははははっ！　弱い！　弱すぎるぞ！」





　　　　◇






「奴やつめ！　最初からグレン殿の行動を読んでおったか！」

　アヴドーチャは混乱に乗じ、アーニャをバジリスクの背に乗せた。全速力で大聖堂の付近まで後退することで、流れ弾を避ける。

「信じられないです……。ほんの少しでもタイミングがズレていたら、彼らは魔法障壁に激突して、全滅していましたよね？」

　アーニャもわなわなと震えていた。

「うむ。ヴェロニカ親衛隊が、あの場所で防御に徹すると読んだ上で、奴は事前に爆弾を仕掛けておったのじゃろう。あの程度でやられる親衛隊ではないと思うが……瓦礫の中から脱出するには、いささか時間がかかりそうじゃな」

「それにしても、広場の地下に爆弾を仕掛けておくなんて……可能なんですか？　ここしばらく、特に大聖堂の付近は厳重に警備されていたはずですが……」

「うむ。妾わらわも同じことを考えておったところじゃ。もしかすると、エスパーダ聖庁の内部に……連中を手引きした仲間が潜りこんでおるのやもしれん！」

「そんな！」

　アーニャが息を吞のんだそのとき、アヴドーチャはなにを思ったのか、素早くバジリスクから降りた。

「アーニャよ。そなたに、このクーちゃんを預ける」

　アヴドーチャはそういって、バジリスクの頭を撫なでた。

「どっ、どういう意味ですか？」

　アーニャもクーから降りようとしたが、アヴドーチャは片手で制した。

「そなたは直ただちに戦線を離脱して、エスカヴァロンに戻るのじゃ。そして聖地とやらに向かい、エーコたちに戦況を伝えよ」

「で、でも、アヴドーチャさんはなにをするつもりで──」

　アーニャが訊たずねようとした矢先、アヴドーチャはクーの腰を引っぱたいた。

「うぉおんっ！」

　飼い主に忠実なクーはその場で跳びあがると、脱だつ兎とのごとく駆けだした。

「アヴドーチャさん！」

　咄とつ嗟さに振り返るアーニャ。

　アヴドーチャは一瞬、寂しげな笑みをこぼすと──。

　まるで別れを告げるように、手を振った。

　そして、広場の中央へと駆けだしていったのである。





　　　　◇






　今ではもう、聖ラファエラ広場には、各国から派遣されてきた騎士や兵士が倒れ伏している。剣や槍やりなど、多くの武器が無造作に転がっていた。アヴドーチャの部下たちも例外ではない。

　まさしく、広場は戦場跡の様相を呈していた。

　一般人はすべて町外れに避難したらしく、それだけが不幸中の幸いといえた。

　広場の入口付近は地面が崩落し、ヴェロニカ親衛隊を吞みこんだ大穴が穿うがたれている。隊長グレンをはじめ、まだ一騎も脱出できてはいなかった。

「制圧完了であります、ボロディン様」

　副官とおぼしき東洋人の女兵士が、ボロディンに報告する。

「これより、作戦をフェイズⅡに移行する！　総員、突撃用意──」

「久しぶりじゃな、アレクセイ・ボロディン！」

　その刹那、アヴドーチャは大音声で呼ばわった。

　アーニャを逃がしたあと、アヴドーチャは気配を完全に断ち切って、隠おん密みつ行動に徹していた。そして戦況が落ち着いた頃を見計らい、ボロディン隊の正面に姿を見せたのだ。

　右手に鞭むちを、左手には半月刀を構えている。

　さすがに勝てるとは思っていないが、ボロディン隊を大聖堂に突入させるわけにはいかない。あそこには今、世界各国の要人が顔をそろえているのだ。

「うぉおおおい、アヴドーチャじゃねぇかよ！　こんなところで可愛かわいい弟子に再会するとはなあ。長生きはしてみるもんだぜ！」

　警戒心をあらわにした兵士たちとは対照的に、ボロディンは相好を崩した。

　アヴドーチャが幼少の頃、師と仰いだアレクセイ・ボロディン。機竜に搭乗していることを除けば、記憶の中の姿となんら変わりはなかった。とてもゼノグラヴィア戦争を経験した世代だとは思えない。

「ちっ。普通に考えれば、耄もう碌ろく爺じじぃになっていても不思議はないのじゃが……化け物か？」

「がっはっは！　それはこっちの台詞せりふだな！　そういうお前も、ちっとも成長しておらんではないか！　俺基準だと、お前は今も〝お子様〟だなあ」

　痛いところを突かれてしまい、アヴドーチャは歯は嚙がみする。

「そういやあ、お前さんよ。生き別れになった妹とは、再会できたのか？　あの当時、随分と心配していたじゃねぇか」

「なっ!?　そんな話、今は関係なかろう！」

　ボロディンが、そんなことを覚えていたのが意外だった。

「で、お前は何の用だ？　その様子だと……どうやら、今は敵同士といったところか？」

「うむ。今の妾わらわは、ヴェロニカ・ロートレアモンの配下じゃ」

「こいつぁ傑作だ！　〝断罪のアヴドーチャ〟の勇名なら、東方世界にだって伝わっていたんだがなぁ……そのお前が、よもやヴェロニカの駒になっていたとは」

「ふん。貶けなしたければ、貶せばいい」

「いや、人生なんて、なにが起こるか解わからねぇもんだ。俺も今では、ちったぁ名の知れた戦争屋なんだぜ？」

「噂うわさには聞いておる。多国籍傭よう兵へい企業〈ゲシュペンスト〉じゃろう？」

「そうだ。商売のためならば、どこにだって雇われる。お前を非難する資格なんて、俺にはこれっぽっちもねぇのさ」

「……ならば、今回の雇い先を教えてもらおうか。もっとも、そんな機竜を量産できる組織といえば、聞くまでもないがな。魔導結社〈デミウルゴス〉──違うか？」

「ま、そういうこった」

　ボロディンがあっさりと認めたそのとき、副官の少女が口を挟んできた。

「……ボロディン様。これ以上の遅延は許されません。彼女の目的は、我々を一秒でも長く、ここに足止めすることだと推察されます」

　──どぉおおおおおおおおおおおんっ！

　その刹那、ボロディンたちの背後で壮絶な轟ごう音おんが響いたかと思うと、瓦が礫れきに吞のまれていたグレンが、聖竜マエストロフェルグスとともに浮上した。続けざま、他の六騎も次々と地上に現れる。どのドラゴンも、魔導爆弾の後遺症を克服したようだ。

「アヴドーチャ殿、遅れて申し訳ない！　あとは我らに任せよ！」

　魔剣カラドボルグを構えつつ、グレンが勇壮な叫びを放つ。

　七騎の聖竜マエストロは突進すると、周囲に布陣していた機竜部隊に攻めこんでいく。

「ほほう、奴やつらの回復を待っていたというわけか。なかなか老ろう獪かいになったじゃねぇかよ、アヴドーチャ」

「クソ爺じじぃに老獪呼ばわりされるとは、不愉快千万──」

　アヴドーチャが忌々しげに返したそのとき、

　──どんっ！

　重々しい砲声が大気を揺るがした。

「ちっ！」

　アヴドーチャは本能的に飛とび退のいた。石畳に魔弾が直撃し、朦もう々もうと砂さ塵じんを舞い上げる。あの場に立ち続けていたら、即死だったはずだ。

「……今のをかわすとは、やるでありますね」

　いきなり魔導砲をぶっ放したのは、副官の少女だった。機竜の顎が上下に開き、そこから砲身が除いている。

「ちっ。可愛かわいい顔をして、えげつない性格をしておるのぅ……」

「ボロディン様への侮辱は、許さないであります」

　少女は冷然として、アヴドーチャを睨にらんでいる。

「とんだ忠犬を飼っておるようじゃな、ボロディン」

「俺の副官、メイリンだ。さて、と。そろそろ、そこを通してもらうとすっか」

　ボロディンが真顔になった。

　いつしか、ボロディンとメイリンの背後には、三十騎弱の機竜隊員が集結している。

　一方、残る二十数騎は、グレンたち親衛隊の足止めに死力を尽くしていた。

　──どんっ！　どぉんんっ！　どぉおおおおおんっ！

　相次ぐ轟音。

　機竜部隊はヴェロニカ親衛隊を相手に、ほぼ互角の戦いを繰りひろげていた。

　地竜アーシア型の機竜は、単騎だと聖竜マエストロ一騎には及ぶべくもない。だが、一騎の聖竜マエストロに対し、機竜は必ず三騎以上で取り囲み、魔導兵器による波状攻撃を繰り返すのだ。

　聖竜マエストロの強烈な吐息ブレスには、防御魔法障壁で的確に対応する。そして、たまらず聖竜マエストロが上空に退避すると、今度は機械式の対空兵器を発射するのだった。

「ちっ、兵士の練度が異様に高い……あれが〈ゲシュペンスト〉の戦い方か。卓越した操縦技術に、一分の乱れもない連携。よもやヴェロニカ親衛隊と互角に渡り合うとは──」

　アヴドーチャは思わず、戦せん慄りつの声を漏らす。

　もはやこちらの戦力は、アヴドーチャを筆頭に、大聖堂の正面玄関を固めている聖翼騎士団が二十名ほどにすぎない。

　対して、ボロディン隊は三十騎弱。どの機体も魔導兵装を備えている。正面からぶつかったが最後、蹴散らされるのはアヴドーチャのほうに決まっている。

「──それでも、ここを通すわけにはいかぬ！　総員、死力を尽くして戦うのじゃ！」

　右手に鞭むち、左手に半月刀を構え、アヴドーチャは背後の騎士たちに発破をかける。

　彼らとて、ペネロペ枢すう機き卿きように鍛えあげられた猛も者さたちだ。そう易やす々やすと屈するはずはないと、アヴドーチャは信じていた。

「あばよ、アヴドーチャ」

　その直後、ボロディンがにやりとほくそ笑むと同時に、

　──ざしゅっ！

　アヴドーチャの背中に激痛が走った。

「なっ……？」

　何者かに、いきなり斬りつけられたのだ。さすがのアヴドーチャも、味方が布陣している背後から攻撃が来るとは、予想外だった。

「くっ……！」

　それでも、アヴドーチャの闘争心は揺るがない。咄とつ嗟さに、半月刀を背後に向けて、猛然と振るったのだ。

「ぐはあっ！」

　肩口を斬り裂かれて倒れたのは、エスパーダ聖翼騎士団の一員だった。

「なっ……!?」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべたまま、アヴドーチャは膝を屈する。深手ではないようだが、背中の傷はジンジンと熱を帯びて、灼しやく熱ねつしているかのようだ。

　アヴドーチャは憤怒の情に駆られると、背後に向けて声を振りしぼった。

「血迷ったか!?　どういうつもりじゃ！」

　返事はなかった。その代わり、聖翼騎士団の面々は信じがたい行動に出た。

　全員が、いっせいに騎士団の正装を脱ぎ捨てたのだ。

　一瞬にして、栄えある騎士団員は、黒衣の戦闘員と化していた。

　しかも、彼らは聖ロサ・マリア大聖堂の、固く閉ざされていた正門を、無造作に開放したのである。

　あたかも、ボロディン隊を歓迎するかのように。

「まさか、内通者が……聖翼騎士団の中に……？　しかも、こんなに大勢が……〈デミウルゴス〉に協力しているだと……!?」

「そういうわけだ！　じゃあな、アヴドーチャ！　また会ったら、今度は酒でも酌み交わそうや！　がっはっは！」

「ま、待て……ボロディン…………」

　そのつぶやきを最後に、アヴドーチャは前のめりに倒れ伏す。

　それでもなお、顔をあげようとしたが、次の瞬間、表情を凍りつかせた。

「なっ、なんじゃ、あれは……！」

　澄みわたる蒼そう穹きゆうの彼方かなたから、なにかが──バカバカしいほど巨大ななにかが、刻一刻と聖都に近づいているのだ。

「くっ！　奴やつらは、なんというモノを……造りおったのじゃ……！」

　そこまでつぶやくと、アヴドーチャの意識は闇に吞のみこまれた。





　　　　◇






　ボロディン隊は堂々と、正面玄関から聖ロサ・マリア大聖堂に突入した。

「がーはっはっは！」

　ボロディンの哄こう笑しようが、身廊にわんわんと反響する。

　そんな隊長とは対照的に、兵士たちは黙々と自分たちの任務をこなしていく。

　まずは複数のチームに分かれると、要所要所を次々と制圧していったのだ。先ほど寝返った聖翼騎士団の面々も、容赦なく元同僚たちに襲いかかる。

　占拠の過程で発見された聖職者たちは、たちまち拘束されて、次々と小部屋に放りこまれていった。

　正面玄関をはじめ、出入りが可能な要所には、必ず複数の機竜隊員が配置された。

　最終的に、第八回大陸会議の会場──〝主祭壇の間〟を目指したのは、ボロディンとメイリンを含む十二騎であった。





　　　　◇






「一体、外ではなにが起こっているのですか!?」

　諸国の大臣たちが口々に喚わめいているが、

「静粛に。状況が把握できるまで、あなたがたはこの会場に留とどまるべきだ」

　ペネロペ枢すう機き卿きようは一いつ蹴しゆうした。相手は諸国の要人たちなのだが、ペネロペの態度は冷徹を極めた。

「わっ、私は帰らせてもらう！　もし、これが大陸会議を狙ったテロだったら……真っ先に狙われるのは我々なのだぞ!?」

　そう叫んだのは、なんとエスパーダ聖庁からの出席者だった。しかも、かなり年輩の枢すう機き卿きようである。

　年老いた枢機卿は、さっさと席を立つと、まっすぐ出入口に向かおうとしたのだが、

「ならぬ！　席に戻るのだ！」

　自分の二倍は長生きしてそうな枢機卿に対して、ペネロペは厳然と命じた。ペネロペの意を受けた騎士たちが、枢機卿を左右から挟みこむと、出入口から遠ざける。

「ペネロペ枢機卿！　せめて俺たちだけでも、外に出してはもらえませんか？　俺たちは竜騎士ドラグナーです。竜族の力を借りれば、外で何が起きているのか、すぐにでも偵察してきますし、いざとなれば戦うことだってできます！」

　アッシュが挙手して申し出ると、

「同じ竜騎士ドラグナーとして、僕も同感だね」

　オスカーが同調する。

「私もアッシュに賛成です。大聖堂の外に出れば、ランスロットを召喚することができるのです！」

　シルヴィアも荒々しく起立すると、ペネロペに厳しい視線を向けた。

「ならぬ。エスパーダ聖庁の名にかけて、勝手は許さん！」

　それでもなお、ペネロペは頑として許さなかった。

「ペネロペ？　せめてアッシュお兄ちゃんたちだけでも、外に出してあげたほうが……」

　と、ラクエルが遠慮がちに意見したのだが、

「なりません、猊げい下か」

　ペネロペは、にべもなく断った。しょぼんとして、ラクエルは肩を落としてしまう。

「おい、アッシュ。なにか地響きのような音が聞こえないか？」

　と、レベッカがアッシュの耳もとでささやいた。

　アッシュはハッとして、顔をあげた。耳をすますと、確かに地鳴りのような異音が扉の向こうから聞こえてくる。

「ペネロペ枢機卿！　この音は一体──」

　アッシュが詰問しようとした瞬間、地響きのような異音は最高潮に達し、そして──目の前の扉が吹き飛ばされた。

「がーはっはっは！　我こそはアレクセイ・ボロディン！　お前たちに私怨はないが、これもビジネスなんでな。ちょっくら付き合ってもらうぜ！」

　破壊された扉の向こうから、総勢十二騎の戦士たちが現れる。

　そのうちの一騎は、まだ十代の少女だった。

　襲撃者たちの乗機を一目見るなり、アッシュは硬直した。

「あれは……装甲機竜マシーネン・ドラツヘか!?」

　アンネゲルトの愛機ブリュンヒルデと比べると、はるかに小型だ。見た目は地竜アーシアにそっくりで、おそらくは陸戦特化型なのだろう。

　ブリュンヒルデが唯一無二の試作機なら、ボロディンたちの乗機は量産機といったところだろうか。

「それじゃあ、開幕といくか。俺たちの〝戦場〟をな！　野郎ども、始めるぞ！」

　ボロディンが嬉き々きとして宣言する。戦いが楽しくて仕方ないといった表情だった。

「あのう、ボロディン様？　わたくしは野郎ではありませんが……」

　副官とおぼしき少女が、淡々と抗議する。

「がははっ！　細けぇことは気にすんな、メイリン！」

　場違いなほど陽気なボロディンとは対照的に、十二騎の兵士たちは冷徹に作戦行動を始めていた。

「早くしろ！　殺されたいのか！」

　しかも、そこで新たな異変が起こった。会場警備に就いていた聖翼騎士団たちが、いっせいに正装を脱ぎ捨てると、黒衣の兵士に変貌を遂げたのだ。

「悪わりぃな。こいつらも、俺らの味方ってことだ」

　元騎士たちの背後で、ボロディンが豪快に笑う。

　アッシュたちは啞あ然ぜんとして、もはや声もあげられない。

　迫りくる機竜兵、そして寝返った騎士たちに追い立てられるように、約三十名の会議参加者たちは、議場の一角に集められた。そして、冷たい床の上に座らされる。

　栄えある大陸会議の参加者たちは、この瞬間、人質にされたのだった。

　ただし──ラクエルとペネロペだけは、主祭壇の正面に立たされている。それがボロディンの命令だったからだ。

『お兄ちゃん……この人たちは、一体……？』

　ラクエルが念話を送ってくる。

　さすがに教皇としての表情は失って、今や小こ兎うさぎのように怯おびえていた。

　──大丈夫だ、ラクエル。

　そんなラクエルを励ますように、アッシュは無言でうなずいてみせた。




　ボロディンが悠然と構える中、配下の機竜兵たちは迅速に動いた。

　機竜兵のうち、数名は魔導工学マギカ・テクニカの専門家らしい。いわゆる技術兵なのだろう。

　それからしばらくの間は、技術兵の独壇場だった。

　まずは、議長席の背後に設置された、天球儀のような映像投影機器と、自分たちの機竜をコードで接続する。そして、手もとの文字盤を瞠どう目もくすべき速さで操作すると、なにかのコードを入力した。

　ヴーン……と耳みみ障ざわりなノイズが走り、複数の仮想ディスプレイが空中に投影される。

　どの画面にも、"GespensT"と表示されていた。

「まさか、あんな短時間で……設備を乗っとられたのか!?」

　アッシュは固唾かたずを吞のんで、技術兵の手並みを観察した。

　と、レベッカが小声でささやいてくる。

「大丈夫だ、アッシュ。なにがあろうと、わたしが君を護まもってみせる。今は大人しくしているんだ……いずれ来たる、好機のためにな」

　どうやら、レベッカはなにか作戦があるようだ。こんなときでも冷静さを失わないレベッカは、さすがだと思う。

　──そうだ、姫様は!?

　ふと、アッシュはシルヴィアのことが気になって、周囲にさりげなく視線を巡らした。

　シルヴィアもアッシュを捜していたらしく、ちょうど互いの視線が交錯する。

　諸国の大臣たちを間に挟んでいるため、たとえ精一杯手を伸ばしても、シルヴィアには届かない。

　それでも、シルヴィアは毅き然ぜんとした顔をして、アッシュにうなずき返した。シルヴィアの心も、決して折れてはいなかった。

「単刀直入に訊たずねる。貴様らの要求とは、なんだ？」

　と、ヴェロニカが毅然として立ち上がった。

「ほう。そういうお前は、〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉ではないか。そういやあ、お前さんが過去に摘発したテロリストの中には、俺の同胞タンタロスも少なからず含まれていたっけな」

「貴様……よもや、その恨みで、この事態を引き起こしたというのか？」

　ヴェロニカは今にも自慢の大剣クレイモアを抜きそうな勢いだ。もっとも、ヴェロニカとて頭では理解しているはずだ。

　敵のほうが圧倒的に有利だからこそ、いまだに帯剣を許されているのだ……、と。

　総勢十二騎の機竜隊、そしてボロディンの武勇を前にして、たかが剣一本ではどうにもならないのだ……、と。

「がっはっは！　そんな小事のために、これだけの大事を起こすはずがなかろう？」

　ボロディンは呵か々か大たい笑しようすると、宣告を下した。

「既に、この大聖堂の出入口はすべて封鎖済みだ！　なおかつ、要所には爆発物を仕掛けてある！　人質には竜騎士ドラグナーも含まれているわけだが、魔導結界のせいで竜族を召喚することもできんとなれば、どうしようもないな」

　ボロディンは得意満面で、にやりと唇を歪ゆがめて嗤わらった。

「もっとも、外で待機中の竜族どもが、独自の判断でこの大聖堂を吹き飛ばす──という可能性はあるな。そうなれば、俺たちも全滅は必至だが……そのときは、年端もゆかぬお嬢ちゃんも道連れとなるわけだ。解わかるな？」

　ボロディンの鋭い眼光は、ラクエルを冷徹に捉えている。

「くっ……」

　アッシュは拳こぶしをきつく握りしめた。

　悔しいが、ボロディンのいう通りだ。

　それに、きっとボロディンは解っているはずだ。

　竜族は決して、独自の判断で大聖堂に攻撃を加えたりはしないのだ、と。万一、飼い主を殺してしまったが最後、竜族は自分の命をも失うことになるからだ。

　そのとき、技術兵のひとりが「準備完了しました」と、ボロディンに報告した。

「さあ、見るがいい！」

　ボロディンは嬉き々きとして、背後の魔導装置を指し示す。

「あれは……！」

　アッシュは息を吞のんだ。

　ボロディンの合図に従い、空中には五つの仮想ディスプレイが投影されている。

「──アーカム城じゃないか！」

　右端の映像を観みて叫んだのは、シェブロン王国の大臣だった。

「ああ、間違いないね。出火したのは……宝物殿かな？」

　応じたオスカーは冷静さを保っているが、その額に浮かぶ冷や汗までは隠せていない。

　その映像が偽物でなければ、とんでもない事態だった。

　シェブロン王国の中心──アーカム城が、炎と煙を噴きあげているのだから。

　しかも、翼竜ストラーダ型の機竜に乗った兵団が、次から次へと城内に殺到している。

　──あいつがリーダーか？

　その機竜部隊を率いているのは、謎めいた人物だった。

　その容貌は、見るからに重々しい兜かぶとで覆おおい隠している。漆黒の戦闘スーツは身体にぴたりと張りついて、その女性らしい輪郭を強調していた。

　と、今度は右から二番目の映像に反応し、シルヴィアが叫ぶ。

「あっ、あれは……フォンティーン城だ！　まさか……アーカム城に続いて、フォンティーン城までが……！」

　事実、そこには三階の窓から煙を噴きあげるフォンティーン城が、無慈悲にも映しだされている。

　アッシュ自身、顔から血の気が引いた。映しだされた光景にも戦せん慄りつしたが、それ以上に──首都フォンティーンには今頃、リンダたちが研修旅行で訪れているのだ……！

「見ろ、アッシュ！　フォンティーン城を攻撃しているのは……まさか、あれは！」

　と、レベッカが目を丸くして叫ぶ。

　あの冷静沈着なレベッカを、これほど驚かせた人物とは──。

「そんな……バカな！」

　アッシュも目の前の現実を、にわかには受けいれられなかった。

　ヴェロニカとシルヴィアも言葉を失い、凝然と画面を見つめている。

　そう、フォンティーン城に攻撃を加えている人物は、アッシュも何度か顔を合わせた人物であり──と、そんなアッシュたちを、さらに驚きよう愕がくさせる声があがった。

「アッシュ！　左端の映像を見て！　わたくしたちのエスカヴァロンが……！」

　アッシュの注意を促したのは、ミラベルだった。

　その画面に映されているのは、なんと魔導艦エスカヴァロン。その周囲にも、機竜部隊が押し寄せていた。

　現在、駐艦場の衛兵たちが応戦しているが、相手は圧倒的な破壊力を有する機竜兵だ。劣勢は明らかだった。

「くそっ！　なんのつもりだ!?」

　アッシュは奥歯をギリッと嚙かみしめた。

　不思議なのは、彼らは神殿艦エスペランザにも新造魔導艦シルヴアヌスにも皇室魔導艦ロスヴアイセにも、そして王室魔導艦クラウ・ソラスにも興味を示すことなく、ただ古代魔導艦エスカヴアロンだけを目標としていることだ。

　──エスカヴァロンが、奴やつらにとってなにか重大な意味を秘めているのか？……そういえば、元首ドージエマキャベリもエスカヴァロンを狙っていたような……。

　アッシュはわけが解わからず、事態の推移を食い入るように見つめるばかり。

「おいっ！　あれは帝都バレンボイムではないか！」

　と、今度は帝国からやって来た一団の間から、悲痛な声があがった。

　その一声で、人質たちの視線は別の画面へと移動した。

「ふむ、帝都の市街地に間違いない。だが、特に被害は受けていないようだが……？」

　ずっと黙していたルクレツィアが、ようやく口を開く。その若さに似合わず、しっかりと落ち着いている。さすがはルクレツィア殿下だ……と、アッシュは感心した。

「なっ、あれはなんだ……!?」

　と、再び帝国貴族が叫ぶ。

　──帝都バレンボイムの上空。

　灰色の雲をかき分けるように、一機の装甲機竜マシーネン・ドラツヘが流星のごとく舞い降りたのだ。

「あれは……ブリュンヒルデか！」

　アッシュは思わず叫んでいた。

　ボロディン隊の各機とは、やはり桁違いの威容だった。地竜アーシア型としては最大級のボロディン機ですら、ブリュンヒルデと比べたら幼竜に等しい。

　機竜の中でも、やはりブリュンヒルデは特別なのだと、アッシュは思った。先日、聖剣エクスカリバーで破壊した腹部装甲は、すっかり元通りになっている。あの内側には、今もモルドレッドが幽閉されているのだろうか。

　ブリュンヒルデの頭部には、目許を覆おおい隠す仮面を装着した少女──その巻き毛とドレスから察するに、アンネゲルト第六皇女に違いない。右手には冥槍グングニル。

　そのとき、ブリュンヒルデの砲口が次々と火を噴いた。

「やめろ……やめるのだ！　やめろぉおおおおおおおっ！」

　帝国の一団から、絶叫がほとばしる。

　その願いも虚むなしく、帝都は次々と戦火に包まれていった。

「ああっ！　帝国博物館が！」

　と、帝国人がさらに悲痛な声をあげた。

　事実、博物館と思おぼしき建物の周辺は、既に猛火が吹き荒れて──ブリュンヒルデが館内に侵入したのである。どうやら、アンネゲルトの目的物は博物館の中にあるらしい。あれだけの被害を出してまで、結社の〈七翼将〉が欲している物とはなんなのか……？

　その刹那──。

「雷竜衝破ライトニング・ブラスト！」

　誰もが映像に気を取られている隙をついて、レベッカが叫んだ。右手の人さし指と中指で、琥こ珀はく色いろの竜綺華晶を挟んでいる。

　それは小指の先ほどの、小さな結晶体だった。

　入場前、会議参加者は身体検査を受けたはずだが──レベッカは最初から、こうした異変に備えていたのだろうか。小型の竜綺華晶を忍ばせていたのだ。

　雷撃系の衝撃波が床面を直撃する。結晶が小さいため、威力は低い。

　それでも、大人が通過できるほどの床穴が、アッシュの前方に穿うがたれていた。

「貴様ら！」

　たちまち敵兵が反応し、こちらに殺到してくる。

　アッシュが脱出できるチャンスがあるとすれば、この瞬間をおいて他にない。

　今ならまだ、朦もう々もうと舞う粉ふん塵じんが目くらましにもなっている。

「その穴は地下道に通じているはずだ！　行け！」

「ここは僕たちが食い止めてやる！」

　すかさずレベッカとマックスが壁となって、立ちふさがる。

「お行きなさい、アッシュ！」

　さらにはミラベルも動いた。携帯したまま見過ごされていたレイピアを、ここぞとばかりに抜きはなつ。

「……小こ癪しやくであります」

　と、メイリン機が動いた。レベッカたちの布陣を、軽々と飛び越えてみせたのだ。

「しまった！」

　レベッカが叫んだ直後、

　──がきぃいいいいいいん！

　着地したメイリン機の顎あぎ門とに、ヴェロニカの振るう大剣クレイモアが激突した。ヴェロニカのすぐ背後には、床穴が闇の深しん淵えんを覗のぞかせている。

「シルヴィア！　お前もアッシュに続け！」

「姉上……ありがとうございます！」

　シルヴィアは一瞬で決断した。アッシュとともに、床穴へ向けて走りだす。

　アッシュが飛びこもうとした直前、オスカーと目が合った。運悪く、オスカーの立ち位置と床穴は、やや距離が離れている。それでも、アッシュは手を伸ばした。

「オスカーも来い！」

　ところが、オスカーは静かに首を横に振った。

　今のオスカーは、かつての悪戯いたずらっぽい貴公子ではなく、悠然と落ち着いた女王の顔をしている。その指先には、やはり懐に隠し持っていたのだろう、小粒の竜綺華晶があった。

　──俺たちが地下に逃げたあと、床穴をふさぐつもりなのか!?

　すぐさま、アッシュはオスカーの意図を悟った。アッシュたちに追っ手がかからぬようにと、オスカーはそこまで読んだ上で、自らは大聖堂に残ることを決めたのだ……！

「すまない！」

　アッシュはシルヴィアを小脇に抱えると、床穴に身を躍らせた。

　一瞬にして、周囲は闇に包まれる。

　直後、降下を続けるアッシュの頭上から、凜りんとした声が降り注いだ。

「貴公が行くなら、私も一緒だ！」

　もはや周囲は真っ暗闇。相手の姿形は見えないが、その声は紛まぎれもなく、ルクレツィア皇女殿下だった。

「──蒼の氷竜凍牙アズール・エクスブリザード！」

　そして、唯一の光源だった床穴は、オスカーの竜媒魔法オラクルで固くふさがれた。





　　　　◇






　──どっ、どこまで落ちていくんだ……!?

　シルヴィアの腰を抱きながら、アッシュは焦っている。

　せいぜい数メートルの高さだろうと思っていたのだが、滞空時間が異様に長い。

　このまま地底に叩たたきつけられたら、怪け我がではすまないのではないか……という恐怖が、背筋を這はい上あがった。

「大気の波動よ！　天使の羽毛となりて、我らを守護せよ──魔翔気流ルフトシユトローム！」

　その刹那、ルクレツィアが呪文を唱えると同時に、閃せん光こうがほとばしった。

　アッシュもシルヴィアも瞠どう目もくする。突如として緩やかな上昇気流が巻き起こり、アッシュたちの身体を優しく包みこんだのだ。

　やがて、三人は地底にたどり着いた。着地の衝撃は皆無だった。まさしく羽毛に包まれていたような気分である。

「姫様、大丈夫か？」

「あ、ああ……大丈夫だ。そ、それよりも……」

　シルヴィアは妙に恥ずかしそうにしている。今さらながら、自分がシルヴィアの腰を強く抱いていることを、アッシュは自覚した。

「こほん。私の魔剣がなければ、貴公らは大怪我をしていたと思われるが？」

　と、背後から冷たい声が響いたので、アッシュもシルヴィアも跳びあがってしまう。

「ルクレツィア殿下！　そ、その……ありがとうございました！」

「れ、礼をいいます……」

　とりあえず、アッシュとシルヴィアは赤面しつつ、頭を下げた。

　事実、ルクレツィアが一緒でなければ、どうなっていたか判わからない。

「レベッカ・ランドールめ……いささか無む茶ちやぶりが過ぎたようだが、しかし、床穴の位置は絶妙であったな。私が一緒に飛び降りることができれば、この魔剣ユングフラウの魔法効果で、着地の問題は解決できると読んだのだろう」

　いわれてみれば、レベッカが穿うがった床穴の位置は、ルクレツィアにも近い位置だったと思う。アッシュは心の中でレベッカに感謝した。

「さて、と。ここはどうやら、聖都の地下道らしいが……」

　ぼそりとつぶやいて、ルクレツィアは魔剣の先端を発光させた。

　たちまち、周囲がぼんやりと照らしだされる。

　石造りの壁と天井。足もとは水路になっている。アッシュたちは、上う手まく水路の脇にある歩道に着地できたので、濡ぬれることはなかった。

「あちらは行き止まりのようだぞ、アッシュ。とりあえず、前進あるのみだな」

　シルヴィアの指摘に、アッシュはうなずいた。事実、すぐ後方には鉄格子がはまっていて、進むことはできない。

『……大丈夫ですか……お兄ちゃん……聞こえていたら、応答してください……』

　と、突然、ルクレツィアの魔剣が明滅すると同時に、ノイズ交じりの念話が響いた。シルヴィアとルクレツィアも顔をあげたところを見ると、三人同時に知覚したようだ。

「ふぅむ。どうやら私の魔剣を媒ばい介かいにして、念話を拡張しているようだ。このような使い方があるとは……さすがは教皇猊げい下かだな」

　ルクレツィアは感嘆の声をあげると、魔剣を構えた。

「聞こえますか、ラクエル猊下。こちら帝国の第五皇女、ルクレツィアです」

『はい……聞こえて……います……』

　途切れ途切れながらも、ちゃんと意思疎通が成り立っているのは驚きだった。

「ラクエル！　俺たちは三人とも無事だ！　皇女殿下のおかげで、怪け我がをすることなく着地できたしな。それより、そっちの様子はどうだ？」

『はい……なんとか状況は落ち着いたところです。先ほどの反抗に関わった人たちは皆、両手を拘束されてしまいましたが……幸い、暴力的な報復を受けることはありませんでした。ボロディンという人、なかなか器の大きな人物のようですね。またなにかありましたら、連絡しますね──』

　念話は途切れた。レベッカたちが報復されなかったと聞いて、アッシュは安心する。

「ううむ、ランスロットは召喚できないようだ……」

　と、シルヴィアが残念そうにつぶやいた。その手には、小粒の竜綺華晶。

「姫様も隠し持ってたのか！」

　アッシュは驚いた。レベッカ、オスカーに続いて、シルヴィアも懐に竜綺華晶を忍ばせていたのだから。

「うむ。これくらい小粒でも、ランスロットが分泌してくれた結晶だ。召喚魔法の触媒としてなら、充分に使えるはずだが……魔導結界のせいで、私の意思は届かぬようだな」

「魔導結界の効果が、こんな地下まで及んでいるなんてな……」

　アッシュは嘆息する。

　と、ルクレツィアが魔剣を構えた。

「竜騎士ドラグナーといえども、今はただの人か。仕方あるまい、私が貴公らを護まもってやろう」

　そういって、ルクレツィアはつかつかと歩きだした。

「ぐっ……」

　シルヴィアが不本意そうに唸うなる。

　騎士国の王女と、帝国の皇女。

　両国のお国柄を考えると、あまりウマが合うとは思えなかったが、

「……頼りにしています、ルクレツィア殿下」

　シルヴィアのほうが引いてくれたので、アッシュは安あん堵どした。

　と、ルクレツィアが前方を向いたまま提案する。

「このような状況では、身分など無意味だろう。以後、敬称も敬語も不要だ」

「では、お言葉に甘えさせてもらおうか、ルクレツィア」

　シルヴィアが堂々と返すと、

「それでいい、シルヴィア」

　ルクレツィアも満足げに応じるのだった。

　どうやら、アッシュの心配は杞き憂ゆうだったようだ。国家間のしがらみなど軽々と飛び越えて、シルヴィアとルクレツィアは協力関係を結ぶことができたのだから。

「もちろん、アッシュ。貴公もだ。シルヴィアとは随分と親密な様子だが……私に対しても、同じように接するがいい」

「ええっ!?　そ、それはさすがに……」

「私が許す、といっているのだ。不服か？」

「わ、解わかりました。皇女殿下」

「解りました？　皇女殿下？」

　肩ごしに振り返ると、ルクレツィアはじろりとアッシュを睨にらんできた。

「わっ、解ったよ、ルクレツィア！」

　ルクレツィアは微笑すると、再び前方に視線を凝らした。

「むう……」

　ほんの少し、シルヴィアが頰ほおを膨らませているのが気懸かりだったが……。

　と、魔剣ユングフラウを通じて、再びラクエルの念話が届いた。

『……その通路をしばらく進むと、広場のような空間に出るはずです。そこに、超古代の魔導通信装置が置かれています……。わたくしの能力を使えば、もしかすると……〈デミウルゴス〉の通信をそちらに転送できるかもしれません。彼らは現在、新たな通信を始める準備をしている様子なのです──』

　そこで、ぷつりと念話は途絶えた。

　ラクエルの身になにかあったのか。それとも「転送」のため、一時的に念話を打ち切ったのだろうか。今は後者であることを祈るばかりだった。

「ふむ。今はラクエル猊げい下かのお言葉を信じ、その魔導通信装置を探すとしよう」

　ルクレツィアの言葉に、アッシュもシルヴィアも真顔でうなずいた。




　やがて、アッシュたちは広い空間に出た。

　まずはルクレツィアが魔剣の光量を上げると、広場全体を照らしだす。

「ふむ。先ほどの地下水路は近代設備だったが、この空間は古代遺跡のようだな。我が国が誇る古代遺跡──〈ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〉と、似た気配を感じるぞ」

　ルクレツィアは感心した風につぶやくと、周囲を見わたしている。

　事実、先ほどまでの水路とは、景観が一変したのだ。壁一面を機械装置やケーブルが埋めつくしている。

　どことなく、荘厳な気配も感じられた。気温も少し下がったように感じられる。この地下空間そのものが、古代神殿のような趣おもむきを感じさせた。

「これがラクエル猊げい下かの仰っていた、魔導通信装置なのであろうな」

　広場の中央──天球儀を思わせる装置を見上げつつ、ルクレツィアがつぶやく。

「そうだと思う」

　アッシュはうなずいた。その高さは、優に十メートルを超えるだろう。

「会議場に置かれていた装置に、似ている気がしないか？」

　シルヴィアが怪け訝げんそうに感想を述べると、

「いや、むしろ……こちらの機械のほうが、オリジナルではないか？」

　ルクレツィアが慎重な顔で応じた。

　確かに、目の前に屹きつ立りつしている装置のほうが古こ色しよく蒼そう然ぜんとして、威厳さえ感じさせる。ルクレツィアのいう通り、会議場の装置は、この通信装置を模して製造されたのだろう。

『──〈デミウルゴス〉から、新たな通信が届きました。これより転送します！』

　と、ラクエルの念話が響くと同時に、ルクレツィアの魔剣が燦さん然ぜんと輝いた。その膨大な魔力が、魔剣から天球儀へと注ぎこまれる。

　そして──巨大な仮想ディスプレイが、アッシュたちの頭上に出現した。




『──ごきげんよう、諸君。我が名はグレゴリオ・サヴォナローラ。魔導結社〈デミウルゴス〉の盟主にして、〈七翼将〉の第一位である』

　画面に登場したのは、不気味な鉄仮面を装着した人物だった。魔術師めいた、漆黒のローブを羽織っていて、あたかも邪教の司祭を思わせる。

　青年のようで、老人のようでもある、不気味な声だった。その鉄仮面のせいで、声がくぐもっているせいかもしれない。妙にゆったりとした口調が、特徴的だった。

　──ズキン。

　その声音と口調を耳にした途端、どういうわけか、アッシュは鈍い偏頭痛を覚えた。

　鼓動までが、早鐘のごとく高鳴ってしまう。

　──あの男は……一体……？

　アッシュが戸惑っている間にも、謎の男は言葉を続けた。

『この映像の配信元は、我らが旗艦──超ちよう弩ど級きゆう魔導艦レクス＝ゴライアスである。既に、我々は聖都エスパーダの上空に到達している』

「超弩級……？」

　シルヴィアが眉をひそめたとき、新たな仮想ディスプレイが次々と登場した。どの画面も、聖都の全景を様々な角度から映しだしている。

「なっ……なんだあれは!?」

　アッシュは思わず叫んでいた。

　シルヴィアとルクレツィアも青ざめている。

　真っ白な雲海をかき分けるようにして、超ちよう弩ど級きゆうの魔導艦が現れたかと思うと、聖都エスパーダをすっぽりと、天蓋さながら覆おおったのである。

　その魔導艦の形状をたとえるならば、大海原を悠然と泳ぐアカエイだろうか。

　突如として飛来した未確認飛行物体を見上げて、聖都の住民も茫ぼう然ぜん自じ失しつ。

　ボロディン隊が侵攻してきたときは逃げまどっていた彼らだが、今ではもう、神の降臨に立ち会ってしまったがごとく、誰もがその場で佇たたずんでいた。

　その超弩級魔導艦は、今や聖都に降り注ぐ陽光を、完全に遮断していた。

『せっかくだから、我が同志を紹介しておこう』

　と、再び中央の画面から、サヴォナローラが指で合図をした。カメラがズームアウトして、サヴォナローラの周囲に集まっている人物たちを捉えた。

　サヴォナローラの右手には、猛たけ々だけしい牝めす獅じ子しのごとく、フランチェスカ・マキャベリが座している。

　一方、サヴォナローラの左手には、黒髪の美女。先日、アッシュたちが保護しつつも、最後の最後に強奪された生き人形──カサンドラ第二王女であった。

『ふふ……両手に花といったところかな。彼女たちも〈七翼将〉の一員だよ。そして──今も君たちの命綱を握っている、そちらの大将も〈七翼将〉さ』

　サヴォナローラの言葉に応じて、新たな画面が出現する。そこには、大陸会議の会場が映しだされていた。

『ま、そういうこった』

　画面の中央では、ボロディンが豪快に笑っている。人質たちの様子が気になったが、画面にはボロディンしか映っていない。

『さらには、帝国博物館とフォンティーン城で任務に当たっている彼女たちもまた、〈七翼将〉さ』

　と、新たな画面が次々と表示され、バレンボイムとフォンティーンの様子が映しだされる。既に帝国博物館は半壊し、ブリュンヒルデの巨体が悠然と飛び去ったところだった。

　他方、フォンティーン城も深刻な被害を受けている。その襲撃者の、孤高ともいえる背中を見て、アッシュは「どうして、あの人が……」と、唇を震わせた。

「くっ！　なぜ、あれほど高潔な人物が〈デミウルゴス〉などに!?」

　シルヴィアもアッシュと同じく、衝撃を受けている。むしろ、シルヴィアのほうが衝撃は大きいだろう。

　と、ルクレツィアが思案げにつぶやいた。

「筆頭のサヴォナローラとやらに、マキャベリとカサンドラ。我が愚妹のアンネゲルト。フォンティーン城を襲撃している騎士。そして、ボロディン……これで六人だな。この期に及んで、出し惜しみするとは思えんが、残るひとりは誰だ？」

　ルクレツィアの冷静な態度のおかげで、アッシュは頭を冷やすことができた。

「確かに、ひとり足りないよな……。アーカム城を襲っていた、顔を隠した女兵士とは違うみたいだし」

　そう、アーカム城の襲撃作戦を遂行していた人物について、サヴォナローラは一言も触れていないのだ。

　アーカム城の襲撃を任されるほどだから、彼女とて手練れなのは間違いない。だが、それでも〈七翼将〉よりは格下の扱いを受けているのだろう。

　その刹那、会議場の様子を中継していた画面に異変が生じた。

　ずっと黙したまま、ラクエルを護まもるように控えていた人物が、突如として動いたのだ。怯おびえているラクエルを突き放すように、彼女はつかつかと歩き出す。

　もはや会議場の空気はぴしりと凍りつき、人質たちは全員、声を失っている。

　そして──ペネロペ枢すう機き卿きようは冷然とした顔で、ボロディンと肩を並べた。

『……と、いうわけだ。枢機卿とは、世を忍ぶ仮の姿。我が正体は、サヴォナローラ様の養女にして、〈七翼将〉の第二位。ああ……今日という日を、どれほど待ち焦がれたことか……』

　あの厳格な枢機卿とは思えないほど、今のペネロペは頰ほおを染め、恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。

　会議場の人質たちはもちろんのこと、アッシュ、シルヴィア、ルクレツィアも、これには絶句してしまう。

　先ほど、突如としてエスパーダ聖翼騎士団の一部が寝返ったが、騎士団長のペネロペが〈七翼将〉だったのであれば、それも納得がいく。〈デミウルゴス〉の工作員を聖翼騎士団に入団させることなど、ペネロペなら造作もなかったのだろう。

　と、サヴォナローラが言葉を続けた。

『無む知ち蒙もう昧まいにして、残酷極まるロサ・マリア教徒どもよ……今こそ思い知るがいい。貴様らが廃絶させようとした〈聖杯〉の血族──すなわち、我が先祖たちが一千五百年の永きにわたり培ってきた、憎悪の念を！』

　ふと、アッシュは奇妙な念を抱いた。

　──〈聖杯〉。

　その意味こそ判明してはいないが、それは確か、アッシュ自身にも関わりのある言葉ではなかったか？

『我らは今こそ、全世界に向けて開戦の狼煙のろしを上げる』

　そして、サヴォナローラは威風堂々、宣言してみせたのだった。




『刮かつ目もくして見よ──我ら〈デミウルゴス〉の力を！』












あとがき







　こんにちは、瑞みず智ち士し記きです。

　次巻のプロローグ編ともいえる第十三巻、いかがだったでしょうか。

　よく不吉な数字といわれる「十三」ですが、アッシュたちも最大の危機に直面することになります。

　また、今回は構成面で初めての試みに挑戦したこともあり、読者の皆様からどんなご感想をいただけるのか、楽しみでもあり、怖くもあり……ドキドキしています。




　本巻から、物語は「エスパーダ聖庁編」とでも呼ぶべきエピソードに突入します。

　第四巻で有耶無耶になってしまった大陸会議〈エリュシオン〉──現実の国際社会にたとえるならば、先進国首脳会議サミツトに近いですね。

　そんな雲の上の国際会議に、アッシュが呼ばれるところから、本巻は始まります。

　一介の学生に過ぎなかったアッシュが、ついに大陸会議に呼ばれるほどの身分になったわけで、作者にとっても感慨深いです。

　とはいえ、あの魔導結社〈デミウルゴス〉が黙っているはずもなく──本編未読の方は是非、プロローグに戻ってお楽しみください！




　さて、この十三巻と時を同じくして、ＲＡＮ先生のコミック版第五巻も発売されます！　民族衣装がエキゾチックな魅力を放つ、アーニャのイラストが目印です。

　最近では、猫耳メイドのコスチュームがすっかり板に付いたアーニャですが、当時はミルガウスの右腕として、冷徹に働いていたのは周知の通り。月刊コミックアライブの連載のほうも是非、お楽しみくださいませ！




　それでは、謝辞を。

　担当の池いけ本もとさん。原稿が遅れに遅れてしまったため、ご心配とご迷惑を同時におかけしてしまいました。今回も戦略的な見地からたくさんのアドバイスを頂戴し、頭が上がりません。

　イラスト担当の〆しめさばコハダ先生。原稿が遅れてしまったため、ご迷惑をおかけしたのではないかと、猛省しております。表紙を飾ったルクレツィア皇女殿下をはじめ、新キャラのデザインを拝見するたび、胸が高鳴りました。

　コミカライズ担当のＲＡＮ先生。月刊連載、お疲れさまです！　いよいよ「騎士の都フォンティーン編」に突入したコミック版ですが、原作者としても一読者としても目が離せません。

　編集部と営業部、全国の販売店様、校正担当様……などなど、本書の制作にご尽力をいただいた、すべての皆様。

　そして、読者の皆様へ。実は先月の時点で、『星刻』シリーズは三周年を迎えることができました。ここまで続けることができたのも、やはり皆様のご声援があったからこそです。謹んで御礼申し上げます。




　それでは、またお会いしましょう！





二〇一三年七月　瑞みず智ち士し記き






追伸

　今月の二十八日、秋葉原にて「ＭＦ文庫Ｊ夏の学園祭２０１３」が開催される予定です。参加予定の方は是非、この暑さを吹き飛ばす勢いで、思いっきり楽しんでくださいね！
















　著者

　瑞智士記（みずち・しき）

　　たいへんありがたいことに、星刻シリーズは三周年を迎えました。ここまで応援してくださった読者の皆様に、改めて感謝の気持ちを捧げます。




　　富士見ヤングミステリー大賞出身作家。関西在住。『リビングデッド・ファスナー・ロック』（ガガガ文庫）、『あかね色シンフォニア』（一迅社文庫）、『展翅少女人形館』（ハヤカワ文庫ＪＡ）などの作品がある。

　　公式サイト　http://mizuchishiki.com




　イラストレーター

　〆コハダ（しめさば・こはだ）

　　インドア派のイラストレーター、〆コハダです。好きなものはゲーム、漫画、可愛い女の子。将来の夢は出世魚になること。

　　ＨＰ「ぐずぐず帝国」

　　http://kohadax.jugem.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／〆コハダ

　　装丁／伸童舎
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